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一
太
平
洋
戦
争
終
戦
ま
で

往
古
は
ぱ
く
ぜ
ん
と
し
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
菅
生
山
大
宝
寺
に
俳
人
小

倉
志
山
が
発
起
し
て
建
て
た
霜
夜
塚
(
芭
蕉
翁
没
後
五
〇
年
祭
を
記
念
し
て
建
て
た
も

の
)
や
、
二
名
森
田
愛
宕
大
師
堂
の
嘉
永
二
年
(
一
八
五
〇
)

に
俳
詔
の
同
志
が
つ

く
っ
た
句
額
な
ど
か
ら
想
像
す
る
と
、
古
い
時
代
か
ら
こ
の
町
で
は
俳
諸
な
ど
を
中

心
と
し
た
文
化
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

下直瀬八幡神社に奉納されている書類

(嘉永一明治初期に7歳へ10歳児の書いた作品)

藩
政
時
代
の
各
地
域
で
は
、
若

連
中
と
か
若
衆
組
な
ど
の
組
織
が

あ
っ
て
、
男
子
は
全
員
一
五
歳
に

な
る
と
酒
一
升
と
豆
腐
一
箱
を

持
っ
て
こ
の
組
織
に
は
い
り
、
祭

事
や
娯
楽
な
ど
の
諸
行
事
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
た
。
こ
の
若
衆
組
に

は
い
る
と
、
一
人
前
と
認
め
ら
れ

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

寺
子
屋
が
い
つ
の
時
代
か
ら
始

ま
っ
た
か
判
然
と
せ
ぬ
が
、
幕
末

か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
開
設
さ

れ
て
い
た
寺
子
屋
は
上
浮
穴
で
三

第
二
章

社
会
教
育

九
か
所
あ
り
、
久
万
町
に
は
父
二
峰
に
三
、
久
万
に
六
、
川
瀬
に
四
、
明
神
に
四
の

計
一
七
か
所
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
寺
子
屋
で
は
中
流
以
上
の
男
子
が
、
読
み
、

書
き
を
中
心
に
儒
学
な
ど
を
習
っ
て
い
た
が
、
こ
の
寺
子
屋
に
適
え
な
い
人
た
ち
は
、

通
っ
て
い
る
人
た
ち
か
ら
夜
間
、
又
習
い
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
老
人
の
思
い

出
話
に
よ
る
と

「
私
ら
は
、
紙
を
買
っ
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
お
ぜ
ん
に
灰
を
入
れ

て
書
い
て
は
消
し
喜
い
て
は
消
し
し
て
習
っ
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
三
二
年
に
は
、
久
万
読
書
会
が
つ
く
ら
れ
て
お
り
、
規
約
、
出
席
簿
な
ど
か

ら
察
す
る
と
読
書
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
三
九
年
の
九
月
、
文
部
省
か
ら
、
青
年
団
体
は
通
俗
教
育
上
効
果
的
で
あ
る

と
し
て
、
そ
の
設
置
、
指
導
、
奨
励
の
通
牒
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
若
連
中

な
ど
の
組
織
も
村
長
、
学
校
長
、
総
代
な
ど
の
有
志
に
よ
っ
て
、
青
年
会
と
し
て
再

編
成
さ
れ
、
一
二
月
か
ら
翌
年
の
四
月
ま
で
の
農
閑
期
に
夜
学
会
が
開
か
れ
、
小
学

校
の
教
員
よ
り
、
修
身
、
算
術
、
書
き
方
、
地
歴
な
ど
を
習
っ
て
い
た
。

明
治
四
一
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
、
青
年
は
上
浮
穴
青
年
会
に
加
入
し
、
だ
ん

だ
ん
形
を
整
え
て
い
っ
た
。

大
正
四
年
、
内
務
、
文
部
両
次
官
か
ら
、
青
年
修
養
の
機
関
と
し
て
の
青
年
団
体

の
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
画
期
的
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に

七
年
・
九
年
に
訓
令
が
発
せ
ら
れ
、
団
体
の
自
主
的
な
活
動
に
よ
る
発
達
を
望
む
と

い
う
指
導
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
即
ち
、
小
学
校
長
が
団
長
を
兼
ね
て
い
た
団
体

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
団
長
は
な
る
べ
く
団
員
の
中
か
ら
選
び
、
小
学
校
教
員

な
ど
の
幹
部
は
顧
問
と
し
、
団
員
の
最
高
年
齢
を
二
五
歳
ま
で
と
す
る
こ
と
な
ど
が

主
な
内
容
で
あ
っ
た
。

大
正
一
五
年
、
男
子
に
比
べ
て
は
る
か
に
遅
れ
て
、
女
子
青
年
団
体
に
関
し
た
訓

七
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令
が
初
め
て
出
さ
れ
た
。
女
子
青
年
の
修
養
機
関
と
し
て
の
本
旨
と
指
導
方
針
を
明

ら
か
に
し
、
男
子
青
年
団
と
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
組
織
と
運
営
の
要
綱
が
指
示
さ

れ
た
。
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
各
地
で
結
成
さ
れ
て
い
た
処
女
会
の
組
織

も
女
子
青
年
団
と
な
り
、
や
が
て
、
男
子
青
年
団
と
合
併
し
た
。
そ
の
他
色
々
な
教

育
団
体
が
あ
っ
た
が
、
青
年
団
と
国
防
婦
人
会
に
つ
い
て
概
略
を
記
述
し
て
お
く
こ

と
に
す
る
。

1

青

年

団

昭
和
一
二
年
、
国
民
精
神
総
動
員
令
に
基
づ
く
運
動
が
強
力
に
展
開
さ
れ
、
日
本

精
神
の
高
揚
を
徹
底
し
、
国
策
遂
行
の
思
想
的
基
盤
を
確
立
し
た
。
隣
組
の
組
織
体

制
を
強
化
し
、
防
火
演
習
、
勤
労
奉
仕
、
出
征
兵
士
の
送
別
な
ど
戦
争
完
遂
へ
一
億

一
心
の
精
神
が
高
揚
さ
れ
た
。

昭和12年5月海南新聞記事より

七
四
二

議
し
ま
す
」

と
記
さ

れ
て
い
る
。

昭
和
一
一
年
二
月

七
日
の
総
会
記
録
に

は
、
「
…
…
北
風
が

す
き
間
か
ら
よ
う

し
ゃ
な
く
吹
き
込
む
。

火
の
気
の
全
く
な
い

青年勤労奉仕

明
治
の
末
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、

処
女
会
の
結
成
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、

昭
和
一
〇
年
ご
ろ
男
子
の
青
年
団
と

合
併
し
た
。

下
畑
野
川
青
年
団
の
会
談
録
に
よ

る
と
、
「
昭
和
一
〇
年
六
月
一
四
日
、

下
畑
野
川
青
年
・
処
女
連
合
問
題
は

今
よ
り
四
か
月
前
葉
君
に
よ
っ
て
発

言
せ
ら
れ
て
か
ら
十
数
回
の
総
会
を

開
き
、
協
議
を
重
ね
た
。
愛
国
愛
村

の
雄
叫
び
は
つ
い
に
三
〇
余
名
を
動

か
し
、
こ
こ
に
処
女
会
と
合
併
を
決

会
館
内
で
は
あ
っ
た
か

(
中
略
)
…
…
三
〇
〇
〇
年
の
歴
史
を
有
す
る
大
和
魂
の
持

主
た
る
若
者
の
息
は
藻
と
し
て
会
場
内
に
み
な
ぎ
り
わ
た
っ
て
い
た
。

意
見
発
表
で
は
、
燃
ゆ
る
が
如
き
郷
土
愛
、
両
眼
か
ら
は
あ
つ
い
涙
さ
え
う
か
べ

て
現
下
の
日
本
の
外
交
、
内
政
、
思
想
問
題
を
論
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
我
等
青
年

の
覚
悟
を
叫
び
聞
く
者
を
し
て
感
動
し
勇
躍
せ
ざ
る
者
な
し
。
‥
…
・
(
以
下
略
)

…
…
」

と
あ
り
、
ま
た

「
今
日
は
処
女
一
名
の
出
席
を
み
た
の
み
で
あ
る
。
し
か
し

出
席
し
な
い
処
女
を
う
ら
む
筈
は
な
い
。
自
分
た
ち
の
真
剣
な
努
力
が
ま
だ
足
り
な

い
の
だ
。
我
等
は
も
っ
と
も
っ
と
誠
の
人
間
に
な
る
べ
く
修
養
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
」

と
あ
る
。

同
一
二
年
五
月
五
日
の
記
録
に
は
、
「
活
動
写
真
を
行
い
、
利
益
金
の
内
五
円
を

国
防
献
金
と
し
て
海
南
新
聞
に
託
す
」

と
あ
る
。

以
上
の
記
録
か
ら
当
時
の
青
年
た
ち
の
心
構
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

出
征
兵
士
の
家
庭
に
勤
労
奉
仕
、
遺
家
族
慰
安
会
、
廃
品
集
め
、
慰
問
品
送
り
、

事
業
収
入
に
よ
る
国
防
献
金
な
ど
が
青
年
団
員
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
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国
防
婦
人
会

大
正
一
二
年
の
関
東
大
震
災
後
の
人
心
の
不
安
や
動
揺
と
と
も
に
激
変
し
っ
つ
あ

る
思
想
問
題
を
背
景
に
し
て
、
同
年
一
一
月
に

「
国
民
精
神
振
興
二
関
ス
ル
詔
書
」

が
発
せ
ら
れ
、
各
団
体
が
提
携
し
、
国
民
精
神
の
高
揚
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
部
省
に
は
、
社
会
教
育
局
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
推
進
す
る
一
方

「
公
民
教
育
講
座
」
等
を
奨
励
し
た
。

文
部
省
は
、
婦
人
教
育
、
母
親
教
育
に
つ
い
て
、
し
だ
い
に
力
を
入
れ
始
め
、
昭

和
五
年
一
二
月
、
「
家
庭
教
育
振
興
二
関
ス
ル
訓
令
」
を
発
し
、
全
国
の
婦
人
団
体
の

連
携
と
婦
人
の
教
養
を
高
め
、
家
庭
教
育
の
振
興
、
家
庭
生
活
の
改
善
に
寄
与
し
た

い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
府
県
の
連
合
体
を
単
位
と
し
た

「
大
日
本
聯
合
婦
人
会
」

を

出征兵士見送り風景

組
織
し
た
。

満
洲
事
変
後
、
婦
人
団
体
も
戦

争
遂
行
と
い
う
国
の
方
針
に
よ
っ

て
統
制
さ
れ
、
各
町
村
に
支
部
や

分
会
を
持
つ
大
日
本
国
防
婦
人
会

が
組
織
さ
れ
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
一

年
に
各
旧
町
村
単
位
に
組
織
さ
れ

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
に
は
い
っ

て
か
ら
は
出
征
軍
人
の
見
送
り
、

遺
家
族
の
慰
安
や
手
伝
い
、
慰
問

袋
の
発
送
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。

服
装
は
、
白
エ
プ
ロ
ン
に
白
地

第
二
章

社
会
教
育

に
黒
で

「
大
日
本
国
防
婦
人
会
○
○
支
部
」

と
書
い
た
た
す
き
を
か
け
た
も
の
で

あ
っ
た
。

家
庭
を
持
つ
主
婦
は
全
員
が
会
員
と
な
り
、
防
火
、
防
空
訓
練
、
本
土
決
戦
を
目

前
に
控
え
る
よ
う
に
な
っ
て
竹
槍
訓
練
な
ど
の
軍
事
訓
練
に
ま
で
発
展
し
、
教
養
団

体
と
し
て
の
姿
は
全
く
影
を
ひ
そ
め
た
の
で
あ
る
。

「
ほ
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」

の
合
こ
と
ば
も
こ
の
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、

婦
人
た
ち
は
人
手
不
足
を
補
う
た
め
に
、
木
材
搬
出
や
松
根
油
取
り
な
ど
の
労
働
に

も
従
事
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
エ
プ
ロ
ン
姿
は
具
合
が
悪
く
、
手
持
ち
の
も
の

を
活
用
し
た
上
っ
張
り
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
着
用
し
、
服
に
は
五
井
ソ
角
の
白
布
に
氏

名
を
書
き
、
中
央
に
日
の
丸
を
あ
ら
わ
し
た
マ
ー
ク
を
つ
け
て
い
た
。
下
表
の
も
ん

ぺ
は
労
働
に
応
じ
て
考
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
日
も
労
働
の
際
に
は
愛
用
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
の
決
戦
体
制
の
も
と
に
教
養
面
の
教
育
活
動
は
ほ
と
ん
ど
停
止

さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
ま
で
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

二

太
平
洋
戦
争
終
戦
後

敗
戦
に
よ
り
自
然
消
滅
の
か
た
ち
に
な
っ
て
い
た
青
年
団
も
、
復
員
し
た
青
年
た

ち
の
手
に
よ
っ
て
、
新
し
い
民
主
的
な
青
年
団
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
と
た
い
は
い
的
な
気
風
の
中
で
活
発
に
運
営
す
る
た
め

に
は
悩
み
も
多
く
、
民
主
団
体
と
し
て
の
方
向
も
定
ま
ら
な
い
ま
ま
に
青
年
た
ち
は

楽
団
・
芝
居
・
や
く
ざ
踊
り
な
ど
の
演
芸
会
に
ふ
け
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
中
か
ら
反
省
の
声
が
起
こ
り
、
次
第
に
民
主
国
家
、
新
日
本
の
建
設

は
、
〃
若
人
の
手
で
〃
と
い
う
声
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
民
主
化
と
い
う
歴
史
的
課
題

七
四
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を
生
活
と
直
結
し
て
学
び
体
得
す
る
場
と
し
て
、
公
民
館
建
設
の
声
が
上
が
り
、
人

づ
く
り
、
町
・
村
づ
く
り
運
動
は
旧
町
村
に
よ
っ
て
時
間
的
ず
れ
は
あ
っ
た
が
だ
ん

だ
ん
と
盛
り
上
が
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
戦
後
の
久
万
町
の
社
会
教
育
は
、
公
民
館
建

設
と
い
う
目
的
を
も
ち
、
側
面
に
町
・
村
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
目
標
を
も
ち
な
が

ら
始
ま
っ
た
。

や
が
て
昭
和
二
二
年
に
教
育
基
本
法
・
同
二
四
年
に
社
会
教
育
法
・
同
二
八
年
に

青
年
学
級
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
こ
で
青
年
学
級
が
開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

続
い
て
婦
人
学
級
も
開
か
れ
、
各
種
団
体
活
動
も
活
発
に
な
り
次
第
に
発
展
し
た
。

教
育
基
本
法
の
精
神
を
受
け
た
社
会
教
育
法
に
よ
り
、
「
求
め
に
応
じ
て
」

指
導

助
言
を
行
う
専
門
職
で
あ
る
社
会
教
育
主
事
が
市
町
村
に
配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。公

民
館
は
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
か
な
総
合
的
教
育
文
化
施
設
と
し
て

運
営
審
議
会
を
置
き
、
館
長
を
選
任
し
、
住
民
参
加
の
原
則
の
も
と
で
の
教
育
文
化

活
動
を
通
し
て
自
立
的
な
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
施
設
の
利
用
に

つ
い
て
も
、
学
校
間
放
事
業
を
奨
励
し
、
そ
の
た
め
の
施
設
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い

る
。昭

和
四
七
年
、
保
健
体
育
審
議
会
の
答
申
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
推
進
、

指
導
者
の
養
成
確
保
と
指
導
体
制
の
確
立
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
社
会
体
育
が
発
展
し

て
き
た
。
久
万
町
で
も
B
G
の
施
設
が
で
き
、
各
地
に
屋
内
運
動
場
が
整
備
さ
れ
、

体
育
活
動
が
大
い
に
振
興
し
て
い
る
。

社
会
教
育
活
動
が
実
際
に
組
織
さ
れ
る
場
も
時
も
多
様
で
あ
る
。
近
年
「
生
涯
学

習
」

の
理
念
の
普
及
に
よ
り
、
社
会
教
育
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
増
大
し
て
い
る
。

七
四
四

基
本
目
標
の
変
遷

合
併
前
に
お
け
る
旧
町
村
社
会
教
育
の
行
政
体
制
や
、
組
織
機
能
は
、
一
応
の
充

実
と
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
各
町
村
間
に
は
か
な
り
の
相
違
点
が
あ
っ

た
。

こ
れ
ら
を
新
町
の
立
場
で
再
整
備
す
る
た
め
に
基
礎
的
な
こ
と
か
ら
手
を
つ
け
、

段
階
的
に
改
革
や
移
行
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
次
の
よ
う
な
目
標
を
も
っ
て
基
礎
条

件
を
整
え
る
よ
う
努
力
し
た
。

1

社
会
教
育
団
体
の
統
合
目
標
の
設
定

2

公
民
館
の
位
置
づ
け

3

社
会
教
育
職
員
の
職
務
分
掌
と
総
合
機
能
の
強
化

4

幼
児
学
級
の
管
理
運
営
方
針
と
指
導
体
制
の
確
立

5

青
年
学
級
の
運
営
規
則
の
制
定
と
移
行
措
置
の
決
定

6

公
民
館
管
理
運
営
方
針
の
決
定
と
移
行
措
置
の
決
定

了

社
会
教
育
委
員
・
公
民
館
運
営
審
議
会
の
組
織
化
と
年
間
目
標
の
決
定

8

公
民
館
図
書
の
統
合
と
利
用
規
則
の
統
一

9

町
内
生
産
研
究
団
体
の
連
絡
体
制
づ
く
り

1
0

未
移
管
公
民
館
施
設
の
移
管
措
置

H

各
公
民
館
の
管
理
運
営
委
員
及
び
役
員
の
新
規
則
に
基
づ
く
改
選

以
上
の
二
項
目
に
わ
た
る
基
礎
条
件
の
確
立
に
つ
と
め
る
一
方
、
次
の
よ
う
に

社
会
教
育
の
方
針
を
定
め
た
。

基
本
目
標

社
会
教
育
は
町
民
ひ
と
り
び
と
り
の
幸
福
追
求
に
そ
の
根
本
と
出
発
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

合
併
で
拡
大
さ
れ
た
自
治
体
の
行
政
方
針
と
表
裏
一
体
で
社
会
教
育
の
特
質
が
生
か
さ
れ



ね
ば
な
ら
な
い
。

人
間
尊
重
の
精
神
を
基
盤
と
し
て
、
自
覚
と
責
任
あ
る
人
づ
く
り
に
、
よ
り
香
り
高
い

郷
土
文
化
の
創
造
と
生
産
の
近
代
化
に
、
町
民
の
あ
ふ
れ
る
情
熱
を
結
集
し
家
族
ぐ
る
み
、

町
ぐ
る
み
の
総
合
教
育
活
動
を
推
進
す
る
。

努
力
目
標

1

幼
児
教
育
を
充
実
す
る
。

2

勤
労
青
年
学
級
を
振
興
し
、
青
年
団
の
体
質
改
善
に
努
め
る
。

3

公
民
館
の
再
整
備
と
基
本
活
動
の
振
興

4

婦
人
学
級
の
内
容
を
充
実
し
婦
人
団
体
の
自
主
活
動
を
盛
ん
に
す
る
。

5

学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
を
密
に
す
る
。

6

自
発
的
小
集
団
の
育
成
を
行
な
う
。

了

社
会
教
育
関
係
団
体
と
の
相
互
協
力
を
積
極
的
に
す
す
め
自
治
振
興
に
つ
と
め
る
。

ア

公
民
館
の
位
置
づ
け
と
諸
活
動

久
万
町
の
社
会
教
育
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
が
、

昭
和
三
四
年
五
月
制
定
さ
れ
た
。

公
民
館
の
名
称
位
置
及
び
区
域
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

各
公
民
館
位
置
及
び
区
域

下
畑
野
川
公
民
錦

上
畑
野
川
公
民
錦

上
直
瀬
公
民
館

下
直
瀬
公
民
館

大
字
下
畑
野
川
甲
三
六
九
番
地
の
二

大
字
上
畑
野
川
甲
五
二
一
番
地

大
字
直
瀬
甲
二
九
〇
一
番
地

大
字
直
瀬
甲
五
二
四
二
番
地

大
字
下
畑
野
川

大
字
上
畑
野
川

上
直
瀬

下
直
瀬

落父露二野明久美 野公 

名 称 

三三三三三三三 
大大大大大大大久 

位 置 

字字字字字字字万 
露父露二野東久町 
峰野崎名尻明方教 
甲州 甲 甲 甲神町育 
一 

五五三九九七四貝 
一五五九〇二入会 
七七七八番五三 
番番番番地番番 
地地地地 地地 
の の 

落大大大野明久町 

サ I ビ ス 区 域 

合字字字尻神万の 
父露二・中小全 
野峰名官学学域 

川雲 諜萱 
口 除 

く ) 

つ
づ
い
て
、
同
七
月
、
久
万
町
公
民
館
管
理
運
営
規
則
・
久
万
町
中
央
公
民
館
運

営
審
議
会
規
則
な
ど
が
制
定
さ
れ
、
地
域
所
有
の
公
民
館
は
町
へ
移
管
手
続
き
を
と

り
、
新
し
い
規
則
に
基
づ
い
て
分
館
長
・
主
事
・
役
職
員
な
ど
が
選
出
さ
れ
、
新
し

い
公
民
館
の
体
制
が
つ
く
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
基
礎
条
件
を
整
備
し
な
が
ら
内
容
充
実
に
努
力
し
て
き
た
。
昭
和
三

六
・
七
年
こ
ろ
よ
り
農
村
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
た
。
つ
ま
り
、

農
山
村
と
都
市
と
の
所
得
格
差
を
背
景
に
し
て
若
い
労
働
力
は
都
市
へ
流
出
し
、
兼

業
化
は
増
加
の
傾
向
を
た
ど
る
よ
う
に
な
っ
た
。
消
費
時
代
・
消
費
革
命
と
呼
ば
れ

電
化
製
品
の
急
速
な
普
及
、
マ
ス
コ
ミ
の
異
常
な
ほ
ど
の
発
達
、
自
家
用
車
の
急
増

な
ど
消
費
生
活
を
中
心
に
し
て
生
活
様
式
は
急
変
し
た
。
生
活
水
準
の
急
速
な
上
昇

は
、
家
計
費
の
増
大
と
な
り
、
出
稼
ぎ
傾
向
を
さ
ら
に
強
め
、
収
入
を
は
げ
し
く
追

う
生
活
を
余
儀
な
く
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
公
民
館
活
動
に
対
す
る
期

待
や
関
心
も
数
年
前
と
は
非
常
な
変
わ
り
方
を
示
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
公

民
館
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
、
人
格
の
完
成
を
め
ざ
す
生
涯
教
育
と
い
う
立
場
か
ら
、

社
会
教
育
の
あ
り
方
や
体
制
が
全
国
的
に
検
討
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
・
徳
・

体
の
三
分
野
の
中
で
、
社
会
道
徳
の
高
揚
・
体
力
づ
く
り
(
住
民
の
健
康
づ
く
り
)
が

社
会
教
育
活
動
の
核
と
し
て
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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昭
和
四
三
年
度
の
努
力
目
標

青
少
年
の
健
全
育
成

㈲

愛
護
班
活
動
の
推
進

㈲

家
庭
教
育
学
級
・
婦
人
学
級
の
開
設

㈲

明
る
い
家
庭
づ
く
り
運
動
の
推
進

㈲

婦
人
団
体
の
育
成

㈲

青
少
年
団
体
の
育
成

㈲

青
年
学
級
の
開
設

㈲

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
奨
励

㈲

青
少
年
保
護
条
例
の
趣
旨
徹
底

社
会
道
徳
の
高
揚

遵
法
・
和
敬
・
奉
仕
を
三
つ
の
柱
と
し
、
公
民
館
活
動
・
社
会
教
育
関
係
団
体
活
動

を
通
じ
て
高
揚
を
ほ
か
る
。

㈲

時
間
を
守
る
運
動
を
推
進
す
る
。

㈲

河
川
や
公
共
の
場
所
を
美
し
く
す
る
運
動
を
す
す
め
る
。

㈲

市
民
性
を
高
め
る
た
め
諸
活
動
を
推
進
す
る
。

㈲

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
す
ず
め
環
境
美
化
に
つ
と
め
る
。

㈲

小
さ
な
親
切
運
動
の
推
進
に
つ
と
め
る
。

文
化
活
動
の
推
進

用

読
書
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
読
書
活
動
の
振
興

㈲

久
万
郷
土
会
の
発
足
(
民
俗
文
化
・
自
然
・
歴
史
)

㈲

文
化
財
愛
護
精
神
の
普
及

㈲

郷
土
芸
能
の
保
存
・
継
承

七
四
六

㈲

各
種
文
化
グ
ル
ー
プ
の
育
成

4

体
力
づ
く
り
運
動
の
推
進

用

施
設
・
設
備
の
充
実
に
つ
と
め
る
。

㈲

公
民
館
体
育
部
活
動
の
振
興
に
つ
と
め
る
。

㈲

諸
学
級
講
座
に
よ
り
栄
養
知
識
を
高
め
る
。

㈲

久
万
町
体
操
・
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
の
普
及
に
つ
と
め
る
。

㈲

米
・
麦
混
食
運
動
の
奨
励

㈲

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
っ
て
末
端
部
落
の
食
改
運
動
を
推
進
す
る
。

㈲

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
奨
励

㈲

健
康
診
断
及
び
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
実
施

5

分
館
活
動
の
充
実

㈲

特
色
あ
る
分
館
づ
く
り
に
つ
と
め
る
。

㈲

分
館
部
活
動
の
活
発
化

(
部
ご
と
の
目
標
を
定
め
る
)

㈲

条
例
・
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
公
民
館
の
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
と
め
る
。

㈲

実
験
公
民
館
の
指
定

㈲

運
営
研
究
会
の
開
催

こ
れ
ら
の
活
動
日
標
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
久
万
町
総
合
教
育
推

進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
教
育
の
場
に
あ
ら
ゆ
る
関
係
機
関
や

団
体
の
代
表
者
が
集
ま
り
、
総
合
的
・
重
点
的
に
推
進
し
ょ
う
と
し
て
つ
く
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

な
お
、
久
万
公
民
館
は
、
四
一
年
二
月
、
文
化
活
動
を
中
心
と
し
た
諸
活
動
が
県

で
認
め
ら
れ
県
教
育
委
員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

ま
た
、
社
会
体
育
活
動
に
お
い
て
も
、
体
育
指
導
委
員
を
中
心
に
、
各
分
館
体
育



部
長
な
ど
が
努
力
し
た
結
果
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
四
二
年
五
月
、
県
教
育
委

員
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

昭
和
六
三
年
度
の
努
力
点

1

生
涯
教
育
の
充
実
深
化

㈲

幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
の
推
進

㈲

青
少
年
教
育
の
充
実

㈲

成
人
教
育
活
動
の
拡
充
と
推
進

㈲

婦
人
教
育
活
動
の
推
進

㈲

高
齢
者
教
育
の
充
実

㈲

生
涯
学
習
情
報
の
提
供

2

公
民
館
活
動
の
推
進

用

公
民
館
(
分
館
)
活
動
の
推
進

㈲

生
活
と
密
着
し
た
地
域
活
動
の
推
進

3

同
和
教
育
の
徹
底
深
化

㈲

町
民
の
た
め
の
同
和
教
育
活
動

㈲

推
進
者
養
成
な
ど
の
た
め
の
同
和
教
育
活
動

㈲

同
和
教
育
資
料
の
整
備
と
地
域
素
材
の
教
材
化

㈲

地
域
同
和
教
育
推
進
者
制
度
の
導
入

4

コ
、
、
、
ユ
ニ
ア
ィ
活
動
の
推
進

用

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
連
帯
意
識
を
高
め
る
活
動

㈲

町
政
・
地
域
課
題
解
決
の
た
め
の
学
習
活
動

㈲

町
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
開
催

㈲

生
活
学
習
・
生
活
運
動
の
推
進
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5

123㈲
6

123

7

123㈲5

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
の
学
習

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進

社
会
教
育
体
制
の
充
実

社
会
教
育
・
公
民
館
・
視
聴
覚
教
材
施
設
の
充
実

民
間
指
導
者
の
養
成
と
活
用

社
会
教
育
関
係
役
職
員
の
研
修
強
化

関
係
機
関
団
体
等
の
連
携
強
化
と
組
織
拡
大

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
活
動
の
推
進

協
議
会
、
研
修
会
の
開
催

青
少
年
健
全
育
成
事
業
の
実
施

青
少
年
非
行
防
止
事
業
の
実
施

体
力
つ
く
り
活
動
の
推
進

社
会
体
育
活
動
の
奨
励
と
条
件
整
備

町
民
総
参
加
の
体
力
つ
く
り
活
動
の
推
進

生
活
環
境
づ
く
り
運
動
の
推
進

体
力
テ
ス
ト
の
実
施

体
力
つ
く
り
推
進
協
議
会
事
業
の
実
施

8

㈲

体
育
協
会
の
育
成

安
全
教
育
の
推
進

確
‖
‖2

交
通
安
全
教
育
の
推
進

防
災
・
防
火
に
関
す
る
学
習

9

芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興

㈲

生
活
を
高
め
る
文
化
活
動
の
振
興

七
四
七
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㈲

文
化
財
保
護
活
動
の
充
実

1 

0

社
会
教
育
団
体
活
動
の
推
進
と
育
成

H

図
書
館
教
育
の
推
進

1 

2

広
報
・
公
聴
活
動
の
促
進

各
分
野
に
お
け
る
教
育
活
動

昭
和
六
三
年
度
、
久
万
町
教
育
委
員
会
事
務
局
機
構
を
し
っ
か
り
と
構
成
し
、
社

会
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

社会教育関係機構

教育長 課長 次長 

給 食 セ ン タ
ー 

幼 児 教 育 

社 会 教 育 

(総 務) 

(地区社会教育) 

成人教育・公民館 

青 少 年 教 育 

婦 人 教 育 

壮 年 教 育 

高 齢 者 教 育 

P T A 

家 庭 教 育 

安 全 教 育 

同 和 教 育 

文化財・文化活動 

図 書 館 

生 活 改 善 

広 報 活 動 

視聴覚・ライブラリー 

社 会 体 育 

(備 品 管 理) 

社会教育風景

久
万
町
で
は
、
昭
和
五
六
年
よ
り
町
内
の
社
会
教
育
団
体
、
学
校
等
の
関
係
者
の

出
席
の
も
と
に

「
久
万
町
社
会
教
育
研
究
大
会
」
を
開
催
し
、
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

1

久
万
町
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
学
校
教
育
の
健
康
安
全
教
育
の
項
で
述
べ
て
あ
る
の
で

本
項
で
は
施
設
等
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

昭
和
四
七
年
̃

毎
週
土
曜
日
米
飯
給
食
と
な
る

昭
和
五
一
年
̃

毎
週
末
・
土
曜
日
米
飯
給
食
と
な
る

社会教育風景



久万町立学校給食センター概況

昭
和
六
一
年
̃

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
米
飯
給
食
と
な
る

昭
和
六
三
年
̃

毎
日
米
飯
給
食
と
な
る

昭
和
六
三
年
度
学
校
給
食
優
良
校
・
文
部
大
臣
表
彰

直
瀕
小
学
校

名 称 久万町立学校給食センター 

所在地 久万町大字入野1826番地 

建 物 調 理 棟 446.25壷 

ボイラー・車庫 64.00壷 

上 屋 74.70 重五 

設 計 松山市藤原池内設計事務所 

施 工 松山市愛媛土建株式会社 

竣 工 昭和47年11月 

経 費 建築本体工事費 21,000,000円 

ボイ ラ
ー 

2,425,000円 

厨房機器 8タ000,000円 

運 搬 車 2,160,000円 

そ の 他 2,629,000円 

職 員 所 長 1 人 

事務職員 1 人 

栄養職員(県費) 1 人 

調 理 員 8 人 

運 転 手 2 人 

給食センター外観

歴代給食センター所長一覧表

氏 名 期 間 

1 正岡 昭二 47.12へ52.3 

2 小留 留吉 52.4へ54.4 

3 正岡 昭二 54.5へ56.3 

4 織川 猛 56.4へ58.5 

5 正岡 昭二 58.6一-63.3 

6 渡部 文夫 63.4一 

屋外食事風景

第
二
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公

民

館

ア

久
万
町
民
館

町
民
館
設
置
日
的

育

七
五
〇

過
疎
地
域
集
落
整
備
事
業
(
自
治
省
所
管
)
と
し
て
、
久
万
町
開
発
の
主
体
と
な
る

町
民
の
自
治
意
識
の
高
揚
と
、
町
勢
の
発
展
を
図
る
た
め
、
産
業
の
再
開
発
、
教
育

文
化
の
普
及
、
生
活
改
善
の
推
進
、
保
健
・
福
祉
の
増
進
、
情
報
発
信
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
等
に
便
宜
を
提
供
し
て
、
新
し
い
町
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
つ
く
り

の
総
合
的
か
つ
拠
点
的
施
設
と
す
る
。

施
設
等
の
概
要

町民館施設概要

総事業費 154,340千円 

(内訳) 

用地購入費 10,740 II 

敷地造成費 6,800 II 

建築工事費 114,200 II 

設計管理費 3,000 II 

付帯工事費 1,600 II 

調度備品費 13,000 II 

事業費その他 5,000 II 

(財源) 

国庫補助金 20,000 II 

県補助金 12,000 II 

地 方 債 62,000 II 

寄 付 金 11,000 II 

一般財源 49,340 II 

構造 鉄筋コンクリート 

地下一階、地上二階 

面積 総敷地面積 413.63 壷 

建築床面積 1,500.00壷 

内容 和室、会議室、老人室、図書館、 

調理実習室、郷土資料室、 

結婚式場、 ホール 

設計管理 松山市 藤原池内建築事務所 

工事施工 大阪市 KK関南組 

管
理
運
営

久
万
町
民
館
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
並
び
に
運
営
協
議
会
条
例
に
基
づ

き
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
。
館
長
(
教
育
長
兼
務
)
、
事
務
長
(
教
育
次
長
兼
務
、
昭
和
五

二
年
よ
り
)
、
職
員
一
、
用
務
員
一
。
条
例
に
基
づ
く
運
営
委
員
一
二
。
な
お
食
堂
に

つ
い
て
は
、
久
万
町
母
子
福
祉
会
に
委
託
し
て
い
る
。

利
用
機
能

各
種
団
体
、
機
関
、
グ
ル
ー
プ
の
施
設
利
用
、
及

び
図
書
館
、
移
動
文
庫
、
視
聴
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
町

民
の
自
主
的
参
加
に
よ
る
利
用
の
便
宜
を
図
る
た
め

教
育
委
員
会
と
町
民
館
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
事
務
を

分
担
し
対
応
し
て
き
た
。
町
民
館
で
の
結
婚
式
、
文

化
祭
等
の
諸
行
事
も
同
様
で
あ
る
。

教
育
機
能

生
涯
教
育
の
立
場
に
立
ち
、
政
治
・
経
済
・
福

祉
・
教
育
・
文
化
を
総
合
的
に
向
上
発
展
さ
せ
、
あ

た
た
か
い
人
間
性
の
復
活
を
め
ざ
し
て
、
体
力
つ
く

り
、
社
会
道
徳
の
高
揚
、
生
涯
教
育
、
政
治
教
育
の

重
点
目
標
達
成
の
た
め
教
育
委
員
会
と
町
民
館
の
総

力
を
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

主
要
な
教
育
活
動
と
し
て
は
、
明
治
青
年
大
学
、

婦
人
大
学
、
夏
期
成
人
講
座
、
中
央
青
年
講
座
、
中

央
公
民
館
と
し
て
の
役
割
と
、
結
婚
披
露
宴
の
会
費

制
、
趣
味
の
教
室
開
設
等
が
あ
る
。
同
時
に
町
民
館

独
自
の
機
能
も
果
た
し
て
い
る
。

趣
味
の
教
室
に
は
、
民
謡
、
詩
吟
、
生
花
、
盆
栽
、

古
典
、
舞
踊
、
美
術
、
俳
句
等
が
あ
る
。

町民館の使用料金表(基本使用料金は4時間まで、超過1時間当たり約2割加算となる)

部屋別 料金 の推移 

ホ ー ル 研 修 室 調 理 室 和室会議室 老 人 室 

結婚 式場 
宴会に使用する 譲鱗扱 

昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 昼 間 夜 間 

倣年9月制定 
円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 

2,000 II II 3,000 2,500 II II 3,500 500 II II 700 600 II II 800 

200 250 300 

400 II II 600 200 II II 300 250 II II 400 1,000 II II 2,000 

各部屋 l,000 

館年12月改正 51年9月改正 58年3擬焉 

II II 500 II II 600 II II 400 総合5,000 IIlO,000 IIlO,000 



町民館利用状況

施 
大 図郷 調 老 相 研 結 和 

ロ ビ l 食 堂 

計 

設 ホ 

土 書欝 理 実 習 

人 談 修 
階 婚 

室 ∠ゝ 

区 
l 和 式 霞 

分 ル 館室 窒 室 室 室 室 場 室 

利 
大映講 図 料 体中 住小 技各小 結 結 会 

用 筆習 審 問 

理 
憩 ∠ゝ 民会 術種A 婚 式 婚 

議 

区 実 
’云 

栖本 研諸本 控 

分 璃会 覚 等 習 娯 楽議 談議 修座議 室 等 式 研 修 

48 年 度 

回(日)数 

回 日 回 回 日 回 回 回 日 日 

53 100 8 30 100 52 25 41 100 100 

人 員 人 5,024 9,734 228 657 l,000 lタ641 717 1,078 4,800 3タ937 28,636 

49 年 度 

回(日)数 164 300 23 l19 300 185 92 139 300 300 

人 員 14,168 22,168 5,431 1,652 3.000 10,895 2,071 2,956 14,400 10,905 87,646 

50 年 度 

回(日)数 197 300 16 123 300 221 13 183 300 300 

人 員 13,069 22,663 l,145 2タ618 3,000 7,520 1タ066 4タ864 14タ400 11,170 81,515 

51 年 度 

回(日)数 220 300 3 182 318 248 10 288 300 300 

人 員 15,814 16,940 65 3,693 2,421 8.429 662 5,953 14タ400 12,613 80,990 

52 年 度 

回(日)数 223 300 23 250 300 227 10 223 300 300 

人 員 12,846 17,520 528 4,500 2,387 5,011 660 5,227 17,500 15,516 81,695 

53 年 度 

回(日)数 191 291 19 301 225 l17 15 243 l,459 

人 員 13,267 8,771 529 5タ113 456 4,352 lタ654 330 4,726 39,198 

54 年 度 

回(日)数 159 291 16 272 57 201 198 8 270 lタ472 

人 員 11,906 10,831 379 6,686 510 3,770 2,439 176 6,653 43,350 

55 年 度 

回(日)数 188 291 20 250 85 192 217 5 275 1,523 

人 員 12,286 6タ671 53 6,586 832 3,723 2,478 110 6,631 39,370 

56 年 度 

回(日)数 178 291 26 252 84 244 214 ll 281 1,581 

人 員 14タ367 7,901 386 3,201 693 4,369 2,358 263 7,004 38タ959 

57 年 度 

回(日)数 191 291 32 233 70 231 234 10 278 1,570 

人 員 14,367 8,419 1タ031 3,625 622 4,894 4タ323 295 6,602 44,178 

58 年 度 

回(目)数 179 291 40 264 69 254 190 13 294 l,594 

人 員 14,209 9,568 892 3,565 609 5,667 2,893 382 5,894 43タ679 

59 年 度 

回(日)数 197 291 46 262 88 272 166 7 300 1,629 

人 員 ll,548 9タ233 792 4,587 631 5,174 2,670 199 6,234 4l,068 

60 年 度 

回(日)数 157 291 45 243 59 254 128 8 270 1,455 

人 員 10,890 8,380 984 3,620 669 4,683 l,530 225 4,580 35,561 

61 年 度 

回(日)数 176 291 46 268 65 259 166 8 297 1,556 

人 員 12,062 7,091 945 3,573 502 3,675 l,958 199 5,070 35,065 

62 年 度 

回(日)数 152 291 23 180 67 222 113 7 250 1,305 

人 員 9,370 9,063 351 2,158 636 3,205 1,507 150 3,725 30,165 

第
二
章

社
会
教
育

七
五
一



第
六
編

教

育

イ

中
央
公
民
館

昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
)
三
月
、
旧
久
万
、
川
瀬
、
父
二
峰
三
か
町
村
合
併
後
の

公
民
館
活
動
の
課
題
は
、
三
か
町
村
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
新
し
い
町
づ
く
り
へ
の
住

民
意
識
を
啓
培
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
各
種
組
織
及
び
行
事
の
一
体
化

を
段
階
的
に
進
め
、
新
町
民
主
政
治
の
基
礎
を
し
っ
か
り
築
く
こ
と
を
目
標
と
し

た
。
既
に
こ
の
年
に
は
、
町
内
の
全
域
に
一
一
の
独
立
館
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
各

公
民
館
を
巡
回
し
て
、
新
し
い
町
づ
く
り
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
公
民
館
は
人

集
め
に
あ
た
り
、
行
政
と
住
民
の
橋
渡
し
に
果
た
し
た
役
割
は
実
に
大
き
か
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
公
民
館
は
、
地
域
住
民
や
民
主
団
体
等
の
出
役
或
は
金
品
持
ち
寄
り
な

ど
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
て
自
主
的
な
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
同
年
五
月
に
公
民
館
設
置
条
例
の
制
定
、
続
い
て
七
月

に
は
公
民
館
管
理
運
営
規
則
、
中
央
公
民
館
運
営
審
議
会
規
則
な
ど
の
制
定
に
よ
っ

て
地
域
所
有
の
公
民
館
は
す
べ
て
町
へ
移
管
さ
れ
、
館
長
、
主
事
の
任
命
、
役
職
員

の
選
出
等
、
新
し
い
公
民
館
体
制
を
整
え
た
。

現
在
の
久
万
公
民
館
は
中
央
公
民
館
と
し
て
位
置
づ
げ
、
館
長
に
は
町
長
が
就
い

た
。
専
任
主
事
は
中
央
・
久
万
・
明
神
・
川
瀬
・
父
二
峰
に
各
一
名
の
計
五
名
を
配

置
し
た
が
、
昭
和
三
六
年
に
は
主
事
一
名
が
中
央
公
民
館
に
増
員
さ
れ
、
中
央
、
地

域
で
調
和
の
と
れ
た
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
八
年
七
月
か
ら
は
教
育
委
員
会
事
務
局
を
役
場
(
新
庁
舎
)

へ
移
し
て
社

会
教
育
行
政
を
強
化
し
、
中
央
公
民
館
で
は
、
専
任
の
館
長
、
主
事
を
置
い
て
社
会

教
育
事
業
を
進
め
て
き
た
。

昭
和
四
〇
年
代
に
入
っ
て
公
民
館
活
動
は
、
中
央
で
も
分
館
で
も
成
人
教
育
に
力

七
五
二

を
注
ぎ
学
習
を
継
続
し
て
き
た
が
、
人
集
め
等
に
は
や
は
り
役
員
の
苦
労
が
あ
り
、

今
後
の
意
識
の
高
ま
り
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
四

一
年
に
久
万
町
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
町
内
一
一
公
民
館
の
連
携
を
図

る
上
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
四
四
年
ご
ろ
か
ら
中
央
で
六
̃
八
月
の
間
、
夏
期
成
人
講
座
を
開
い
て
き
た

が
年
々
受
講
者
も
増
え
、
町
民
大
学
と
名
を
改
め
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
ま
た
講
師

を
中
央
か
ら
迎
え
て
の
夏
季
大
学
も
毎
年
一
回
開
催
し
て
き
た
。
こ
れ
が
現
在
の
夏

季
大
学
の
前
進
で
あ
り
、
学
習
意
欲
の
あ
る
成
人
の
学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
六
年
四
月
に
社
教
審
の
答
申
が
出
さ
れ
、
社
会
教
育
の
方
向
が
示
さ
れ
た
。

生
涯
の
各
時
期
を
よ
り
よ
く
生
き
る
学
習
推
進
が
重
視
さ
れ
、
公
民
館
の
果
た
す
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
出
か
け
る
社
会
教
育
が
実
践

さ
れ
だ
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
八
年
一
〇
月
、
久
万
町
民
館
が
落
成
し
た
の
を
機
会
に
、
こ
こ
を
中
央
公

民
館
と
し
、
久
万
、
川
瀬
、
父
二
峰
の
三
つ
の
公
民
館
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
、
一

一
分
館
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
範
囲
で
課
題
解
決
へ
の
活
動
を
進
め
る
こ
と
に
し

た
。
更
に
一
一
分
館
の
下
に
地
域
公
民
館
を
指
定
し
た
。
最
も
小
規
模
の
組
を
対
象

に
、
地
域
集
会
所
を
地
域
公
民
館
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
て
そ
の
地
域
の
課
題
学
習
を
継

続
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
地
域
公
民
館
に
は
一
地
域
を
二
年
間
指
定
し
て
若

干
の
育
成
費
を
出
し
て
い
る
が
、
常
会
の
復
活
と
も
な
り
、
組
で
は
夫
婦
揃
っ
て
学

習
に
参
加
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
身
近
か
な
課
題
学
習
に
熱
が
入
っ
て
い
る
。
こ
う

言
っ
た
e
中
央
公
民
館
、
㊤
地
区
公
民
館
連
絡
協
議
会
、
㊤
公
民
館
(
分
館
)
、
㊥
地

域
公
民
館
の
機
能
と
活
動
展
開
を
久
万
町
で
は

「
公
民
館
の
四
段
階
方
式
」
と
呼
ん

で
い
る
。



昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
に
入
っ
て
、
公
民
館
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
住
民
の
課
題
解
決
に
大
き
な
役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
体
育
活
動
は
か
な
り
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
が
、
地
域
住
民
の
心
と
心

を
結
ぶ
活
動
と
し
て
文
化
活
動
、
た
と
え
ば
吟
詠
、
民
謡
、
舞
踊
、
万
歳
な
ど
が
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
公
民
館
が
生
き
が
い
を
高
め
る
場
と
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)
二
月
、
明
神
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
久
万
町
公
民
館
振

興
研
究
大
会
に
お
い
て
、
日
常
生
活
を
見
直
し
て
、
改
善
で
き
る
こ
と
は
改
善
し
よ

ぅ
と
生
活
改
善
推
進
が
申
し
合
わ
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
の
関
係
諸
会
合
の
た

び
に
、
改
善
推
進
の
具
体
策
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
具
体
策
と
し
て
結
婚
改
善
を

お
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
久
万
町
結
婚
改
善
要
綱
を
制
定
し
、
会
費
制
結
婚
式
を

奨
励
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
六
三
年
一
月
一
日
現
在
で
生
活
改
善
に
よ
る
結
婚

式
(
町
民
館
結
婚
式
)
を
挙
げ
た
組
数
は
、
一
〇
九
組
と
な
り
、
町
民
の
生
活
改
善
に

対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

昭
和
五
一
年
七
月
、
伊
方
町
中
央
公
民
館
と
久
万
町
中
央
公
民
館
は
、
山
と
海
の

環
境
の
違
い
を
長
所
と
し
て
お
互
い
に
研
修
し
ょ
う
と
姉
妹
公
民
館
の
契
を
結
び
、

交
流
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。
伊
方
町
の
生
活
改
善
に
つ
い
て
研
修
し
、
久
万
町
で

も
結
婚
・
葬
儀
・
見
舞
い
金
の
改
善
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
五
二

年
に
は
、
お
歓
び
用
、
お
悔
み
用
の
袋
を
久
万
町
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
作
製
し

て
、
実
費
頒
布
を
行
っ
て
お
り
、
結
婚
や
葬
儀
の
際
に
は
け
ん
垂
幕
を
吊
っ
て
P
R

に
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
努
力
が
浸
透
し
て
、
実
践
目
標
に
沿
っ
て
改
善
の
効
果

が
上
が
っ
て
お
り
、
公
民
館
活
動
に
も
成
果
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
五
七
年
、
久
万
町
壮
年
会
が
提
唱
し
て
始
ま
っ
た

「
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン

第
二
章

社
会
教
育

デ
ー
」

で
は
、
現
在
一
一
公
民
館
を
中
心
と
し
て
、
各
種
団
体
・
学
校
・
地
域
が
一

斉
に
統
一
日
(
毎
年
七
月
第
二
土
曜
日
)
に
清
掃
活
動
を
行
い
、
地
域
の
生
活
環
境
美

化
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
住
民
の
環
境
美
化
に
対
し

て
の
意
識
が
徐
々
に
で
は
あ
る
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
昭
和
六
三
年
度
の
参
加
者
は
、

二
五
〇
〇
名
に
な
り
、
町
を
あ
げ
て
の
運
動
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
活
動
の

中
か
ら
、
昭
和
六
三
年
よ
り
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

の
気
運
が
高
ま
り
、
中
央
公
民

館
を
中
心
に
、
分
館
、
各
種
社
会
教
育
団
体
が
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
中
央
公
民
館
で
は
、
定
期
講
座
と
し
て
、
e
ヤ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
(
青
年
教
室
)
、

㊤
婦
人
大
学
、
㊤
壮
年
大
学
、
㊥
高
齢
者
大
学
、
㊧
熟
年
学
級
、
㊨
働
く
親
の
た
め

の
学
級
、
㊧
夏
季
講
座
、
㊨
放
送
利
用
学
級
な
ど
の
他
、
自
主
学
級
、
各
種
講
座
の

開
設
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
地
域
へ
の
巡
回
講
座
も
実
施
し
、
生
涯
学
習
時
代
へ
の

対
応
に
当
っ
て
い
る
。

昭
和
六
〇
年
代
に
入
っ
て
、
「
生
涯
学
習
」
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
中
央
公
民

館
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
対
応
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

「
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
」

の
導
入
が
あ
る
。
松
山
教
育
事
務
所
管
内
の
学
習
情
報
、
教
育
施
設
情
報
、
講
師
情

報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
取
り
出
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
中
央
公
民
館
が
備
え
た

た
め
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
後
中
央
公
民
館
は
、
「
生
涯
学
習
の
生
活
化
」
を
町
づ
く
り
の
核
と
し
て
位
置

づ
け
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
一
、
ひ
と
り
一
学
習

二
、
ひ

と
り
一
活
動

三
、
ひ
と
り
一
ス
ポ
ー
ツ

四
、
ひ
と
り
一
工
夫

五
、
ひ
と
り
一

奉
仕
、
以
上
の
よ
う
な
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
生
涯
学
習
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

と
ら
え
、
二
一
世
紀
の
町
づ
く
り
の
た
め
、
中
央
公
民
館
を
中
心
に
、
生
涯
学
習
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
五
三
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教

歴
代
館
長
・
主
事

歴
代
公
民
館
連
絡
協
会
長

七
五
四

日 

歴 代 

中小 太 小 目 

歴 代 

野 椋倉 田 倉 野 

嘉 
館 長 

秀総 正 総 
館 長 

彦 雄郎 志 郎 泰 

S 

就 任 

S 

就 任 

五 四 四 

四 
一

〇 八 七 四 

四 四 四 七 四 七 

岡平丸玉岡正 田岡山水岡 

歴 
小永山渡大正窪松 日 日 平官浅玉中田小平山山渡 

歴 代 

之 之 

代 事 務 

黒井本部野岡田本西野岡脇井水岡中倉岡内 口 部 

隆新 寿 作昭 留修 盛寛昭正光儀嘉新 一寿 武 新栄伊鬼 
主 事 

太 太 長 十 三 太 郎 大 佐子 
綱郎仁清 郎二 吉一進勝郎二雄輝郎彦郎弘治清登雄貫郎一雄雄 

S 

就 任 

S 

就 任 

六 六 五 五 五 五 四 四 四 四 四 四 四 四 四 三 三 三 三 三 

三一九六 三二 八七七七六六四二〇人八七七六IIIIIIIIIIII四 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 七七四 四 二 七 

神木渡玉石菅神渡山米 
連歴 

西村部泉丸 
之 

野部内 田 

絶代 協公 会民 伊
一 留寅新 繁 

佐 長館 
男孟夫猛亨八雄雄肇光 

S 

就 任 

六六五五五 四 四 四 四 四 

三一九五三 七五三 二一 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 

ウ

明
神
公
民
館

昭
和
三
一
年
一
一
月
、
冠
婚
葬
祭

の
改
善
を
は
じ
め
、
福
祉
活
動
推
進

の
た
め
に
福
祉
施
設
期
成
同
盟
会
が

結
成
さ
れ
、
そ
の
中
心
事
業
と
し
て

公
民
館
建
設
の
議
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。全

額
町
費
で
建
設
す
る
よ
う
議
会

に
要
望
し
た
が
い
れ
ら
れ
ず
、
同
三

二
年
二
月
の
議
会
に
お
い
て

「
町
費

用
二
〇
〇
万
円
、
地
元
負
担
金
一
〇

〇
万
円
以
上
と
し
て
福
祉
施
設
期
成

同
盟
会
で
計
画
す
る
よ
う
に
」

と
い

明神公民館



う
こ
と
に
な
っ
た
。

明
神
村
と
旧
久
万
町
が
合
併
す
る
際
、
明
神
地
区
内
に
あ
る
公
有
林
を
伐
採
し
て

収
入
の
あ
っ
た
時
は
、
そ
の
一
割
を
明
神
地
区
へ
還
元
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
で
同
盟
会
で
は
、
そ
の
還
元
金
を
公
民
館
建
設
費
の
地
元
負
担
金
に
充
て

る
こ
と
を
住
民
に
計
り
承
諾
を
得
た
。
同
時
に
農
協
の
協
力
を
得
て
、
公
民
館
建
築

と
農
村
公
民
館
活
動
に
不
可
欠
の
有
線
放
送
施
設
と
を
同
時
に
施
工
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
各
戸
か
ら
の
労
力
奉
仕
、
三
〇
〇
人
役
に
よ
っ
て
敷
地
造
成
等
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
有
線
放
送
の
柱
は
、
青
年
団
の
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
。

施
設
・
設
備
概
況

公
民
館

敷
地
面
積

建
物
面
積

六
六
六
・
六
平
方
㍍

二
五
〇
・
人
平
方
㍍

昭和62年度明神公民館決算書(一般会計)

収入の都

項 目 金 額(田 

1 運営 委 託料 470,900 町より 
2 敬老会補助金 221,200 1,400円×158 

3 文化祭補助金 50,000 町より 
4 体育振興補助金 42,800 II 

5 備 品 助 成金 30,000 II 

6 寄 付 金 420タ500 

敬老会 各種会費等 

7 預 金 利 子 1,602 

8 雑 収 入 80タ500 

9 繰 越 金 363,114 61年度 

収入合計 1,680,616 

項 目 金 額(田 

1 会 議 費 5,150 会議用茶等 
2 通 信 費 21,600 切手・ハガキ代 
3 光 熱 費 13タ437 電気代 
4 水 道 代 10,800 

5 電 話 料 26タ160 

ガス・灯油代 参加賞外 

6 燃 料 費 15,020 

7 備 品 費 30,500 

8 報 償 費 48,939 

9 消 耗 品 質 13,810 

10 食 糧 費 3,310 

三館研 11 研 修 費 37,800 

12 体育活動費 237,233 各種大会 
13 敬 老 会 費 535,090 折詰代 
14 グループ育成費 30,000 

6団体 三館連絡会 

15 公民 館祭 費 91,531 

16 負 担 金 26,500 

支出合計 1,146タ880 

有
線
放
送

延
長
七
キ
ロ
崩
、
ア
ン
プ
本
体

三

電
話
に
よ
る
地
域
放
送

三
か
所

資
金
は
、
町
補
助

二
〇
〇
万
円
、
農
協
寄
付

二
〇
万
円
、
旧
役
場
売
却
代
金

三
二
万
五
〇
〇
〇
円
、
組
員
負
担
金
一
二
万
八
二
三
〇
円
、
還
元
金
寄
付
金

≡
一
四
万
八
五
七
〇
円
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
二
年
九
月
三
〇
日
、
落
成
し
た
。

明
神
公
民
館
区
は
、
大
字
東
明
神
、
大
字
西
明
神
、
大
字
入
野
の
う
ち
新
開
、
梶

山
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
基
盤
整
備
を
さ
れ
た
水
田
が
多
く
、
米
作
中
心
の
農
業
を

営
ん
で
い
る
。
現
在
は
水
田
を
利
用
し
た
、
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ

て
き
た
。

昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
四
〇
四
世
帯
、
一
〇
〇
六
人
が
生
活
し
て
い
る
。

ス
キ
ー
場
・
ゴ
ル
フ
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
近
代
的
レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
作
ら
れ
、
地
域

の
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
仰
西
翁
の
記
念
事
業
も
あ
る
。

活
動
内
容

の

教

養

部

成
人
講
座
、
芸
能
発
表
会
、
公
民
館
ま
つ
り
等
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

愛

護

部

地
区
内
の
愛
護
班
の
育
成
指
導
、
青
少
年
健
全
育
成
に
努
め
て
い
る
。

㈹

産

業

部

農
業
に
関
す
る
講
習
会
、
研
修
会
を
年
五
回
実
施
し
て
い
る
。

㈲

体

育

部

明
神
地
区
体
育
大
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

第
二
車

社
会
教
育

七
五
五
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教

育

七
五
六

㈲

厚

生

部

伝
統
あ
る
敬
老
会
を
開
催
し
て
い
る
。
昭
和
六
三
年
度
で
九
〇
回
に
な
る
。

明
神
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

石大金山 田露石 

歴 代 館 長 

丸野子之中 ロ 田 

佐 内 佐 
政義 々 隆 々 

利雄雄肇執市雄 

S 

就 任 

六 五 四 三 三 三 

一一五九四二 

四 四 四 四 四 四 四 

中大岡坂菅露金小石 

歴 代 主 事 

田野 田本 日 子倉丸 
佐 

隆 秀 々 政 
均弘綱修夫靖雄貫利 

S 

就 任 

六 五 五 五 五 四 三 三 三 

九五三〇五九四二 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 

工

久
万
公
民
館

昭
和
二
九
年
二
月
、
久
万
造
林
株
式
会
社
井
部
栄
治
社
長
は
、
創
始
者
で
あ
る

井
部
栄
範
翁
四
〇
年
忌
に
当
た
り
、
造
林
記
念
館
を
建
築
し
、
こ
れ
を
久
万
町
に
寄

贈
し
た
。
久
万
町
で
は
、
昭
和
三
〇
年
四
月
、
記
念
館
を
公
民
館
と
し
た
。
久
万
公

民
館
を
中
央
公
民
館
と
し
、
野
尻
・
明
神
を
分
館
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

昭
和
三
二
年
四
月
、
久
万
公
民
館
に
県
立
図
書
館
上
浮
穴
分
館
が
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
三
四
年
、
町
村
合
併
に
よ
り
、
久
万
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、
久
万
町
教
育

委
員
会
事
務
局
、
県
立
図
書
館
上
浮
穴
分
館
、
中
央
公
民
館
図
書
館
が
同
居
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
昭
和
三
八
年
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
役
場
庁
舎
へ
移
転
し
た
。
昭

和
四
〇
年
、
中
央
公
民
館
が
役
場
へ
移
転
し
た
。
昭
和
四
八
年
、
図
書
館
が
町
民
館

へ
移
転
し
、
他
の
分
館
と
同
様
に
な
っ
た
。

久
万
公
民
館
は
大
字
入
野
(
新
開
、

梶
山
を
除
く
)
、
大
字
久
万
町
、
大
字

菅
生
(
宮
ノ
前
・
申
野
村
・
横
谷
を
除

く
)

の
大
地
域
を
持
っ
て
い
る
。
昭

和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
一
一

五
七
世
帯
、
三
〇
一
九
人
を
擁
し
て

い
る
。
久
万
町
全
体
の
役
四
割
を
占

め
る
。
区
内
に
は
公
的
施
設
も
多
く
、

行
政
・
商
工
・
交
通
の
要
所
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
菅
生
山
大
宝
寺
も

あ
り
、
宗
教
・
文
化
の
中
心
地
で
も

あ
る
。

活
動
内
容

久万公民館

の

産

業

部

産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
講
座
を
年
二
回
開
催
し
、
効
果
を
挙
げ
て
い
る
。

町
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
商
工
会
と
商
店
連
盟
と
の
共
催
に
よ
る

「
商
店
巡
回
オ
リ

エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
」

(
県
下
で
も
珍
し
い
)
と

「
ど
ん
ど
焼
」

を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

厚

生

部

青
少
年
健
全
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て

「
子
供
の
日
」

に
区
内
の
子
供
を
対
象
に
記

念
行
事
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
前
後
二
週
間
、
児
童
公
園
付
近
の
久
万
川
上
に
鯉

の
ぼ
り
を
掲
揚
し
て
い
る
。
勇
壮
な
眺
め
は
季
節
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
。

地
区
の
先
輩
に
感
謝
と
敬
意
を
表
す
る
た
め
、
婦
人
の
手
づ
く
り
に
よ
る
敬
老
会

を
九
月
一
五
日
に
実
施
し
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
。



㈹

教

養

部

教
養
講
座
を
年
二
回
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、
旧
盆
に
は
、
児
童
公
園
に
お
い
て

盆
踊
り
大
会
を
開
催
し
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

0

体

育

部

住
民
の
体
力
の
維
持
増
進
と
親
睦
を
図
る
た
め
、
年
間
を
通
じ
各
種
の
大
会
を
開

催
し
て
い
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
年
二
回
開
催
し
て
い
る
が
、
参
加

者
も
多
く
、
普
段
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
な
い
住
民
の
参
加
も
あ
り
、
和
や
か
な

中
で
、
す
が
す
が
し
い
競
技
が
行
わ
れ
て
い
る
。

町
民
運
動
会
も
参
加
者
が
多
く
、
五
地
区
対
抗
で
実
施
す
る
た
め
自
然
に
熱
気
を

帯
び
、
し
か
も
楽
し
い
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

耐
寒
マ
ラ
ソ
ン
は
、
年
末
年
始
に
開
催
し
、
体
力
、
気
力
の
育
成
面
で
効
果
を
挙

げ
て
お
り
、
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
皆
勤
者
も
多
数
い
る
。

昭和62年度久万公民館決算書(一般会計)

収入の部

項 目 金 額(再 備 考 

1 運 営 委 託 料 826,200 久万町より 

2 公民館まつり補助金 50,000 II 

3 文化 祭 補助 金 15,000 文化協会より 

4 体育振興補助金 85,800 

久万町より 電話使用料他 

5 会場備品等使用料 29,000 

6 事 業 収 入 0 

7 寄 附 金 0 

8 預 金 利 子 8,705 

9 そ の 他 雑 収 入 13,900 

10 繰 越 金 105,996 

11 特 別 収 入 174,852 

収 入 合 計 1,309,453 

項 目 金 額㈲ 備 考 

1 会 議 費 137,200 

ハガキ、切手代 2 事 務 費 47,270 

3 光 熱 費 27,982 

電気代 ガス、灯油 

4 水 道 費 24,600 

5 電 話 料 30,394 

6 燃 料 費 13,620 

7 修 繕 費 50,700 

玄関、配電器 賞状、トロフィー 運動会プログラム 

8 備 品 費 7,500 

9 清 掃 費 10,770 

10 管 理 費 9,100 

11 報 償 費 98,900 

12 消 耗 品 費 33タ050 

13 食 糧 費 62タ462 

14 印 刷 費 16,420 

15 研 修 費 156,670 

運動会、レクバレー 
16 体 育 活 動 費 171,370 

大会他 商店巡回OL大会 

17 使用料及び借上料 10,000 

18 グループ育成費 46,800 

19 公民館 ま つ り 63,980 

20 役 員 手 当 30,000 

三館連絡協議会 21 負担金及び補助金 47,800 

22 積 立 金 0 

23 予 備 費 3,000 

支 出 合 計 1,099,588 

第
二
車

社
会
教
育

七
五
七



第
六
編

教

育

久
万
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

白 山神大山相土高 

歴 代 

之 之 
戸内野 田 内原屋岡 

猛正賞正敏芳童貞 
館 長 

応昭雄志義太喜郎 

S 

就 任 

六 五 四 三 三 三 三 三 
一五 四 五四-○ ○ 

九四 四一六四六二 
○ 

石丸永河松窪正中菅 日 山土 

歴 代 主 事 

三二三三三三 

田岡 

雄二 

S 

就 任 

五 五 五 五 四 四 四 四 四 三 三 三 
九五三一 八七六二〇八四〇 

四 四 四 四 
一 四 四 四 四 七六 四 

○ 

七
五
八

く
あ
る
。
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
世
帯
数
は
三
四
八
戸
で
、
九
九
五
人
が

生
活
し
て
い
る
。

活
動
内
容

の

体

育

部

地
区
住
民
の
体
力
の
維
持
増
進
と
親
睦
、
世
代
間
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
一
月
三
日
に
野
尻
公
民
館
区
大
運
動
会
を
実
施
し
て
い
る
。
昭
和
六
三
年

度
で
一
九
回
に
な
る
。
五
チ
ー
ム
対
抗
で
実
施
し
、
白
熱
し
た
中
に
も
初
期
の
目
的

が
達
せ
ら
れ
る
有
意
義
な
行
事
で
あ
る
。

S

厚

生

部

先
輩
へ
の
敬
意
と
感
謝
を
こ
め
て
、
九
月
一
五
日
に
敬
老
会
を
開
催
し
て
い
る
。

館
長
あ
い
さ
つ
・
功
労
者
表
彰
・
明
友
会
交
通
安
全
宣
言
等
が
行
わ
れ
、
続
い
て
激

オ

野
尻
公
民
館

昭
和
二
七
年
の
初
め
、
集
会
所
の
老
朽
化
、
川
瀬
村
の
公
民
館
建
設
に
刺
激
さ
れ

公
民
館
建
設
の
議
が
起
こ
っ
た
。
上
・
中
・
下
野
尻
の
代
表
に
よ
り
建
築
委
員
会
を

組
織
し
建
設
に
当
っ
た
。
経
費
二
一
二
万
円
は
総
て
寄
付
金
に
よ
っ
て
処
理
し
、

中
・
下
面
組
員
や
建
設
委
員
等
の
多
大
な
労
力
奉
仕
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
八
年
一
〇

月
一
〇
日
に
落
成
し
た
。
昭
和
三
二
年
度
に
五
〇
万
円
の
町
補
助
金
に
よ
っ
て
約
一

〇
坪
の
拡
張
工
事
を
行
っ
た
。

野
尻
公
民
館
区
内
に
は
、
大
字
上
野
尻
、
大
字
下
野
尻
、
大
字
菅
生
の
う
ち
宮
ノ

前
、
中
野
村
、
横
谷
の
地
域
が
あ
る
。
米
作
を
中
心
と
し
た
農
業
も
あ
る
が
、
木
材

市
場
・
製
材
所
も
あ
り
、
林
業
も
盛
ん
で
あ
る
。
昔
は
、
高
野
幸
治
の
努
力
に
よ
っ

て
開
設
さ
れ
た
「
野
尻
牛
市
」
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
宮
ノ
前
を
中
心
と
し
て

「
県
林

業
試
験
場
」

の
設
置
が
決
ま
っ
て
い
る
。
地
区
内
に
は
、
文
教
・
厚
生
施
設
も
数
多

励
の
こ
と
ば
が
あ
る
。
会
食
・
演
芸

等
楽
し
い
行
事
で
あ
る
。
八
月
一
四

日
に
は
納
涼
祭
り
と
し
て
盆
踊
り
を

開
催
す
る
。
そ
の
他
芸
能
発
表
、
子

供
向
け
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
る
。

㈲

産

業

部

六
月
に
サ
ツ
キ
・
山
草
・
盆
栽
・

生
花
な
ど
の
展
覧
会
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を

実
施
し
、
各
戸
に
花
の
苗
を
配
り
住

野尻公民館



民
の
協
力
を
得
て
町
内
を
花
で
飾
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

㊤

教

養

部

「
産
業
経
済
」

「
健
康
」

「
趣
味
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
成
人
講
座

を
開
講
し
学
習
し
て
い
る
。
五
八
年
九
月
か
ら
公
民
館
と
住
民
を
結
ぶ
方
法
の
一
つ

と
し
て

「
の
ん
び
り
月
報
」

を
発
行
し
、
住
民
の
身
近
か
な
出
来
事
を
中
心
に
広
報

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

愛

護

部

青
少
年
の
健
全
育
成
、
住
民
の
交
流
を
目
的
と
し
て
、
三
世
代
交
流
ク
ロ
ッ
ケ
ー

大
会
を
開
催
し
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
愛
護
部
農
園
を
作
り
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を

作
っ
て
共
に
食
べ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
行
っ
て
地
区
の
子
供
た
ち
と
の
交
流
を

深
め
て
い
る
。

昭和62年度野尻公民館決算書(一般会計)

収入の部

項 目 金 額(勘 備 考 

1 運営委託料 464,300 久万町より 

2 敬老会補助金 103,608 1,400円×74 

3 文化祭補助金 50,000 公民館まつり 

4 体育振興補助金 42,800 

3国分 5 会場備品等使用料 9,000 

6 事 業 収 入 66,000 納涼祭お花代 

7 寄 附 金 30,000 快気祝いとして 

8 預 金 利 子 848 

久万おどり、野菜代、借地料12,800 9 雑 収 入 31,700 

10 電 話 料 金 4,130 

前年度より 11 繰 越 金 355,542 

収入合計 1,157,920 

項 目 金 額(円 備 考 

l 会 議 費 31,400 運営委員会経費 

2 事 務 費 25,000 広報写真代 

3 通 信 費 24,000 会議等連絡通信費 

4 光 熱 費 18,498 電気代 

5 水 道 費 10,800 水道料 

6 電 話 料 28,110 赤電話 

7 燃 料 費 27,995 ガス、灯油代 

8 修 繕 費 88,700 和室畳替、屋根雪止め、ガラス修理 

9 備 品 費 52,690 ポリ丸提灯100個、食器棚 

10 清 掃 費 13,740 クリーンデー ハケ・モップ、し尿処理 

11 報 償 費 20,400 納涼祭謝礼 

12 消 耗 品 費 105,612 納涼祭関係 

13 食 糧 費 51,940 クリーンデー・納涼祭・久万おどり等 

14 印 刷 費 27,000 公民館月報 

15 研 修 費 43,700 三館研修、役職員研修 

16 体育活動費 115,992 対抗バレー、レクバレー、クロッケー他 

17 敬 老 会 費 110,940 町補助分103,600、不足分補填7,340 

18 使用料及び借上料 53,320 タクシー・マイクロバス借上 

19 役 務 費 15,500 幕・白布クリーニング代、表札加工 

20 運 動 会 費 61,020 5,000円×5チーム、賞品賞状、競技材料 

21 役 員 手 当 70,000 5部、2役 

22 負担金及び補助料 28,000 
三館協議会負担金、 
バレーユニフォーム補助金 

支出合計 1,024,357 

第
二
章

社
会
教
育

七
五
九



第
六
編

教

育

野
尻
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

七
六
〇

東木 山背奥八 大 河 

歴 代 

村 本 村木 野 野 

恒 博留 修 信 伊 
館 長 一 

雄孟 行八進郎 之 雇 

S 

就 任 

六 五 五五四三 三 
三 八 三五五六 四 ○ 八 

四 四 四四四四 四 四 一 

○ 

今大森梶和真奥 官 河 

歴 代 主 事 

村野永川 田木村 崎 野 

(( 子志進郎正志進粥修 正正二孝 

S 

就 任 

六五五 四 四五三三 
一八五九七三六四 ○ ノ\ 

四 四 四 四 四四四四 四 一 

○ 

分
を
、
国
民
宿
舎
古
岩
屋
荘
、
ふ
る

さ
と
村
へ
出
荷
し
て
い
る
。
昭
和
六

一
二
年
一
二
月
一
日
現
在
、
世
帯
数
一

五
三
戸
、
四
四
四
人
が
生
活
し
て
い

る
。
昭
和
六
三
年
八
月
、
畑
野
川
小

学
校
が
木
造
で
建
築
さ
れ
、
参
観
者

が
あ
と
を
絶
た
な
い
。

活
動
内
容

の

体

育

部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、

昭
和
四
一
年
、

カ

上
畑
野
川
公
民
館

昭
和
二
三
年
人
月
、
公
民
館
建
設
委
員
会
が
発
足
し
、
小
学
校
校
庭
(
現
在
の
プ
ー

ル
の
位
置
)
に
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
二
四
年
三
月
、
敷
地
造
成
開
始
、
同
年

一
一
月
、
竣
工
し
た
。
経
費
の
大
部
分
は
、
地
域
の
青
年
が
村
有
地
に
植
林
し
て
い

た
杉
桧
を
売
却
し
て
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
、
村
補
助
金

七
万
円
、
地
元

寄
付
金

二
〇
万
円
、
青
年
団
基
本
金

五
〇
万
円
、
そ
の
他
労
力
奉
仕
三
〇
〇
〇

人
役
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
三
年
、
公
民
館
の
老
朽
化
、
小
学
校
の
屋
内
運
動
場
建
築
、
僻
地
集
会
所

の
建
築
な
ど
が
要
因
と
な
り
、
地
域
の
中
心
部
に
新
築
さ
れ
た
。
経
費
は
、
負
担
金

八
二
万
円
、
町
補
助
金
一
四
六
万
円
、
県
補
助
金
一
一
二
万
円
で
あ
っ
た
。

上
畑
野
川
公
民
館
区
は
大
字
上
畑
野
川
全
域
で
あ
る
。
米
作
中
心
の
農
業
と
林
業

が
主
産
業
で
あ
っ
た
。
近
年
、
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
(
桃
太
郎
)
の
栽
培
、
皿
ケ
嶺
の
湧
水

を
利
用
し
た
ア
マ
ゴ
・
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
養
殖
魚
の
大
部

四
三
年
、
四
七
年
町
内
大
会
準
優
勝
、

四
七
年
に
は
郡
大
会
で
準
優
勝
し
、

上畑野川公民館

県
大
会
に
出
場
し
た
。
同
六
三
年
、
町
公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
二
部
の

男
女
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
は
昭
和
六
三
年
春
、
町
内
大
会
で
優
勝
し

た
。
昭
和
二
一
年
一
〇
月
、
第
一
回
畑
野
州
地
区
運
動
会
を
上
・
下
畑
野
川
を
有
枝

川
を
境
に
そ
れ
ぞ
れ
二
分
し
、
四
地
区
対
抗
で
開
催
し
た
。
六
三
年
度
で
第
四
〇
回

を
迎
え
た
。

㈲

産

業

部

昭
和
五
〇
年
か
ら
同
六
一
年
の
間
に
水
田
の
基
盤
整
備
を
行
い
稲
作
の
機
械
化
が

進
ん
で
い
る
。
一
方
で
は
、
整
備
さ
れ
た
水
田
を
利
用
し
て
、
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
、
雨

除
け
ハ
ウ
ス
に
お
け
る
ほ
う
れ
ん
そ
う
・
レ
タ
ス
等
の
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
野
菜
生
産
研
究
の
た
め
に

「
農
業
ク
ラ
ブ
」

も
結
成
さ
れ
た
。
公
民
館
と
し
て
、

地
域
の
産
業
振
興
の
た
め
に

「
農
業
講
座
」

「
林
業
講
座
」

を
開
設
し
て
い
る
。
ま



た
、
住
民
の
健
康
増
進
を
目
的
と
す
る
「
健
康
講
座
」
も
開
設
す
る
な
ど
学
習
の
場

づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

㈹

婦

人

部

婦
人
会
と
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
特
に
上
畑
野
州
地
区
の
特
色
を
生
か

し
、
郷
土
の
味
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お
く
こ
と
を
考
え
て
後
継
者
の
育
成
に
努
め

て
い
る
。
婦
人
部
員
が
畑
野
川
中
学
校
へ
出
向
き
、
中
学
生
を
対
象
に

「
郷
土
料
理

講
習
会
」
を
開
き
「
地
区
の
味
」

の
伝
承
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
を
機
会
に
中

学
生
と
懇
談
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
と
し
て
い
る
。
更
に
住
民
の
食

生
活
と
健
康
を
考
え

「
食
生
活
改
善
講
習
会
」

も
実
施
し
て
い
る
。

上
畑
野
川
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

人波上 石 渡 尾 石 小 尾稲大稲渡 

歴 代 

塚都岡 丸 部 花 田 倉 花 田野田部 

正一浪 富夫雄 亨 

昭 

豊 

多 

清 

利美利 
館 長 

美 奈 
雄 進長夫長伝 

S 

就 任 

六 五 五 五 四 四 
三七五 六 九 四 〇九七五 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 

木八人人山渡上 小高渡波高山 渡稲 前稲小 

歴 代 

下塚塚塚内部岡 倉木部部木内 都田 嶋田倉 

公賢正賞英武浪 富 富武淳富 盛 寿福 
主 事 

昭三富三 雄徳雄 柴平徳 平晃 勝実 夫富清 

S 

就 任 

六 五 五 五 五 四 四 四 四 四 
三 七 五 四 一九七 五 九七五 九七五 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 
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昭和62年度上畑野川公民館決算書(一般会計)

収入の部

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.町 費 

1.委 託 料 438,800 438,800 

27,000 運動会中止 

2.敬老会補助金 71,400 71,400 

3.文化祭補助金 4,体育振興補助金 

50,000 28,500 

50,000 29,000 

5・籍蕾籠観望 30,000 1,500 

2.使 用 料 1.会場備品等使用料 5,000 0 5,000 

3.事業収入 l.事 業 収 入 80,450 0 20,000 地域公民館補助、酒売払代金 

4.寄 付 金 1.寄 付 金 183,500 150,000 33,500 上畑地域、農林水産振興 

5.雑 収 入 
l.預 金 利 子 l,409 2,500 

65,950 

1,091 

公民館まつり寸志 2.その他雑収入 35,500 30,000 

6.繰 越 金 l.繰 越 金 517,559 509,773 7,786 

7.特別収入 
1.特別収入 2.運動会寄付金 64,000 0 64,000 運動会中止 

収 入 合 計 1,476,118 1,311,473 196,236 31,59l 

項 日 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議 費 70,900 120,000 49,100 

2.旅 費 0 0 

2.事 務 費 
1、事 務 費 

12,440 

0 0 

葉書代 2.通 信 費 20,000 7,560 

3.施 設 費 

l.光 熱 費 26,721 40,000 

2,220 2,000 

13,279 電気・灯油 

2.水 道 費 10,800 15,000 4,200 一括年払 

3.電 話 料 32,220 30,000 

3,200 ガス代 4.燃 料 費 16,800 20,000 

5.修 繕 費 86,800 100.000 13,200 門灯8,000硝子8,000サッシ70,800 

6.備 品 費 18,350 30,000 11,650 ポスト代、ガクプチ 

7.清 掃

費 8.管理 費 7,000 15,000 5,000 

15,000 

消火器詰替 

4.事 業 費 

1.報 償 費 23,660 25,000 

15,575 

1,340 盆おどり記念品 

2.消 耗 品 質 6,820 10,000 

3,180 180,000 

ゴミ袋、蛍光灯 バレーボール練習 

3.食糧費 4.印刷費 5,研修費 

145,575 8,100 

130,000 

0 180,000 

6.体育活動費 50,000 41,900 

7.敬 老 会 費 210,311 220,000 9,689 折代、写真代 

8.使用料及び借上料 9.グループ育成費 

40,000 10,000 

50,000 10,000 

芸能保存会7グループ 婦人防火クラブ 

10.芸能発表助成金 40,000 40,000 

11.助 成 金 20,000 10,000 

5.人 件 費 1.役 員 手 当 0 

6・筋金及び 1・急担禽及蓋 
49,500 30,000 19,500 

剣道大会、PTA 川瀬地区公民館研修会 

7.積 立 金 l.積 立 金 0 

8.予 備 費 1.予 備 費 20,000 161,473 141,473 

支 出 合 計 795,997 l,31l,473 39,295 554,771 
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七
六
二



キ

下
畑
野
川
公
民
館

下
畑
野
州
地
区
の
青
年
団
は
、
昭
和
二
一
年
、
青
年
会
館
建
設
を
計
画
し
、
資
金

の
調
達
の
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
年
、
文
部
省
よ
り
公
民
館
構
想
が
新
聞
に

発
表
さ
れ
、
公
民
館
建
設
へ
と
発
展
し
た
。

久
万
造
林
株
式
会
社
(
井
部
栄
治
社
長
)
よ
り
、
用
材
の
寄
付
を
受
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
二
二
年
四
月
、
青
年
団
の
中
に
公
民
館
建
設
委
員
会
を
設
け
た
。
大
工

棟
梁
井
田
安
蔵
の
奉
仕
的
精
神
に
よ
っ
て
、
全
く
資
金
の
見
通
し
の
な
い
ま
ま
工
事

に
着
手
し
た
。
同
年
一
二
月
、
上
棟
を
目
前
に
地
域
の
人
々
に
依
頼
し
、
一
戸
平
均

一
〇
〇
〇
円
の
寄
付
を
受
け
た
。
同
二
三
年
三
月
、
三
三
〇
平
方
㍍
の
公
民
館
が
完

成
し
た
。
経
費
は
、
村
補
助
金

五
万
円
、
寄
付
金
一
一
万
円
、
青
年
団
基
本
金

三
五
万
円
、
木
材
寄
付
一
二
才
、
製
材
加
工
費
(
川
瀬
森
林
組
合
)
、
労
力
奉
仕

二

下畑野川公民館

三
七
〇
人
役
で
あ
っ
た
。

同
三
九
年
、
県
道
(
峠
御
堂
線
)
工

事
の
た
め
現
在
地
に
移
転
し
た
。

下
畑
野
川
公
民
館
区
は
大
字
下
畑

野
川
全
域
で
あ
る
。
盆
地
状
で
ほ
ぼ

中
央
を
流
れ
る
有
枝
川
に
沿
っ
て
基

盤
整
備
さ
れ
た
水
田
が
広
が
り
、
そ

の
外
側
に
な
だ
ら
か
な
畑
地
が
あ
り
、

山
林
へ
と
続
い
て
い
る
。
山
地
に
し

て
は
比
較
的
耕
地
の
割
合
が
大
き
く
、

地
味
も
豊
か
で
農
林
業
を
主
と
す
る

地
域
で
あ
る
。
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昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
二
三
〇
世
帯
、
六
六
七
人
が
生
活
を
営
ん
で
い

る
。
地
区
内
に
は
、
ふ
る
さ
と
村
・
ゴ
ル
フ
場
・
観
光
リ
ン
ゴ
園
が
あ
り
、
季
節
を

問
わ
ず
町
外
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、
久
万
町
観
光
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
内
容

の

体

育

部

公
民
館
の
組
織
と
し
て
の
体
育
部
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
町
内
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
に
は
参
加
し
、
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
い
る
。
畑
野
川
地
区
運
動
会
は
昭
和

二
一
年
か
ら
始
ま
り
、
六
三
年
度
で
四
〇
回
に
な
る
。
近
年
流
行
し
て
い
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
町
内
大
会
に
も
参
加
し
て
い
る
。

㈲

厚

生

部

敬
老
会
。
毎
年
四
月
二
九
日
民
謡
ク
ラ
ブ
・
吟
詠
ク
ラ
ブ
・
小
学
生
・
婦
人
会
の

協
力
を
得
て
盛
大
に
実
施
し
て
い
る
。

盆
踊
り
大
会
。
五
〇
年
代
ま
で
は
住
吉
神
社
境
内
に
お
い
て
地
域
住
民
と
帰
省
者

で
実
施
し
て
い
た
。
六
〇
年
代
に
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
村
を
会
場
に
し
て
、
地
域
住

民
・
帰
省
者
・
ふ
る
さ
と
村
来
村
者
等
四
〇
〇
名
を
越
え
る
人
々
で
盛
大
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。

公
民
館
ま
つ
り
。
毎
年
三
月
上
旬
公
民
館
の
各
部
・
ク
ラ
ブ
の
一
年
間
の
活
動
の

成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
実
施
し
て
、
好
評
で
あ
る
。

㈹

産

業

部

林
業
講
座
・
農
業
講
座
を
開
講
し
、
地
域
の
産
業
振
興
に
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

㈲

婦

人

部

婦
人
部
は
婦
人
会
と
協
力
し
て
地
域
の
美
化
活
動
に
努
力
し
て
い
る
。
峠
御
堂
ト

ン
ネ
ル
入
口
よ
り
ふ
る
さ
と
村
ま
で
の
道
路
沿
い
に
、
サ
ツ
キ
・
ツ
ツ
ジ
・
サ
ル
ビ

七
六
三
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ア
・
コ
ス
モ
ス
・
ふ
よ
う
と
い
っ
た
季
節
の
花
を
植
え
、
管
理
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
空
か
ん
ひ
ろ
い
等
に
も
努
め
て
い
る
。

下
畑
野
川
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

七
六
四

宮 日 日 小松 日 渡高大渡西西織同大高大岡 

歴 代 

西野野崎本野部橋西部森山川 西桶野 

石直直俊光朝文頼武新 清 繁 
館 長 

男親親雄輝幸男雄志雄匠勇誠譲 一登雄譲 

S 

就 任 

六六五五五五五四四三三三三三 三一九七五三一八七九八五四三 二〇八三 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 五二 四 七一一 
一 

土人横 日 渡名 目 西 日 横山佐大辻 日 日 山渡 

歴 代 

之 
居江川野郎智野山野川崎伯西 田野野内部 

遺文 修恒清政 益 時公武耕 一直嘉鬼 
主 事 

子 
弘雄功三行澄隆保博功雄康志三 清親秋雄 

S 

就 任 

六 六 五 五 五 五 四 四 四 二 二 二 二 二 

三一九七五三九三一九五二〇八七六四三 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 一一 
●●●●●●●一 一 
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項 日 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

l.町 費 

1.委 託 料 433,500 433,500 

7,600 16,800 

公民館祭り 嵯峨山組負担 (サガ山) 

2.敬老会補助金 92,400 100,000 

3.文化祭補助金 4.体育振興補助金 

50,000 

50,000 16,800 

5.地域公民館 20,000 20,000 

2.使 用 料 1.会場備品等使用料 47,000 30,000 17,000 

3.事業収入 l.事 業 収 入 99,000 120,000 21,000 公民館祭り花代 

4.寄 附 金 1.寄 附 金 178,800 180,000 1,200 敬老会、運動会 

5.雑 収 入 
1.預 金 利 子 l,112 2,000 

86,250 

888 

トイレ負担、電話代戻し入れ 2.その他雑収入 96,250 10,000 

6.繰 越 金 1.繰 越 金 213,092 213,092 

7.特別収入 1.特 別 収 入 202,500 60,800 141,700 
真心銀行50,000、備品費3,000 川瀬地区農水産より121,600外 

収 入 合 計 1,413,654 1,236,192 244,950 67,488 

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議

費 2.旅費 

5,000 5,000 

2.事 務 費 
1.事 務

費 2.通信 費 7,710 20,000 12,290 ハガキ、切手代 

3.施 設 費 

l.光 熱 費 25,730 30,000 

84,410 

4,270 

電気代、ガス代 灯油代 

2.水 道 費 9,200 13,000 3,800 

3.電 話 料 28,290 35,000 6,710 

4.燃 料 費 4,030 20,000 

15,970 15,760 

5.修 繕 費 94,410 10,000 ジュウタン張り替え 

6.備 品 費 30,000 20,000 10,000 石油ストーブ2台 

7.清 掃

費 8.管理 費 

4,240 20,000 し尿処理 

4.事 業 費 

1.報 償

費 2.消耗品費 
1,960 20,000 

129,500 5,000 

18,040 

台所スリッパ6足 役員研修外 

3.食 糧 費 

105,505 229,500 

150,000 44,495 

4.印 刷

費 5.研修 費 2,000 100,000 

2,000 68,820 6.体育活動費 31,180 100,000 バレー大会費用 

7.敬老会費 8.使用料及び借上料 9,グループ育成費 249,807 85,000 290,000 80,000 

40,193 

料理代 材料代、各グループへ謝礼 10.公民館祭 り 125,869 50,000 75,869 

5.人 件 費 1.役 員 手 当 

6・筋金及び 1・患担禽及蓋 
40,000 140,000 100,000 

柔剣道会15,000、PTA15,000 下畑婦人会10,000 

7.積 立 金 1.積 立 金 

8.予 備 費 1.予 備 費 13l,192 13l,192 

支 出 合 計 1,072,431 1,236,192 304,779 468,540 
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ク

上
直
瀬
公
民
館

上
垣
瀬
地
区
で
は
、
昭
和
二
一
年
三
月
、
地
区
有
志
と
青
年
団
に
よ
り
満
月
会
が

結
成
さ
れ
村
づ
く
り
の
研
究
を
始
め
た
。
昭
和
二
二
年
九
月
、
公
民
館
建
設
の
機
運

が
高
ま
り
、
満
月
会
は
改
組
さ
れ
た
。
成
人
層
に
よ
る
睦
会
は
側
面
的
に
協
力
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
昭
和
二
四
年
四
月
、
第
一
回
公
民
館
建
設
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

同
月
、
起
工
式
を
実
施
し
、
昭
和
二
五
年
四
月
、
落
成
し
た
。
工
事
請
負
者
は
、
小

黒
助
三
郎
、
大
野
鹿
太
郎
を
中
心
と
し
た
大
野
要
次
・
石
丸
音
衛
・
小
倉
猪
蔵
・
大

野
春
助
で
あ
っ
た
。
人
夫
は
青
年
団
員
が
つ
と
め
た
。
経
費
は
、
村
補
助
金
一
〇
万

円
、
寄
付
金
一
〇
〇
万
円
(
青
年
団
四
〇
万
円
)
、
現
物
寄
付
の
木
材
及
び
米
、
労
力
奉

仕
二
六
〇
〇
人
役
で
あ
っ
た
。

上
直
瀕
公
民
館
区
は
、
上
直
瀕
全
域
で
あ
る
。
山
村
と
し
て
は
、
比
較
的
恵
ま
れ

た
農
林
業
地
域
で
あ
る
。

昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
二
二
九
世
帯
、
七
二
四
人
が
生
活
を
営
ん
で
い

る
。
地
域
の
構
造
改
善
事
業
と
し
て
土
地
基
盤
整
備
が
実
施
さ
れ
、
平
成
元
年
に
は

修
了
予
定
で
あ
る
。
「
雨
除
け
ハ
ウ
ス
」

の
団
地
と
し
て
高
原
野
菜
の
栽
培
が
盛
ん

に
な
っ
て
き
た
。
特
に

「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」

は
ブ
ラ
ン
ド
品
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

他
「
た
ば
こ
団
地
」

「
桑
団
地
」
も
整
備
さ
れ
て
き
た
。

昭
和
五
九
年
、
直
瀬
多
目
的
集
会
所
・
上
直
瀬
住
民
セ
ン
タ
ー
(
上
直
瀬
公
民
館
)

が
建
築
さ
れ
た
。

活
動
内
容

の

体

育

部

昭
和
三
一
年
当
時
よ
り
「
体
育
を
奨
励
し
、
健
康
な
身
体
と
健
全
な
る
精
神
の
育

成
に
努
力
す
る
」
「
保
健
衛
生
の
知
識
を
滴
養
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
地
域
住
民
総

旧上直瀬公民館

直瀬多目的集会所・公民館



ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
住
民
総
参
加
の
運
動
会
、
各
種
講
座
(
食
生
活
改

善
・
衛
生
思
想
の
普
及
等
)
を
開
催
し
、
住
民
の
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。

S

産

業

部

農
業
の
経
営
・
技
術
に
関
す
る
研
究
会
、
農
産
物
の
計
画
生
産
・
計
画
出
荷
に
関

す
る
研
究
会
等
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
農
産
物
の
品
評
会
も
実
施
し
て
き
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
上
垣
瀬
の
農
業
の
振
興
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

㈹

婦

人

部

昭
和
三
〇
年
以
来
老
人
ホ
ー
ム
の
慰
問
を
実
施
し
、
お
年
寄
り
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

婦
人
学
級
を
年
一
四
回
開
催
し
研
修
し
て
い
る
。
講
師
は
、
農
協
・
役
場
・
普
及

所
の
職
員
・
医
師
・
教
員
等
で
あ
る
。

上
直
瀬
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

高菅大石菅石大著小小菅 

歴 代 

岡 野九 九野 倉椋 

文良適正 良玄秀薫 
館 長 太太 太三 

雄郎郎助渉剛卓郎郎雄明 

S 

就 任 

五四四四四三三三三三二 九九人七四九七六五〇五 

四九四 四 四 四 四 四 四三一 
○ 

大大平官長長大小大中小 

歴 代 

野野岡岡山 山野倉野倉黒 

寛玉新 書哲良達 遠雷 
主 事 

十 大 久 
郎雄郎貢夫三一郎卓郎夫 

S 

就 任 

五 五 四 四 四 四 三 三 三 三 二 

九五九五三一九七五〇五 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 - 

○ 
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昭和62年度上直瀬公民館決算書(一般会計)

収入の部

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.町 費 

1.委 託 料 499,700 499,600 100 

8,400 14,000 

教育委員会より 

2.敬老会補助金 130,200 138,600 町より 

3.文化祭補助金 50,000 50,000 公民館まつり 50,000 

4.体育振興補助金 35,000 36,400 運動会35,000 

5.住民センター活動費 200,00 200,000 農業振興活動費200,000 

2.使 用 料 1.会場備品等 
使用料 

117,000 90,000 27,000 

農協80,000、普及所31,000 森林3,000、平岡3,000 

3.事業収入 1.事 業 収 入 0 1,000 1,000 

4.寄 付 金 1.寄 付 金 36,200 50,000 13,800 
隷器財0・000 

5.雑 収 入 
1.預 金 利 子 2,171 5,000 

6,200 

2,829 利子2,171 

2.その他雑収入 16,200 10,000 饗鰻8:殿鑑挑8。 
6.繰 越 金 l.繰 越 金 426,166 426,166 

7.特別収入 

1.特 別 収 入 140,700 67,200 73,500 繰藷繋窃産67′200 
20,000十40,000+13,500 

2. II 220,000 200,000 20,000 

地区より 地殻難読擬0表綴る000 

収 入 合 計 1,873,337 1,773,966 99,371 

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

l.会 議 費 
1.会 議 費 55,648 50,000 5,648 

10,000 

役員会他 

2.旅 費 0 10,000 

2.事 務 費 

1.事 務 費 0 5,000 

17,400 

5,000 

切手代 2.通 信 費 6,390 10,000 3,610 

3.助 成 金 17,400 0 葱鮭5満都羅。。 

3.施 設 費 

1.光 熱 費 300,729 540,000 

43,800 

239,271 

電気代 ガス、灯油代 

2.水 道 費 0 1,000 1,000 

3.電 話 料 28,800 40,000 11,200 

4.燃 料 費 24,558 50,000 25,442 

5.修 繕 費 3,000 10,000 7,000 ガス修理代他 

6.備 品 費 53,800 10,000 
渡り廊下13,800、スリッパ31,000 汁わん9,000 

7.清 掃 費 16,890 10,000 6,890 
ボーキ他2,謡0、ジュース代8,200 マイペット他6,310 

8.管 理 費 77,500 1,000 76,500 

蕎謙鶴撃霊灯7’500 9.雑 費 20,000 20,000 

4.事 業 費 

l.報 償 費 0 1,000 

1,270 172,238 

1,000 20,000 

消火器他 2.消 耗 品 質 11,270 10,000 

3.食 糧 費 0 20,000 

4.印 刷 費 0 5,000 

5,000 77,020 

林業講座18,496、バス代88,000 
5.研 修 費 202,238 30,000 

II20022、 75720 

6.体育活動費 92,980 170,000 

バレー大会他 盆(カラオケ)行事他 

7.敬 老 会 費 284,695 300,000 15,305 

8.使用料及び借上料 0 1,000 1,000 

9.グループ育成費 20,818 50,000 29,182 

10.地域活動費 72,830 200,000 127,170 町民運動会費72,830 

11.公民館まつり費 45,704 50,000 4,296 

5.人 件 費 1.役 員 手 当 15,000 15,000 会計手当 

6・筋金及び 1・急担念及霊 
9,500 5,000 4,500 川瀬地区公民館協議会 

7.積 立 金 l.積 立 金 0 0 

8.予 備 費 1.予 備 費 0 159,966 159,966 

支 出 合 計 l,359,750 l,773,966 414,216 

収入合計1,873,337-支出合計1,359,750=繰越金513,587円

第
六
編

教

育



ケ

下
直
瀬
公
民
館

昭
和
二
四
年
、
文
化
講
座
が
開
か
れ
た
。
こ
の
講
座
か
ら
話
し
が
始
ま
り
、
そ
れ

ま
で
の
集
会
場
の
改
造
と
、
二
階
建
て
一
棟
の
新
築
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
つ
の
地
区
の
代
表
が
建
築
委
員
と
な
り
運
営
に
当
っ
た
。
昭
和
二
五
年
九
月
二
六

日
、
落
成
し
た
。
経
費
は
、
村
補
助
金
一
〇
万
円
、
寄
付
金

二
〇
万
円
(
二
戸
あ

た
り
一
〇
〇
〇
円
)
、
現
物
寄
付

木
材
な
ど
、
労
力
奉
仕
一
五
〇
人
役
で
あ
っ
た
。

下
直
瀬
公
民
館
区
は
、
下
直
瀬
全
域
で
あ
る
。
四
方
を
山
に
か
こ
ま
れ
た
町
内
で

最
も
小
さ
い
地
域
で
あ
る
。
水
田
は
基
盤
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
谷
間
で
あ
る
た

め
に
農
耕
地
は
少
な
い
。
兼
業
農
家
も
多
い
が
、
近
年
抱
区
の
北
東
部
の
山
林
を
拓

き
、
高
原
野
菜
の
一
つ
で
あ
る
大
根
の
栽
培
に
取
り
組
む
農
家
も
現
れ
た
。

昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
七
七
世
帯
、
二
二
〇
人
が
生
活
し
て
い
る
。

活
動
内
容

の

体

育

部

昭
和
≡
ハ
年
か
ら
下
直
瀬
町
民
運
動
会
を
実
施
し
、
全
住
民
の
参
加
を
得
て
盛
大

に
開
催
し
て
い
る
。
町
内
公
民
館
対
抗
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
参
加
し
、
優
秀
な
成
績

を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
く
な
ど
、
極
め
て
意
欲
的
で
あ

る
。S

産

業

部

農
林
業
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
林
業
関
係
で
は
、
除
間
伐
の
講
習
会
、
材
を
利

用
し
た
工
芸
品
の
製
作
講
習
会
等
を
行
い
、
農
業
面
で
は
、
農
薬
に
関
す
る
学
習
会

を
実
施
し
好
評
で
あ
る
。
健
康
講
座
を
開
講
し
、
食
生
活
の
改
善
・
郷
土
料
理
の
講

習
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
全
戸
一
斉
消
毒
等
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

下直瀬公民館

歌舞伎の公演風景

第
二
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第
六
編

教

育

の

娯
楽
部
・
歌
舞
伎
部

毎
年
五
月
の
母
の
日
に
は
、
地
域
の
小
中
学
生
に
よ
っ
て

「
お
母
さ
ん
に
感
謝
す

る
会
」
を
実
施
し
地
域
の
活
性
化
に
一
役
か
っ
て
い
る
。
成
人
層
に
よ
っ
て
川
瀬
歌

舞
伎
の
継
承
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
伝
承
芸
能
の
項
を
参
照

さ
れ
た
い
。

下
直
瀬
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

七
七
〇

松板 曽菅背光石膏背光福菅 

歴 代 館 長 

本崎 我 田崎 田山 
II 

鶴熊 定利万繁源万利繁柳万 
太 三太 太三 

三郎 之郎郎光蔵郎郎光一夫 

S 

就 任 

五 五 五 五 四 四 四 三 三 三 三 二 二 

九五三一九七一九七五一九五 

四四四四四四四四四四四四九 

菅菅段渡菅山松 坂菅岡石松段 

歴 代 主 事 

ノ ノ 

上辺 内本 崎 崎本上 
II 

住高 文高茂鶴 熊俊作源鶴 
太 太 

夫夫時夫夫一三 郎三郎蔵三明 

S 

就 任 

六 五 五 五 五 四 四 四 三三 三 三 二 二 

一九五三一九七一九七五一九五 

四四四四四四四四四四四四四九 



昭和62年度下直瀬公民館決算書(一般会計)

(単位 円)

第
二
章

社
会
教
育

七
七
一

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1,町 費 

1.委 託 料 374,600 374,600 

1,400 

久万町より 

2.敬老会補助金 3.文化祭補助金 4.体育振興補助金 

25,200 23,800 II 

24,600 24,600 

久万町より II 5.公民館祭り補助金 50,000 50,000 

6.備品購入補助金 30,000 30,000 II 

2.使 用 料 1.会場備品等使用料 7,170 10,000 2,830 本館・ホール・電話使用料 

3.事業収入 1.事 業 収 入 226,000 120,000 106.000 
秋祭り90,000円 剣道大会136,000円 

4.寄 付 金 1.寄 付 金 68,000 10,000 58,000 まごころ銀行他 

5.雑 収 入 
1.預 金 利 子 823 l,000 

508 

177 

建物更正共済配当金 2.その他雑収入 5,508 5,000 

6.繰 越 金 1.繰 越 金 237,704 237,704 昭和61年度より 

7.特別収入 1.特 別 収 入 140,200 98,600 41,600 

下直瀬組57,000円 川瀬地区農林水産振興会83,200円 

収 入 合 計 1,189,805 985,304 204,50l 

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議

費 2.旅費 

28,902 70,000 4l,098 役員会費 

2.事 務 費 
1.事 務

費 2.通信 費 2,400 5,000 2,600 切手代 

3.施 設 費 

l.光 熱 費 32,492 60,000 27,508 

電気料金 灯油 

2.水 道 費 14,400 15,000 600 

3.電 話 料 27,030 30,000 2,970 

4.燃 料 費 13,160 20,000 6,840 

5.修 繕 費 4,400 10,000 5,600 アンプ修理 

6.備品費 7.清掃費 8.管理費 

49,000 50,000 1,000 座机 

2l,510 25,000 3,490 消毒剤・除草剤他 

4.事 業 費 

1.報 償

費 2.消耗品質 
33,490 35,000 

6,696 

1,510 公民館祭り・盆踊り・剣道大会他 

3.食 糧 費 139,077 150,000 10,923 秋祭り・剣道大会他 
4.印 刷 費 5,400 10,000 4,600 

剣道大会賞状代他 各大会参加・運動会 お悔み・お見舞他 

5.研 修 費 0 10,000 10,000 

6.体育活動費 160,799 180,000 

19,201 10,000 

7.敬 老 会 費 106,696 100,000 

8.使用料及び借上料 0 10,000 

9.グループ育成費 0 100,000 100,000 

10.慶 弔 費 16,000 20,000 4,000 

5.人 件 費 l.役 員 手 当 

6・鰯霊及び 1・患担禽及蓋 14,500 25,000 10,500 

川瀬地区公民館連絡協議会負 担金他 

7.積 立 金 1.積 立 金 250,000 0 250,000 

8.予 備 費 1.予 備 費 0 60,304 60,304 

支 出 合 計 919,256 985,304 66,048 



第
六
編

教

育

コ

落
合
公
民
館

昭
和
一
三
年
一
一
月
、
落
合
組
の
中
央
に
あ
っ
た
公
会
堂
を
二
階
建
て
に
し
、
し

か
も
公
民
館
と
し
て
の
内
容
を
持
つ
施
設
に
改
造
し
た
が
、
旧
父
二
峰
村
に
お
い
て

は
公
民
館
建
設
の
基
準
を
大
字
毎
に
一
館
の
方
針
で
あ
っ
た
た
め
正
式
に
村
か
ら
公

民
館
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

昭
和
三
四
年
、
町
村
合
併
と
同
時
に
正
式
に
公
民
館
と
し
て
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

施
設
、
設
備
概
況

公
民
館

敷
地
面
積

二
二
八
平
方
㍍

建
物
面
積

二
二
五
平
方
㍍

放
送
設
備
一
式
、
調
理
器
具
一
式
、
ス
ポ
ー
ツ
用
具
一
式
等
を
保
有

資
金
は
、
村
補
助
金
一
〇
万
円
、
組
内
寄
付
金

三
〇
万
五
〇
〇
〇
円
、
組
外

落合公民館

寄
付
金
一
〇
万
円
、
組
費

二
四

万
五
〇
〇
〇
円
で
、
そ
の
他
一
戸
五

人
役
出
役
奉
仕
を
す
る
。
昭
和
一
三

年
一
一
月
五
日
、
落
成
し
た
。

落
合
公
民
館
は
、
落
合
組
と
一
体

に
な
っ
て
の
活
動
に
特
色
が
あ
り
、

地
域
が
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
で
協
力

体
制
が
で
き
て
い
る
。
昭
和
三
七
年

に
は
、
校
区
が
久
万
小
学
校
に
変
わ

り
、
と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
が
、
父
二

峰
地
域
と
の
つ
な
が
り
に
は
、
深
い

も
の
が
あ
る
。

七
七
二

地
域
内
に
は
、
国
道
三
二
号
線
、
一
二
八
〇
号
線
が
走
り
、
久
万
町
へ
の
奥
の
玄
関

と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
久
万
川
と
父
二
峰
川
の
合
流
点
に
あ
た

り
夏
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。
交
通
の
要
所
で
も
あ
り
、
観
光
農
業
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
農
林
業
が
主
体
で
は
あ
る
が
、
久
万
町
内
や
町
外
で
勤
め
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
材
木
市
場
が
二
か
所
あ
り
「
良
材
と
休
養

の
町
」

に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
で
あ
る
。

交
通
の
利
便
も
あ
り
、
後
継
者
も
定
着
し
、
近
代
農
林
業
地
帯
に
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
ま
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
場
と
し
て
児
童
公
園
は
、
老
若

男
女
が
そ
ろ
っ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現

在
、
五
六
世
帯
、
一
七
七
人
が
生
活
し
て
い
る
。

活
動
内
容

の

教
養
文
化
部

成
人
講
座
、
芸
能
発
表
会
、
ふ
る
さ
と
納
涼
ま
つ
り
、
愛
宕
山
・
伝
統
文
化
(
獅
子

舞
)
の
保
存
伝
承
等
を
実
施
し
て
い
る
。

S

産

業

部

農
林
業
に
関
す
る
講
習
会
、
研
修
会
を
年
三
回
、
新
農
構
説
明
会
、
観
光
農
園
等

の
実
技
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。

㈹

体

育

部

落
合
地
区
体
育
祭
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
、
体
力
つ
く
り
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

厚

生

部

婦
人
学
級
、
敬
老
会
、
町
外
先
進
地
視
察
を
実
施
し
て
い
る
。



㈲

愛
護
班
部

青
少
年
の
健
全
育
成
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
実
施
し

て
い
る
。

落
合
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

三橋武三大 上 大中 

歴 代 館 長 

輪 輪 
田本 田 田野 野 野 田 

II II 

輝 輝薫 左 

煮干 男鶴 

衛 
光猛持光男 門 

S 

就 任 

五 五 五 四 四 一 

九五一九七 八 六 四 

四 四 四 四 四 四 四 五 

西 山西坂 橋 岡 

歴 代 主 事 

之 輪 
部 田 内本本 本 田 

II II II 

満 降懸 輝 義 

文保雄一 猛 光 信 

S 

就 任 

五 五 五 四 四 

九五一九 五 七 四 

四 四 四 四 四 四 五 
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七
七
三



昭和62年度落合公民館決算書(一般会計)

収入の部

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.町 費 

1.委 託 料 340,700 354,600 

2,800 

13,900 1,000 

公民館まつり補助金 

2.敬老会補助金 26,600 23,800 

3.文化祭補助金 50,000 50,000 

4.体育振興補助金 24,200 25,200 体育祭補助金 

5.敷 地 料 5,155 5,155 

2.使 用 料 1.会場備品等使用料 15,000 10,000 5.000 

3.事業収入 1.事 業 収 入 

4.寄 附 金 1.寄 附 金 10,000 0 10,000 山本 広 

5.雑 収 入 
1.預 金 利 子 1,843 5,000 

1,300 

3,157 

電話使用料 2.その他雑収入 1,300 0 

6.繰 越 金 1.繰 越 金 32,888 32,888 

7.特別収入 
1.特 別 収 入 35,000 70,000 35,000 太陽の広場、吟詠発表会 

2.愛護班活動費 0 50,000 50,000 

収 入 合 計 542,686 626,643 19,100 103,057 △83,957円 

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議

費 2.旅費 

6,400 20,000 13,600 

2.事 務 費 
1.事 務 費 0 10,000 10,000 

2.通 信 費 0 5,000 5,000 

3.施 設 費 

1.光熱費 2.水道費 3.電話料 27,990 30,000 2,010 

児童公園外 

4.燃 料 費 0 10,000 10,000 

5.修 繕 費 22,250 30,000 7,750 

6.備 品 費 5,110 20,000 14,890 
消耗備品(ポーキ、チリトリ、 ボール) 

7.清 掃

費 8.管理 費 

0 10,000 10,000 

4.事 業 費 

l.報 償 費 5,000 20,000 

21,424 58,027 

15,000 

敬老会謝金 スポーツ大会外 

2.消 耗 品 質 0 15,000 

15,000 17,500 3.食糧費 4.印刷費 5.研修費 

51,424 30,000 

12,500 30,000 父二峰地区公民館連絡協議会 

6.体育活動費 22,650 60,000 37,350 

地区体育祭、スポーツ大会 愛護班、婦人会 7.敬老会費 8.使用料及び借上料 9.グループ育成費 223,425 88,027 225,000 30,000 

1,575 11,115 10.公民館まつり 38,885 50,000 

5.人 件 費 1.役 員 手 当 

6・筋金及び 1・怠担禽及蓋 
24,200 25,200 1,000 父二峰地区公民館連絡協議会 

7.雑 費 l.雑 費 5,000 0 5,000 教育長母堂侮 

8.予 備 費 1.予 備 費 0 6,443 6,443 

支 出 合 計 532,861 626,643 84,451 178,233 △93,782円 

収入合計542,686円一支出合計532,861円= 9,825円(昭和63年度へ繰越)

第
六
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教

育



サ

露
峰
公
民
館

昭
和
二
二
年
ご
ろ
、
露
峰
地
区
の
復
員
青
年
は
激
増
し
、
約
七
〇
名
を
数
え
た
。

し
か
し
、
青
年
た
ち
に
は
集
会
の
場
所
が
な
く
、
演
芸
会
の
練
習
な
ど
を
す
る
場
合

個
人
の
家
や
お
宮
、
お
堂
な
ど
を
利
用
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。

青
年
た
ち
は
、
相
互
の
研
修
の
機
会
と
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
話
し
合
い
、
集
会

所
(
青
年
会
館
)
の
建
設
を
決
意
し
た
。
ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
文
部
省
か
ら
公

民
館
構
想
が
出
さ
れ
た
の
で
そ
れ
を
機
に
検
討
の
末
、
青
年
会
館
の
建
設
は
、
公
民

館
建
設
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

同
地
区
に
は
、
養
蚕
が
盛
ん
で
あ
っ
た
当
時
(
戦
前
)
、
株
主
二
五
名
で
建
て
て
い

た
養
蚕
会
堂
(
約
延
べ
約
五
六
坪
)
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ゆ
ず
り
受
け
公
民
館
に
し
よ

ぅ
と
役
員
会
で
決
議
し
た
。
資
金
を
得
る
た
め
、
青
年
団
員
は
収
入
事
業
に
努
力
す

露峰公民館

る
と
と
も
に
、
株
主
を
個
別
に
訪
問

し
、
一
部
を
除
き
無
償
で
青
年
に
ゆ

ず
っ
て
も
ら
う
よ
う
説
得
し
て
つ
い

に
効
を
奏
し
た
。

昭
和
二
四
年
に
青
年
団
役
員
が
各

組
を
回
り
、
公
民
館
の
必
要
性
を
説

明
し
て
運
営
委
員
会
を
組
織
し
た
。

し
か
し
、
前
記
の
会
堂
は
老
朽
化
の

た
め
大
改
修
を
し
な
け
れ
ば
公
民
館

と
し
て
利
用
は
で
き
ず
、
改
修
か
新

築
か
の
審
議
は
資
金
の
面
で
い
き
づ

ま
り
一
歩
も
前
進
し
な
か
っ
た
。

第
二
章
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同
地
域
に
は
、
約
三
〇
年
前
の
青
年
た
ち
が
植
林
し
た
山
林
(
権
利
は
青
年
と
地
主

の
折
半
)
が
あ
っ
た
。
当
時
の
関
係
者
と
話
し
合
っ
た
が
、
契
約
伐
採
期
に
達
し
て

い
な
い
の
で
許
さ
れ
ず
、
二
年
間
を
無
為
の
う
ち
に
過
ご
し
た
。
公
民
館
建
設
に
力

を
そ
そ
い
で
い
た
青
年
幹
部
も
結
婚
そ
の
他
の
理
由
で
団
を
退
い
た
。

昭
和
二
五
年
、
後
を
継
い
だ
青
年
た
ち
も
、
先
輩
の
意
志
を
生
か
す
べ
く
再
び
建

築
委
員
会
(
委
員
長
植
田
要
)
を
組
織
し
、
改
築
を
決
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
資
金
は

青
年
た
ち
の
労
働
で
得
た
三
万
円
の
み
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
七
年
、
青
年
山
が
伐
採
期
に
達
し
た
の
で
地
主
と
相
談
し
売
却
し
た
。
売

却
金
二
六
〇
万
円
の
内
半
分
三
一
〇
万
円
を
建
築
費
に
充
当
す
る
こ
と
に
し
た
。

同
二
八
年
、
久
万
警
察
署
改
築
に
際
し
、
同
署
の
払
い
下
げ
を
受
け
移
転
改
造
を

議
決
し
、
五
万
円
で
払
い
下
げ
を
受
け
た
。
地
域
住
民
、
青
年
団
員
な
ど
約
四
〇
〇

人
役
の
奉
仕
に
よ
っ
て
、
敷
地
整
備
と
署
の
取
り
こ
わ
し
と
運
搬
を
行
っ
た
。
一
方

で
は
資
金
ね
ん
出
の
た
め
、
不
足
分
を
地
元
へ
依
頼
す
る
と
と
も
に
村
当
局
へ
は
助

成
の
陳
情
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
村
当
局
か
ら
は
早
速
に
助
成
金
を
得
る
こ
と
も
で

き
ず
、
設
計
変
更
も
や
む
を
得
な
か
っ
た
。

同
二
九
年
、
こ
の
よ
う
に
日
が
過
ぎ
て
い
く
う
ち
に
、
養
蚕
会
堂
は
腐
朽
し
取
り

こ
わ
し
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
一
方
払
い
下
げ
を
受
け
た
庁
舎
も
雨
ざ
ら
し
の
状

態
で
放
置
で
き
ず
、
つ
い
に
売
却
し
て
し
ま
っ
た
。
再
び
父
二
峰
村
当
局
へ
陳
情
し

た
結
果
、
村
当
局
も
熱
意
に
動
か
さ
れ
て
、
「
露
峰
公
民
館
の
こ
と
だ
け
と
せ
ず
、
補

助
基
準
一
戸
一
万
円
と
し
て
不
足
分
は
地
元
負
担
と
し
、
各
地
域
に
公
民
館
の
新
築

を
」
と
い
う
村
議
会
の
結
論
が
出
る
ま
で
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
終
戦
直
後
か
ら
の
露
峰

の
苦
心
が
き
っ
け
と
な
り
全
村
に
四
つ
の
公
民
館
建
築
を
み
る
結
果
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
資
金
は
、
青
年
山
売
却
代
金
三
一
〇
万
円
、
村
補
助
金
二
二
〇
万
円
、
寄
付

七
七
五



第
六
編

教

金
六
〇
万
円
で
あ
る
。

施
設
、
設
備
概
況

公
民
館

敷
地
面
積

建
物
面
積

活
動
内
容

育

七
七
六

露
峰
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

六
五
一
平
方
㍍

三
五
三
平
方
㍍

の

教
養
文
化
部

成
人
講
座
、
納
涼
ま
つ
り
、
敬
老
会
、
月
見
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

産

業

部

農
林
業
に
関
す
る
講
習
会
・
研
修
会
、
新
農
樺
へ
の
取
組
み
、
郷
土
土
産
コ
ー

ナ
ー
で
の
即
売
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

㈹

体

育

部

霧
降
地
区
(
落
合
を
除
く
)

ス
ポ
ー
ツ
祭
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
へ
シ
ョ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
体
力
つ
く
り
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
。

㈲

地
域
後
継
者
部

納
涼
祭
、
秋
祭
り
、
文
化
祭
の
中
心
機
関
で
あ
る
。
ま
た
地
域
活
性
化
に
む
け
て

町
外
研
修
等
も
実
施
し
て
い
る
。

㈲

愛
護
班
部

館
下
の
愛
護
班
の
育
成
指
導
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
(
子
供
会
、
ク
リ
ス
マ
ス

会
)
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
公
共
機
関
の
清
掃
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

環
境
整
備
部

ふ
る
さ
と
ク
リ
ー
ン
デ
ー
、
公
民
館
山
実
地
踏
査
、
案
内
看
板
設
置
、
花
い
っ
ぱ

い
運
動
等
を
実
施
し
て
い
る
。

古恩中西大西川 田恩植 
歴 代 

田地野岡野岡本中抱囲 

安 忠勤忠道武義 
館 長 功繁優義蔵義宗雄一要 

S 

就 任 

六 五 五 五 四 四 四 三 三 二 

三九三一七一〇七三五 

四 四 四 四 四 六 四 四 四 四 

白 川梅中村中恩坂恩大中谷 
歴 代 

石本本野 田 岡地本地野岡 口 

敏博識徹 富 勘 清 
主 事 天文一彦勝登繁保繁蔵登一 

S 

就 任 

六 五 五 五 五 四 四 四 四 三 三 二 

九五三一七五一一 四 三五 

四 四 四 四 四 四 四 四 三 一 四 四 
一 
一 

月 昭用 を月 昭 館 

和 公、和 歴 

建三 民養二 
建 築 築一 館蚕五 

年 に会年 月 

六 転堂四 日 



昭和62年度露峰公民館決算書(一般会計)

(単位 円)
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社
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教
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項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.町 費 

1.委 託 料 367,900 385,000 

l,600 

17,100 

1,400円×29 2ケ年分(61・62) 

2.敬老会補助金 40,600 50,000 9,400 

3.文化祭補助金 50,000 50,000 

4.体育振興補助金 27,600 26,000 

5.敷 地 料 12,870 6,435 6,435 

2.使 用 料 1.会場備品等使用料 9,500 5,000 4,500 

3.事業収入 1.事 業 収 入 0 0 

4.寄 附 金 1.寄 附 金 119,000 120,000 1,000 各組協力費 

5.雑 収 入 
1.預 金 利 子 973 10,000 9,027 普通預金 

2.その他雑収入 4,500 15,000 10,500 講師料 

6.繰 越 金 1.繰 越 金 333,208 333,208 

7.特別収入 
1.特 別 収 入 0 0 

2,070 2.公衆電話料 2,930 5,000 

収 入 合 計 969,081 1,005,643 12,535 49,097 

項 日 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議 費 0 50,000 50,000 

2.旅 費 0 0 

2.事 務 費 
L事 務 費 800 3,000 

12,000 

2,200 送金手数料 

2.通 信 費 17,000 5,000 ハガキ 

3.施 設 費 

1.光 熱 費 30,345 40,000 

6,200 30,540 22,500 

9,655 720 52,200 8,040 

電気料金 プロパンガス、灯油 

2.水 道 費 14,200 8,000 

3.電 話 料 29,280 30,000 

4.燃 料 費 60,540 30,000 

5.修 繕 費 7,800 60,000 電気設備 

6.備 品 費 30,000 30,000 座卓5台 

7.清 掃 費 1,960 10,000 ダニアース 

8.管 理 費 42,500 20,000 土地登記料 

4.事 業 費 

l.報 償 費 0 20,000 

900 4,230 6,936 

20,000 

スリッパ30足 2.消 耗 品 費 12,600 20,000 

7,400 5,000 

3.食 糧 費 130,900 130,000 スポーツ行事打上、新年会等 

4.印 刷 費 0 5,000 

夏季講座チケット2枚 5.研 修 費 4,000 50,000 

46,000 70,914 

6.体育活動費 54,230 50,000 

各種大会参加 愛護斑、婦人会、文化祭 

7.敬 老 会 費 149,086 220,000 

8.使用料及び借上料 0 15,000 15,000 

9.グループ育成費 47,490 80,000 32,510 

10.納涼祭、月見会 26,936 20,000 納涼祭24,256、月見会2,680 

5.人 件 費 1.役 員 手 当 15,000 15,000 会計、管理人、体育部長 

6・筋金及び l・急担禽及蓋 
47,600 30,000 17,600 父二峰地区公民館連絡協議会 

7.積 立 金 1.積 立 金 0 0 

8.予 備 費 1.予 備 費 5,700 64,643 58,943 久保建設謝礼 

支 出 合 計 727,967 1,005,643 100,906 378,582 

収入合計969,081円一支出合計727,967円こ241,114円(昭和63年度へ繰越)
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シ

父
野
川
公
民
館

村
当
局
の
公
民
館
建
設
の
補
助
基
準
が
決
定
さ
れ
た
昭
和
二
九
年
、
部
落
総
代
、

組
長
、
婦
人
会
・
青
年
団
な
ど
の
代
表
者
に
よ
っ
て
、
公
民
館
建
築
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
が
も
た
れ
、
部
落
有
林
を
主
な
財
源
と
し
て
建
築
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

一
戸
三
人
役
の
出
役
奉
仕
に
よ
り
敷
地
整
備
な
ど
を
行
っ
て
、
昭
和
三
〇
年
一
〇
月

三
日
、
落
成
し
た
。

施
設
・
設
備
概
況

公
民
館

敷
地
面
積

建
物
面
積

三
一
四
平
方
㍍

二
四
九
平
方
㍍

資
金
は
、
村
補
助
金

七
一
万
円
、
寄
付
金

万
円
で
あ
る
。

五
〇
万
円
、
部
落
有
林
一
一
三

父野川公民館

父
野
川
公
民
館
区
に
は
、
大
久
保

組
と
馬
ノ
地
租
が
あ
り
、
地
域
行
事
、

伝
統
行
事
に
は
住
民
一
体
と
な
っ
て

の
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
産
業
は
農

林
業
で
あ
る
。
昔
は
タ
バ
コ
の
栽
培
、

養
蚕
等
も
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
今
日

で
は
農
業
の
み
と
い
っ
た
農
家
は
減

少
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
兼
業
で
あ

る
。昭

和
四
四
年
一
一
月
に
は
、
林
業

振
興
の
基
盤
で
あ
る

「
芋
坂
林
道
」

が
自
衛
隊
に
よ
る
大
規
模
工
事
の
末

七
七
人

開
通
し
た
。
沿
線
に
は
開
墾
地
も
あ
り
、
主
幹
道
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
枝
道
も

整
備
さ
れ
木
材
搬
出
が
便
利
に
な
っ
た
。
久
万
町
が
実
施
し
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
の

森
」
も
こ
の
終
点
に
広
が
り
、
所
有
者
が
年
に
数
回
こ
の
地
を
訪
れ
る
な
ど
に
ぎ
わ

い
を
み
せ
て
い
る
。

昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
五
四
世
帯
、
一
三
八
人
が
平
和
な
暮
ら
し
を
営

ん
で
い
る
。
父
野
川
地
区
の
中
央
を
広
域
幹
線
で
あ
る
大
洲
、
内
子
を
結
ぶ
国
道
三

八
〇
号
線
が
通
っ
て
お
り
、
町
外
か
ら
久
万
町
へ
出
入
り
す
る
場
合
の
交
通
の
要
所

と
な
っ
て
い
る
。
交
通
体
系
も
変
化
し
自
家
用
車
の
普
及
が
め
ざ
ま
し
く
、
過
疎
化

の
影
響
も
あ
っ
て
バ
ス
便
減
少
に
よ
っ
て
の
不
便
さ
は
い
な
め
な
い
。
し
か
し
、
通

行
の
難
所
で
あ
っ
た
真
弓
峠
に
も
全
長
七
二
〇
㍍
の
ト
ン
ネ
ル
が
昭
和
六
三
年
四
月

五
日
に
開
通
す
る
な
ど
、
新
し
い
地
域
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

活
動
内
容

の

教
養
・
文
化
部

成
人
講
座
、
ふ
る
さ
と
納
涼
ま
つ
り
、
公
民
館
ま
つ
り
、
伝
統
文
化
(
父
野
川
万

歳
)

の
保
存
伝
承
等
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

産

業

部

農
林
業
に
関
す
る
講
習
会
、
研
修
会
を
年
三
回
、
町
外
研
修
会
を
一
回
例
年
実
施

し
て
い
る
。

㈹

体

育

部

父
野
川
地
区
体
育
祭
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
、
体
力
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

厚

生

部

婦
人
学
級
、
町
外
先
進
地
視
察
研
修
、
敬
老
会
等
を
実
施
し
て
い
る
。



㈲

愛
護
班
部

愛
護
班
の
育
成
指
導
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
て
い
る
。

父
野
川
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

佐玉中佐玉河河玉上 
歴 代 

伯泉野伯泉野野水岡 

幸 幸 幸常義照 
館 長 男猛久男猛議書満雄 

S 

就 任 

六五五四 四 四 三 三三 
三三一九二〇八六〇 

● ● ● ● 

四 四 四四八四 四 四 四 

脇片岡黒上申玉河河 
歴 代 

田岡田田岡野泉野野 

富重 富
幸常 弘雄弘男保久猛議書 

主 事 

S 

就 任 

六五五五 四 四 四 三三 
三五三一九三〇二〇 

● ● ● ● 
● ● ● ●

● 四四四四四四四四四 

○昭 

館 歴 建 築 

星型 

建う 
築年 

一 

第
二
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七
九



昭和62年度父野川公民館決算書(一般会計)

収入の部

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.町 費 

1.委 託 料 332,600 332,600 

5,600 

0 

2.敬老会補助金 43,400 37,800 

3.文化祭補助金 100,000 50,000 50,000 

4.体育振興補助金 45,200 23,200 22,000 

5.敷 地 料 32,574 16,287 16,287 

2.使 用 料 1.会場備品等使用料 0 10,000 10,000 

3.事業収入 1.事 業 収 入 0 0 0 

4.寄 付 金 1.寄 付 金 50,000 50,000 0 

5.雑 収 入 
l.預金利子 2.その他雑収入 

1,396 3,000 1,604 

6.繰 越 金 L繰 越 金 400,612 400,612 0 

7.特別収入 l.特 別 収 入 44,500 50,000 5,500 

収 入 合 計 1,050,282 973,499 76,783 

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議

費 2.旅費 

0 20,000 20,000 

2.事 務 費 
1.事 務 費 0 15,000 15,000 

2.通 信 費 0 5,000 5,000 

3.施 設 費 

1.光熱費 2.水道費 3.電話料 9,400 29,957 20,000 30,000 

9,500 

10,600 43 

4.燃 料 費 17,040 50,000 32,960 

5.修 繕 費 0 70,000 

70,000 0 

6.備 品 費 39,500 30,000 

7.清 掃 費 10,000 10.000 

8.管 理 費 0 20,000 20,000 

4.事 業 費 

1.報 償 費 42,700 20,000 22,700 

5,000 40,860 

2.消 耗 品 質 21,975 15,000 6,975 

3.食 糧 費 53,870 30,000 

23,870 16,870 

4.印 刷 費 0 5,000 

5.研 修 費 66,870 50,000 

6.体育活動費 66,462 50,000 

16,462 16,200 

7.敬 老 会 費 139,140 180,000 

8.使用料及び借上料 18,520 50,000 31,480 

9.グループ育成費 66,200 50,000 

10.公民館まつり費 108,820 0 108,820 

11.雑 費 49,980 0 49,980 

5.人 件 費 1.役 員 手 当 15,000 10,000 5,000 

6・銭金及び 1・急担禽及蓋 76,200 23,200 53,000 

7.積 立 金 1.積 立 金 0 200,000 

8.予 備 費 1.予 備 費 0 20,299 

支 出 合 計 83l,634 973,499 △141,865 

収入合計1,050,282円一支出合計831,634円二218,648円(昭和63年度へ繰越)
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ス

二
名
公
民
館

昭
和
二
九
年
、
村
議
会
に
お
い
て
、
公
民
館
建
設
の
村
補
助
金
の
基
準
が
決
ま
っ

て
か
ら
急
速
に
公
民
館
建
築
が
具
体
化
し
た
。
し
か
し
、
同
地
域
は
、
東
西
約
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
い
地
区
だ
け
に
場
所
の
決
定
に
非
常
に
困
難
を
き
た
し
た
。
二
館

説
も
あ
っ
た
が
、
各
組
、
有
志
、
青
年
団
、
婦
人
会
等
の
代
表
者
が
お
寺
や
お
宮
に

集
ま
り
幾
度
と
な
く
議
を
重
ね
、
つ
い
に
現
在
地
に
位
置
を
決
定
し
た
。
そ
の
間
約

二
か
年
を
要
し
、
昭
和
三
二
年
一
一
月
、
落
成
を
み
た
の
で
あ
る
。

施
設
・
設
備
概
況

公
民
館

敷
地
面
積

七
七
〇
平
方
㍍

建
物
面
積

四
八
七
平
方
㍍

資
金
は
、
村
補
助
金

二
九
九
万
円
、
地
区
外
寄
付
金

三
七
万
一
〇
〇
〇
円
、

二名公民館

地
区
内
寄
付
金
一
七
六
万
五
〇
〇

〇
円
、
そ
の
他

二
万
九
八
八
〇
円

で
あ
る
。

二
名
公
民
館
区
に
は
、
二
名
小
学

校
区
、
父
二
峰
小
学
校
区
(
永
久
、
徳

好
)

の
二
校
区
が
あ
り
、
連
携
を
は

か
り
な
が
ら
、
公
民
館
活
動
、
地
域

づ
く
り
を
行
な
っ
て
い
る
。
基
盤
整

備
を
し
た
水
田
が
多
く
、
米
作
中
心

の
農
業
を
営
ん
で
い
る
。
現
在
、
水

田
を
利
用
し
た
ハ
ウ
ス
ト
マ
ト
の
栽

培
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

第
二
章

社
会
教
育

林
家
も
多
く
良
質
の
材
木
を
生
産
し
て
い
る
。
製
品
加
工
の
出
来
る
製
材
所
も
二
か

所
あ
る
。

地
域
に
は
、
文
化
財
(
瀬
戸
新
四
国
、
森
田
大
師
堂
等
)
も
多
く
、
年
間
を
通
し
て
熱

心
な
見
学
者
が
訪
れ
て
い
る
。
夏
に
は
、
生
涯
教
育
推
進
の
一
環
と
し
て
の
、
「
二
名

地
区
親
子
夕
涼
み
大
会
」
が
、
住
民
総
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
活
性
化
の

起
爆
剤
と
な
っ
て
い
る
。
道
路
網
の
整
備
等
、
着
実
に
行
わ
れ
、
農
林
業
の
振
興
に

も
一
段
と
力
が
加
わ
り
後
継
者
も
増
え
て
い
る
。

新
農
構
、
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
事
業
も
導
入
さ
れ
、
機
械
化
、
合
理
化
農
業
へ
の
移

行
、
更
に
、
診
療
所
施
設
整
備
も
加
わ
り
高
齢
者
の
生
き
が
い
促
進
に
も
寄
与
し
て

い
る
。

昭
和
六
三
年
一
二
月
一
日
現
在
、
一
七
七
世
帯
、
五
二
〇
人
が
生
活
し
て
い
る
。

活
動
内
容

の

教

養

部

成
人
講
座
、
親
子
夕
涼
み
大
会
、
公
民
館
ま
つ
り
、
伝
統
文
化
(
獅
子
舞
等
)
の
保

存
伝
承
等
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

産

業

部

農
林
業
に
関
す
る
講
習
会
、
研
修
会
を
年
三
回
、
町
外
研
修
会
を
一
回
例
年
実
施

し
て
い
る
。

㈹

体

育

部

二
名
地
区
体
育
祭
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、

マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
卓
球
大
会
、
体
力
づ
く
り
教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

㈲

厚

生

部

地
域
婦
人
学
級
、
町
外
先
進
地
視
察
研
修
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
ふ
る
さ
と
ク

七
八
一
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リ
ー
ン
デ
ー
、
敬
老
会
、
公
民
館
ま
つ
り
等
、
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
。

二
名
公
民
館
館
長
主
事
一
覧
表

七
八
二

神中 窪中久竹岡 日 竹久 

歴 代 

西 田 田 圃保内 田 野 井保 

伊重 伝重 友元 秀 米 
館 長 

佐 
雄 

四 
男雄 嘉雄敵長一 蕪郎 

S 

就 任 

六 五 五 五 四 四 四 四 

一九 三一 八七六 ○ 七二 

四 四 四 四’ 四 四 四 四 四 四 

中神中和高 小 西 土 日 岡木高 

歴 代 

村西 田泉岡 松 山居野 田村岡 

拾伊弘司 康秀元通信 
主 事 六佐 

孝 潔雄雄 雄栄 志男武人稔 

S 

就 任 

六 五 五 五 五 四 四 四 

一九五三一 七 三〇九八七二 

四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 



昭和62年度二名公民館決算書(一般会計)

(単位 円)

第
二
章

社
会
教
育

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.町 費 

1.委 託 料 400,800 409,100 

1,400 

8,300 

2.敬老会補助金 88,200 90,800 2,600 

3.文化祭補助金 50,000 50,000 

4.体育振興補助金 31,400 30,000 

2.使 用 料 1.会場備品使用料 6,900 3,000 3,900 

3.事業収入 1.事 業 収 入 0 180,000 180,000 県道草刈り 

4.寄 付 金 1.寄 付 金 140,000 140,000 二名地区 

5.雑 収 入 
1.預 金 利 子 686 2,000 

1,847 

1,314 

空きビン、電話代 2.その他雑収入 3,210 1,363 

6.繰 越 金 l.繰 越 金 433,737 433,737 

7.特別収入 1.特 別 収 入 8,000 0 8,000 花代 

収 入 合 計 1,162,933 1,340,000 15,147 192,214 △177,067 

項 目 

本年度 決算額 本年度 予算額 

比 較 
説 明 

増 減 

1.会 議 費 
1.会 議

費 2.旅費 

104,850 110,000 5,150 役員会、運営委員会 

2.事 務 費 
l.事 務 費 5,000 5,000 

2,400 2.通 信 費 12,600 15,000 

3.施 設 費 

1.光熱費 2.水道費 3.電話料 14,609 26,070 20,000 30,000 

14,000 

5,391 3,930 

電気代 ガス、灯油 婦人会 

4.燃 料 費 12,461 30,000 

17,539 14,400 

5.修 繕 費 74,000 60,000 

6.備 品 費 10,600 25,000 

7.清 掃

費 8.管理 費 

10,000 10,000 

4.事 業 費 

1.報 償

費 2.消耗品質 
0 5,000 5,000 

タクシー、交際費 

3.県道草刈 り 0 60,000 60,000 

4.公民館祭 り 53,570 100,000 

46,430 17,900 

5.研 修 費 30,000 30,000 

6.体育活動費 132,100 150,000 

7.敬老会費 8.使用料及借上料 9.グループ育成費 211,636 101,900 230,000 140,000 18,364 38,100 

10.雑 費 7,560 10,000 2,440 

5,人 件 費 1.役 員 手 当 

6・鰯金及び 1・患担禽及蓋 
31,400 30,000 1,400 父二峰地区連絡協議会 

7.積 立 金 1.積 立 金 

8.予 備 費 1.予 備 費 280,000 280,000 

支 出 合 計 838,356 1,340,000 15,400 517,044 △501.644 

収入合計1,162,933円一支出合計838,356円こ324,577円(昭和63年度へ繰越)
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ア

青

年

団

は
じ

め

に

戦
後
、
青
年
た
ち
は
、

活
動
の
推
進
力
と
な
り
、

育

民
主
国
家
の
建
設
を
め
ざ
し
て
各
地
域
に
お
け
る
公
民
館

男
女
同
権
の
立
場
に
立
っ
た
青
年
団
を
大
字
単
位
に
結
成

し
た
。
や
が
て
、
旧
町
村
単
位
に
青
年
団
が
結
成
さ
れ
、
封
建
制
度
の
打
破
を
う
っ

た
え
、
明
る
い
町
づ
く
り
、
村
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
地
域
青
年
団
と
し
て
発
足
し

た
。昭

和
二
一
年
(
一
九
四
六
)
二
月
五
日
、
上
浮
穴
郡
連
合
青
年
団
の
結
成
式
が
旧
父

二
峰
村
で
行
わ
れ
た
。
郡
連
青
を
建
て
直
す
と
と
も
に
新
し
い
日
本
の
建
設
の
た
め

に
、
青
年
が
立
ち
あ
が
る
べ
き
だ
と
い
う
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
、
県
連
合
青
年
団
に
も
加
盟
し
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
農
村
青
年
を
と
り
ま
く
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
動
し

て
い
っ
た
。
日
本
経
済
の
め
ざ
ま

し
い
発
展
に
よ
っ
て
、
第
一
次
産

業
と
第
二
・
三
次
産
業
と
の
間
に

著
し
い
所
得
格
差
が
生
じ
、
急
速

に
青
年
の
離
村
が
相
つ
い
だ
。
こ

の
よ
う
な
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の

『
地
す
べ
り
的
移
動
』
と
も
言
え

る
現
象
は
、
地
域
青
年
団
を
支
え

て
い
た
農
業
青
年
の
減
少
を
生
じ
、

青
年
団
組
織
の
再
編
成
を
余
儀
な

昭
和
三
五
年

昭
和
三
四
年

昭
和
三
三
年

昭
和
三
二
年

昭
和
三
一
年

昭
和
三
〇
年

在村青年の減少状況(青年数/人口)

%

0
0

七
八
四

く
す
る
な
ど
活
動
の
転
機
を
も
た
ら
し
た
。

昭
和
三
四
年
、
町
村
合
併
に
よ
り
、
久
万
、
川
瀬
、
父
二
峰
の
単
位
青
年
団
は
、

久
万
町
青
年
団
協
議
会
を
つ
く
っ
て
運
営
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
六
年
、
『
久
万
町

青
年
団
』
を
結
成
し
た
。
以
来
、
活
動
の
休
止
・
再
発
足
・
統
合
を
経
て
、
現
在
は

明
神
・
久
万
・
畑
野
川
・
直
瀬
・
父
二
峰
の
五
分
団
で
構
成
し
て
い
る
。

郡
連
合
青
年
団
は
、
当
初
、
県
連
合
青
年
団
に
所
属
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
八
年
、

県
連
青
が
思
想
的
に
偏
し
て
お
り
、
討
論
の
末
、
正
常
な
活
動
が
で
き
な
い
と
し
て

脱
退
し
、
解
散
し
た
。
昭
和
四
〇
年
八
月
、
上
浮
穴
郡
青
年
団
協
議
会
を
組
織
し
た

が
、
歩
調
が
そ
ろ
わ
ず
、
翌
年
一
〇
月
、
ま
た
も
解
散
し
た
。
し
か
し
、
久
万
町
青

年
団
は
、
同
月
、
昭
和
三
八
年
に
発
足
し
た
愛
媛
県
青
年
団
連
合
会
に
単
独
で
加
盟

し
た
。
昭
和
四
二
年
に
は
、
上
浮
穴
連
合
青
年
団
が
再
び
編
成
さ
れ
、
愛
育
連
に
加

盟
し
、
上
部
組
織
の
混
乱
期
は
終
わ
っ
た
。

活
動
内
容

昭
和
二
〇
年
代
は
、
青
年
相
互
の
親
睦
を
は
か
り
、
教
養
を
深
め
る
た
め
に
文
集

を
作
り
、
歌
ご
え
活
動
を
盛
ん
に
行
っ
た
。
特
に
、
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
冬
の
演

劇
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
青
年
団
の
慣
行
的
行
事
と
な
っ
た
。
ま
た
、
各
種
の
研
修

会
や
弁
論
大
会
で
は
民
主
主
義
に
つ
い
て
も
大
い
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

久
万
町
青
年
団
協
議
会
の
時
代
に
は
、
政
治
問
題
の
研
修
や
文
化
面
の
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
等
に
力
を
注
ぎ
、
各
単
位
団
は
一
丸
と
な
っ
て
組
織
の
充
実
に
努
め
た
。

昭
和
三
六
年
、
大
野
弘
氏
(
明
神
分
団
)
が
、
久
万
町
青
年
団
の
初
代
団
長
に
な

り
、
団
則
を
決
定
し
た
。
各
単
位
団
訪
問
や
第
一
回
久
万
町
青
年
団
ス
ポ
ー
ツ
祭
・

第
一
回
駅
伝
大
会
等
が
始
ま
っ
た
。
翌
三
七
年
に
は
、
演
劇
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、

各
単
位
団
で
研
究
し
た
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
し
合
っ
た
。
ま
た
、
二
月
に
は
、



女
子
青
年
団
員
研
修
会
も
実
施
さ
れ
た
。

昭
和
三
九
年
に
は
、
久
万
町
青
年
団
祭
が
開
か
れ
、
仲
間
同
志
の
自
由
な
意
見
発

表
や
音
楽
発
表
が
行
わ
れ
た
。
同
年
に
町
田
に
は
じ
め
て
の
機
関
誌
が
発
刊
さ
れ
た
。

昭
和
四
〇
年
に
は
、
愛
媛
駅
伝
へ
初
参
加
し
、
昭
和
四
六
年
に
は
、
県
駅
伝
や
ク

ラ
ブ
駅
伝
で
二
部
へ
上
が
る
こ
と
が
さ
わ
が
れ
、
久
万
町
青
年
団
の
名
前
が
県
下
に

広
ま
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん
に
な
り
、
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
祭
・
県
ク
ラ
ブ
陸
上

競
技
大
会
へ

『
久
万
ク
ラ
ブ
』
名
で
参
加
し
、
数
々
の
試
合
経
験
を
積
ん
だ
。

昭
和
四
七
年
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
学
習
活
動
を
並
行
さ
せ
よ
う
と
年
間
五
回

の
久
万
町
中
央
青
年
講
座
を
実
施
し
、
青
年
リ
ー
ダ
1
づ
く
り
に
努
め
た
。
し
か
し
、

社
会
の
進
展
は
、
青
年
の
連
帯
感
や
意
識
に
ま
で
変
化
を
も
た
ら
し
、
団
員
数
が
減

少
し
た
。
そ
こ
で
、
翌
年
に
は
大
幅
な
団
則
改
正
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
一
年
に
は
、
新
し
く
優
勝
旗
と
団
旗
を
購
入
し
た
。

他
郡
市
の
青
年
団
と
も
交
流
し
、
昭
和
四
四
年
に
は
重
信
町
青
年
団
と
、
昭
和
五

二
年
に
は
、
姉
妹
公
民
館
で
あ
る
伊
方
町
の
青
年
団
と
も
交
流
し
、
青
年
問
題
に
つ

い
て
研
修
し
た
。
ま
た
、
国
内
研
修
と
し
て
、
昭
和
五
二
年
に
、
大
分
県
を
訪
ね
山

香
町
青
年
団
と
交
流
し
た
。
昭
和
五
四
年
に
は
、
熊
本
県
・
沖
縄
県
の
青
年
団
を
迎

え
て
研
修
活
動
を
行
っ
た
。

昭
和
五
七
・
五
八
年
に
は
、
県
内
の
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
を
集
め
て
、
『
久
万
高

原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
催
し
た
。
あ
い
に
く
、
両
年
と
も
雨
に
降
ら
れ
た

が
久
万
町
青
年
団
の
意
気
の
あ
る
と
こ
ろ
を
見
せ
た
。

昭
和
六
一
年
に
、
子
供
会
と
合
同
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ

と
め
た
。

課

題

青
年
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
・
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
現
在
、
青
年
団
活

動
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
。
個
人
の
活
動
を
中
心
に
多
種
多
様
な

内
容
を
持
つ
行
事
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

旧
町
村
青
年
団
長

年 度地 区 名 

8 

五 四三二一〇九八七六五四三二一〇 

◎ 

久 万 町 

真大大倉滝水古佐高山 日 日 宇石小相 

木野野桶野谷谷伯岡 内野野宮丸西原 

孝隆隆芳安売文正晋正嘉嘉 智義芳 

志則則友男一雄俊作昭彦彦茂弘貞愛 

玉竹西石和中中西西西上西谷竹 父 

水井本本泉 岡 島岡岡 田 岡 田 口 内 

峰 村 

寿 司 忠恩恵俊忠溝智 

清弘隆清人登淳義義義信義一夫 

◎ 
川 菅大浅大石佐高大岡 日 渡坂渡 日 石 

野井西 田伯 岡西 野都本部野丸 

願 村 

高正一武佐公 武作一鬼親鬼直雄 
郎 々 太 子 子 二 

夫照治志雄康伝志郎清雄信雄親郎 

第
二
章

社
会
教
育

七
八
五
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久
万
町
青
年
団
協
議
会
長

六 六 六 六 五 五 五五五五五五 五 五 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 三 三 三 三 年 度 

三二一〇九八 七六五四三二一〇九八七六五四三二一〇九人七六 
役 名 

藤長長正岡中大西光植字鈴鈴鈴吉 日中松坂山岡西窪渡大正井大大 

団 長 

原田田岡 川野岡田本部木木木田野岡岡本本 尾田部野岡上野野 
宮 

浩賢賢知和 真 誠 洋洋正邦修峰
好信信道正浩良邦徳健 光治浩司清博正登健一正一一登博三照功直久一尊雄美一夫義二弘 

和藤藤青竹 田原原木内 加西山近坂日吉鈴大鈴中坂田岡用土大小成菅岡 藤岡内藤本野田木嶋木岡本中田井居野倉本山 

副 団 長 

雅浩浩道利 志光光一幸 

博真 正 修邦順洋正峰好 範安紀健憲
忠真 副登弘信滋三博浩一登照直力英隆弘二雄弘夫一 

青中中大古 木野野本田 加八八 寿千千里泰 

長井棟明山菅片管用橋日山中日大田石二山久露 田上田神内岡崎本野口原野野村丸神岡保ロ 津紀美み栄ひ富み 喜
由津 都美和友京さ美と明土博ど順順美信京栄順美有 

美江江美子 江代子子子え子み子子実 り 子子代子子子栄子子 

重利和和中 光山近正枝正 土大鈴西名 田岡 日 渡窪 

事 務 

藤 田 田 田川 田内藤岡崎同 居原木山智中田野都田 

雅雅雅 栄志志志博 

正久鳴健 道明正健清
範益清正 健弘信雄海司弘義登二澄力英博美雄 局 長 

七
八
六

イ

青
少
年
育
成
セ
ン
タ
I

青
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、
健
全
に
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
八
年

四
月
一
日
に
発
足
し
た
。

数
年
前
よ
り
、
青
少
年
の
非
行
が
、
戦
後
第
三
の
ピ
ー
ク
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
激

増
し
た
。
第
一
の
ピ
ー
ク
は
、
終
戦
直
後
の
混
乱
期
で
、
物
の
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。

第
二
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
三
六
、
七
年
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
五
年
に
起
こ
っ
た

朝
鮮
戦
争
以
来
、
特
需
景
気
も
あ
っ
て
、
日
本
全
体
が
経
済
的
に
大
き
く
躍
進
し
は

じ
め
た
。
が
、
三
二
年
に
は
経
済
も
落
ち
込
み

『
な
べ
底
景
気
』
と
い
わ
れ
る
ま
で

に
な
っ
た
。
三
五
年
に
池
田
勇
人
が
総
理
大
臣
に
就
任
し
、
三
六
年
に
国
民
所
得
倍

増
計
画
を
決
定
し
た
。
高
度
成
長
路
線
が
ス
タ
ー
ト
す
る
や
、
貧
富
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
『
貧
乏
人
は
麦
飯
を
食
え
』
と
い
う
こ
と
ば
ま
で
生
ま

れ
て
き
た
。
三
〇
年
こ
ろ
か
ら
、
青
少
年
の
間
に
広
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
、
無
軌
道
・

不
道
徳
な
行
為
が
、
三
五
、
六
年
こ
ろ
か
ら
上
昇
し
は
じ
め
、
貧
富
の
差
の
拡
大
に

伴
っ
て
大
幅
に
、
青
少
年
の
非
行
が
増
加
し
て
い
っ
た
。

第
三
の
ピ
ー
ク
は
、
消
費
は
美
徳
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
使
い
捨
て
の
時
代
を
経
、

国
民
の
九
割
が
中
流
意
識
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、
昭
和
五
六
、

七
年
こ
ろ
よ
り
青
少
年
の
非
行
は
享
楽
的
、
暴
力
的
と
な
っ
て
き
た
。

五
五
年
に
は
栃
木
県
や
徳
島
県
で
、
小
・
中
学
生
に
よ
る
殺
人
、
三
重
県
で
は
中

学
生
が
集
団
で
一
一
人
の
教
師
に
暴
力
を
ふ
る
う
事
件
が
起
き
た
。
神
奈
川
県
で
は
、

中
学
生
が
両
親
を
金
属
バ
ッ
ト
で
撲
殺
す
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
起
き
た
。
こ
う
し
た

事
件
は
、
年
と
共
に
増
加
し
、
五
八
年
入
る
と
、
家
庭
内
暴
力
、
校
内
暴
力
に
と
ど

ま
ら
ず
、
横
浜
で
一
〇
人
の
少
年
が
浮
浪
者
を
襲
撃
し
て
死
亡
さ
せ
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
た
。
こ
の
よ
う
に
凶
悪
化
・
狂
暴
化
す
る
と
同
時
に
、
シ



ン
ナ
ー
遊
び
や
麻
薬
に
よ
る
事
件
を
は
じ
め
、
性
非
行
な
ど
も
急
増
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
青
少
年
の
非
行
を
、
な
ん
と
か
し
て
防
止
し
ょ
う
と
し
て
誕
生
し
た
の

が

「
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
」

で
あ
る
。

青
少
年
の
非
行
は
、
今
や
楽
観
視
・
傍
観
視
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。
全
国
的
な

潮
流
を
背
景
に
し
て
、
い
つ
、
こ
の
平
和
郷
で
も
問
題
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。

問
題
が
起
き
て
か
ら
で
ほ
お
そ
い
。
次
の
世
代
を
背
負
っ
て
立
つ
青
少
年
を
非
行
か

ら
守
り
、
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、
町
内
の
社
会
教
育
諸
団
体
、
教
育
関
係
諸
機

久万 町 役場
町民 福祉課

久万町青少年育成センター組織図

久万町教育委員会

久万町青少年育成センター

事 務 局

久 万警察署
防 犯 課

青少年育成センター運営協議会

青少 年 育 成 委 員 会

青少年育成委員

久
万
町
P
T
A
連
絡
協
議
会

久
万
町
愛
護
班
連
絡
協
議
会

久
万
町
幼
保
・
小
中
・
高
校

久

万

町

公

民

館

久

万

町

青

年

団

久

万

町

壮

年

会

久

万

町

婦

人

会

久
万

町
老
人
ク
ラ
ブ

久

万

町

体

育
協
会

久

万

町

文

化
協
会

久
万
地
区
防
犯
協
会

更

生

保

護

婦
人
会

上

浮

穴

保

護
司
会

町 内 会
(住 民)

青 少 年

関
の
関
係
者
で
委
員
会
を
組
織
し
、
有

害
環
境
の
除
去
、
家
庭
教
育
へ
の
援
助

と
教
育
相
談
活
動
な
ど
を
強
力
に
推
進

し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

お
り
し
も
、
一
〇
月
に
、
町
内
で
も
、

い
じ
め
に
よ
る
猟
銃
発
砲
事
件
が
起
こ

り
、
こ
の
運
動
に
よ
り
多
く
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を
、
健
全
で
明

る
い
青
少
年
が
育
つ
、
住
み
よ
い
町
に

す
る
た
め
に
、
家
庭
教
育
を
基
盤
と
し

て
、
家
庭
・
学
校
・
社
会
が
相
提
携
し
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
を
分

担
し
な
が
ら
、
全
人
的
な
人
間
形
成
を

図
る
目
的
で
、
積
極
的
な
活
動
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

六
三
年
度
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
事

業
方
針
並
び
に
事
業
実
績
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
青
少
年
健
全
育
成
の
活
動

日

健
全
で
明
る
い
家
庭
づ
く
り

の
推
進

臼

青
少
年
団
体
育
成
活
動
、
青
少

環境浄化活動の一環としての危険か所の点検有害環境の点検
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七
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年
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
推
進
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
子
供
会
の
育
成

臼

あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

㈲

啓
発
活
動
の
推
進

二

青
少
年
の
非
行
防
止
活
動

日

補
導
活
動
の
推
進

臼

関
係
機
関
団
体
と
の
連
帯
強
化

e

環
境
浄
化
活
動
の
推
進

㈲

青
少
年
の
相
談
に
関
す
る
こ
と

三

公
民
館
を
中
核
と
し
た
愛
護
班
・
P
T
A
活
動
の
推
進

四

事

業

実

績

九 八 七 六 五 四 月 

研四 県県青町 第 

墓室 研 

第 久 

協 議 会 研 修 ∠ゝ 

修国 会地 区 少 年 補 三三三三三 回 運 (営 二協 ○議 万 町 育 成 委 員 

導 

会擢香 る) 
日会 研 

委 員 修 会 

) 

修 会 

云 

あ ふふ高 研久研子 ふ研指子 花青 三富 

し、 

書誌 
修万修供 る修導供 い少 

目 少 年 健 全 育 成 事 業 

さ 会町会会 さ会者会 つ年 

つ 運 動 の 

藷 旦亘覆 

寵二管 ぱ地 い域 運活 動動 

推 進 ≡精華箕 

務 
(〈青 防 圭 

る青強少 

犯 ノヾ ト 

目 少 年 斐 

町少調年 

鶉 

民年月を 
会 日 ロ 

議非〉行 l 

†丁 防 止 事 業 

)行 か ル 

か ら 

三動 ら 守 
) 守 る 

年 間 
一 ー 一 一 一 
ー 一 一 一 くつ 

視毎非毎広 
愛 愛第 育 連四青 育県 第 

指護 護四 成 

誓曇曇 

成補 三 
祭月行月報 導班 

翳 

委 委導 回 

日第か五く 者達 貝 員委 運 
の三ら日ま 研絡 研 研員 営 
国日守『ま 修協 修 修研(協 
旗躍る子ち 会議 会 会修一議 
掲日日供・ 

)生旺 
会 :王こi ( 会三会 

揚『のハ、、 家の目線 庭推・故 の進防送 

日 ) タ大 l会 

日 ) 

高ふ 懇地 青 

日犯に 』のて の日啓 推・発 進高、 齢広 者報 訪 ア 研 籍 
問 の 日 

修 成 間 

春 冬 
』 

休 み 育 休 み 育 

五 成 成 
日 巡 巡 

( 少 年 を 

視 活 動 視 活 動 

4

婦
人
教
育
(
婦
人
会
)

ア

は

じ

め

に

大
正
二
一
年
の
関
東
大
震
災
後
の
人
心
の
不
安
や
動
揺
と
と
も
に
激
化
し
っ
つ
あ

る
思
想
問
題
を
背
景
に
し
て
、
同
年
一
一
月
に

「
国
民
精
神
振
興
二
関
ス
ル
詔
書
」

が
発
せ
ら
れ
、
各
団
体
が
提
携
し
国
民
精
神
の
高
揚
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
部
省
は
、
社
会
教
育
局
を
新
設
し
、
そ
れ
ら
の
運
動
を
推
進
す
る
一
方
、
「
公
民

教
育
講
座
」
等
を
奨
励
し
た
。
文
部
省
は
、
婦
人
教
育
、
母
親
教
育
に
つ
い
て
力
を

入
れ
始
め
、
昭
和
五
年
一
二
月
、
「
家
庭
教
育
振
興
二
関
ス
ル
訓
令
」
を
発
し
、
全
国

の
婦
人
団
体
の
連
携
と
婦
人
の
教
養
を
高
め
、
家
庭
の
振
興
、
家
庭
生
活
の
改
善
に



寄
与
し
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
府
県
の
連
合
体
を
単
位
と
し
た
「
大
日
本
聯
合
婦

人
会
」

を
組
織
し
た
。

満
州
事
変
後
、
婦
人
団
体
も
戦
争
遂
行
と
い
う
国
の
方
針
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
、

各
町
村
に
支
部
や
分
会
を
持
つ
大
日
本
国
防
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
た
。

本
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
一
二
年
に
各
旧
町
村
単
位
に
組
織
さ
れ
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
に
入
っ
て
か
ら
は
出
征
軍
人
の
見
送
り
、
遺
家
族
の
慰
安
や
手
伝
い
、
慰
問

袋
の
発
送
な
ど
の
活
動
を
行
っ
た
。
服
装
は
、
白
エ
プ
ロ
ン
に
白
地
に
黒
で

「
大
日

本
国
防
婦
人
会
○
○
支
部
」

と
書
い
た
タ
ス
キ
を
か
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

イ

活
動
内
容

敗
戦
と
と
も
に
国
防
婦
人
会
は
解
散
し
、
新
し
く
地
域
婦
人
会
と
し
て
衣
が
え
を

し
て
発
足
し
た
が
、
戦
後
の
混
乱
期
で
も
あ
っ
た
た
め
見
る
べ
き
活
動
も
行
わ
れ
な

い
ま
ま
数
年
が
過
ぎ
た
。
昭
和
二
三
、
四
年
こ
ろ
か
ら
、
婦
人
会
で
農
村
の
封
建
性

の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
研
修
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
、
家
族
の
人
間
関
係
、

な
か
で
も
嫁
と
姑
の
あ
り
方
が
問
題
視
さ
れ
た
。
昭
和
二
七
年
に
川
瀬
村
に
お
い
て

実
験
婦
人
学
級
が
設
け
ら
れ
、
婦
人
層
の
関
心
を
呼
び
、
翌
年
、
村
の
各
地
域
で
開

設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、
他
町
村
に
お
い
て
も
婦
人
層
を
対
象
に
し
た

学
習
の
場
が
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
二
七
年
ご
ろ
か
ら
全
町
的

に
幼
児
教
育
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
就
学
前
の
教
育
と
し
て
、

幼
児
教
育
の
充
実
を
先
ず
婦
人
会
が
中
心
に
な
っ
て
働
き
か
け
た
。
昭
和
二
八
年
に

は
畑
野
川
婦
人
会
が
、
当
時
畑
野
川
中
学
校
長
で
あ
っ
た
大
野
常
治
郎
氏
ら
の
協
力

を
え
て
郡
内
で
は
じ
め
て
試
験
的
に
幼
児
教
育
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
各
地
区
で

実
施
し
、
昭
和
三
〇
年
旧
久
万
町
で
は
町
立
の
幼
児
学
級
と
し
て
は
じ
め
て
発
足
さ

せ
て
い
る
。

第
二
章

社
会
教
育

昭
和
三
〇
年
末
、
愛
媛
県
に
食
生
活
改
善
運
動
推
進
協
議
会
が
設
け
ら
れ
た
。
郡

内
に
は
支
部
が
置
か
れ
、
こ
の
運
動
が
強
力
に
推
進
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
食
生

活
の
改
善
を
通
じ
て
暮
ら
し
を
豊
か
に
、
そ
し
て
明
る
く
し
よ
う
と
す
る
ね
ら
い
の

も
と
に
進
め
ら
れ
た
。

昭
和
三
四
年
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
、
旧
町
村
婦
人
会
は
協
議
会
を
結
成
し
、
新

方
向
へ
の
態
勢
を
と
と
の
え
た
。
翌
三
六
年
に
は
、
明
神
、
久
万
、
川
瀬
、
父
二
峰

の
旧
婦
人
会
は
発
展
的
に
解
散
し
て
、
久
万
町
婦
人
会
を
組
織
し
た
。
そ
し
て
、
第

一
回
久
万
町
婦
人
大
会
を
一
月
に
開
催
し
た
。
そ
の
後
婦
人
会
活
動
で
は
、
時
代
の

進
展
と
と
も
に
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
し
た
内
容
の
も
の
を
取
り
上
げ
て
研
修
し
て
き
た
。

健
全
な
消
費
者
の
あ
り
方
、
青
少
年
健
全
育
成
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
交
通
安
全
運

動
、
健
康
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
習
を
進
め
、
そ
の
実
践
化
を
図
っ
て
き
た
の
で
あ

第1回婦人大会(久万中体育館)

る
。昭

和
三
八
年
、
生
活
改
善
運
動
推

進
協
議
会
を
生
活
運
動
推
進
協
議
会

と
改
称
し
、
個
人
の
知
識
や
努
力
で

は
解
決
で
き
な
い
生
活
課
題
解
決
の

た
め
に
、
生
活
の
主
張
、
生
活
と
経

済
、
社
会
連
帯
感
の
三
点
を
強
化
す

る
運
動
を
開
始
し
た
。
こ
の
運
動
は

婦
人
会
活
動
と
表
裏
一
体
の
形
で
進

め
ら
れ
た
。

昭
和
四
二
年
に
は
、
支
部
活
動
に

重
点
が
お
か
れ
、
一
学
級
一
課
題
を

七
八
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ス
ロ
ー
ガ
ン
に
婦
人
学
級
で
の
研
修
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
婦
人
教
育
の
底
辺
拡
大

を
め
ざ
し
た
活
動
で
あ
っ
た
。
環
境
美
化
運
動
の
一
つ
と
し
て
、
各
支
部
ご
と
に
河

川
清
掃
を
行
っ
た
り
、
他
団
体
と
の
連
携
体
制
づ
く
り
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
貯
蓄

推
進
や
家
計
簿
の
記
帳
と
共
同
購
入
な
ど
年
間
を
通
し
て
学
習
活
動
を
進
め
た
り
し

た
。昭

和
四
七
年
か
ら
は
、
役
員
会
と
あ
わ
せ
て
婦
人
大
学
を
開
催
し
た
。
変
化
の
激

し
い
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
広
い
視
野
と
感
覚
を
学
び
、
指
導
者
と
し
て
の
心
構

え
を
強
め
、
自
主
的
活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
な
婦
人
会
を
め
ざ
し
た
。

昭
和
四
八
年
、
現
在
の
町
民
館
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

充
実
し
た
一
般
教
養
の
学
習
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
婦
人
大
学
な
ど
の
一
般
教
養
講

座
の
他
、
料
理
講
習
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
も
町
民
館
中
心
に
行
わ
れ
始
め
た
。
婦

人
大
会
場
も
久
万
公
民
館
、
役
場
か
ら
町
民
館
へ
と
移
っ
て
き
た
。
充
実
し
た
施
設

を
利
用
し
て
個
々
の
婦
人
の
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
よ
り
す
ぼ
ら
し
い
婦
人
会

を
つ
く
る
た
め
に
現
在
も
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
五
一
年
、
婦
人
会
の
大
き
な
目
標
で
あ
っ
た
生
活
の
簡
素
化
を
軸
と
し
た
生

活
改
善
運
動
を
婦
人
会
活
動
と
し
て
と
り
あ
げ
、
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
。
そ
の

一
つ
と
し
て
、
新
し
い
生
活
改
善
に
よ
る
会
費
制
結
婚
式
の
推
進
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
は
、
現
在
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
二
年
に
行

わ
れ
た
成
人
式
か
ら
、
服
装
の
コ
ン
ク
ー
ル
化
の
傾
向
が
あ
る
と
し
、
服
装
の
簡
素

化
を
婦
人
会
活
動
と
し
て
と
り
あ
げ
て
い
る
。
現
在
も
そ
の
改
善
に
つ
い
て
は
婦
人

会
活
動
の
課
題
と
し
て
大
き
く
と
ら
え
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

昭
和
五
五
年
、
青
少
年
の
健
全
育
成
は
ま
ず
親
子
の
話
し
あ
い
か
ら
、
と
そ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
「
家
庭
の
日
」

の
見
直
し
を
始
め
た
。
昭
和
四
一
年
五
月
五
日

七
九
〇

に
決
定
し
た
家
庭
の
日
を
毎
月
五
日
に
変
え
て
実
践
化
を
図
る
た
め
の
運
動
が
進
め

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
町
づ
く
り
は
、
健
全
な
青
少
年
の
育
成
な
く
し
て
は
考
え
ら
れ

な
い
。
そ
の
基
盤
は
家
庭
に
あ
り
、
家
庭
の
中
で
の
婦
人
の
役
割
に
は
大
き
な
も
の

が
あ
る
。
婦
人
会
活
動
の
中
で
、
特
に
、
「
家
庭
の
日
」
の
推
進
が
大
き
な
成
果
を
あ

げ
る
よ
う
に
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。

昭
和
五
八
年
、
会
員
の
増
強
と
健
康
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

各
支
部
活
動
の
な
か
で
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
普
及
に
力
を
注
い
で
き
た
。
そ
の

成
果
を
第
二
二
回
町
婦
人
大
会
で
披
露
す
べ
く
、
初
め
て
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催
し
た
。
大
会
は
、
笑
い
あ
り
、
激
励
あ
り
の
楽
し
い
も
の
と
な
り
、
参

加
者
か
ら
は
、
今
後
も
ぜ
ひ
続
け
た
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
年
々
盛
ん
に
な
り
、
会
員
は
増
加
し
、
人
間
関
係

づ
く
り
に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

最
近
は
、
産
業
経
済
の
多
種
多
様
化
に
伴
な
い
、
就
労
婦
人
が
多
く
な
っ
き
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
学
級
活
動
へ
の
参
加
が
難
し
く
な
り
、
婦
人
団
体
活
動
に
さ
ま

ざ
ま
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
事
の
増
大
、
活
動
分
野
の
拡
大
に
よ
り

役
員
の
負
担
が
過
重
と
な
っ
て
、
役
員
に
な
り
手
が
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
更

に
、
趣
味
活
動
を
中
心
と
し
た
自
主
的
サ
ー
ク
ル
活
動
の
増
加
に
よ
り
、
好
き
な
活

動
の
み
に
参
加
す
る
傾
向
も
あ
る
。
今
後
、
こ
う
し
た
自
己
志
向
か
ら
共
存
志
向
に

目
を
向
け
て
い
く
た
め
の
指
導
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。



昭和62年度収支決算書
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費 目 

本年度 決算額 (円) 前年度 予算額 (円) 

比 較 
説 明 

増(円) 減(円) 

繰 越 金 22,429 22,429 0 0 前年度より 

会 費 275,400 270,000 5,400 600円×459 

事業収入 64,590 30,000 34,590 物品販売リベート 

補 助 金 
250,000 250,000 0 0 町助成金 

30,000 30,000 0 0 郡補助金 

雑 収 入 34,251 5タ000 29,251 預金利子、前年度町大会残金 

計 676,670 607,429 62,941 0 

費 目 

本年度 決算額 (円) 前年度 予算額 (円) 

比 較 
説 明 

増(円) 減(円) 

大 会 賞 225,498 240,000 14,502 

運動会
69,468 町大会120,000 

会 議 費 19,900 20,000 100 役員会・支部長会 

旅 費 30,520 20,000 10,520 

報 償 費 25,000 25,000 0 0 役員手当 

事 務 費 8,000 8タ000 0 0 印刷費他 

研 修 費 
70,000 70,000 0 0 役員研修・熟年学級外 

30,000 30,000 0 0 郡委託事業費 

助 成 費 137,700 135,000 2,700 支部助成金 

負 担 金 9,000 9,000 0 0 郡負担金 

交流会費 89,510 40,000 49,510 レクバレー2回 

賛 助 費 3,000 5,000 2,000 納涼まつり 

予 備 費 10,790 5,429 5,361 お 悔 

計 658,918 607,429 68,091 16,602 

収入合計676,670-支出合計658,918二17,752 (昭和63年度へ繰越)
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久
万
町
婦
人
会
会
長
・
副
会
長
一
覧
表

七
九
二

四 四 四 四 四 四 四 四 四 年 
八 七 六 五 四 一 ○ 九 ノ\ 七 六 五 四 度 

小 小 土 土 大 土 秋 岡 岡 小 小 小 小 小 小 会 

田 田 居 居 野 居 田 田 田 椋 椋 椋 椋 椋 椋 長 

絹 絹 
ノ リ 

千 
キ ク 

千 
タ “-マ 

時 時 ヒ ヒ ヒ ヒ ヒ ヒ 氏 

子 子 エ 恵 エ 恵 子 子 子 一、ヽ T ●--、ヽ ブ● -、ヽ T 一一←ヽ T 一〇ヽヽ T ●-←ヽ T 名 

野 野 久 久 

上 直 瀬 

久 
上 畑 

久 久 久 久 久 久 
所 属 

尻 尻 万 万 万 野 川 名 名 万 万 万 万 万 万 支 部 

矢中小 河日中 高三小 成波小 上白小 玉大小 三大三 秋土中 金秋越 菅桃 菅岡鈴 字 山石名 副 

内椋倉 野野倉 輪 岡田倉 本部倉 居石倉 泉野倉 輪 田野宅 団居倉 子田智 枝 田木 

都 富 男 

之 内田智 

会 長 氏 

弘花幸 ヒ笑幸 
テ八幸 レ 

空事 千た幸 
マキ幸 スク 八ナ澄 重さ 

タ千幸 マ 梅タと マみ マ露 サ マ時登 サ 千和談 鶴歌 

美恵子 ロ 子子子 /童 子子子 ス ノ子子 ス 恵ミ子 ミエ子 子子子 子恵子 子子子 子子 子子代 子子子 名 

露下明 父下明 上溶明 二上明 久露明 父上明 溶明久 上久明 明上野 下露 下二神 明 明二上 所 

直 璃 直 

) 

野庭 

I i 

直 直 

I 

方略神 合神万 神 峰瀬神 川iI神 瀬合神 名川神 川瀬神 川万神 神I=尻 瀬峰 瀬名明 神名川 部 

四 六 六 
六 〇」」_ 

七 八 ノ\ 九 八 ノ\ 

一 一 一 一 一 会 

○ 四 員 
七 

〇 五 五 ノ\ ○ ○ 

○ 

五 〇 四 人 八 
○ 

○ ○ 五 〇 五 〇 数 

六 六 六 六 五 五 五 
五 一_」 

五 五 五 五 五 五 四 年 
一 一 ○ 九 八 七 ノ\ 五 四 一 ○ 九 度 

玉 

菅 敦 背 教 背 教 菅 敦 背 教 背 教 菅 敦 背 教 背 教 

小 小 小 小 小 会 

水 倉 倉 倉 田 田 長 

繁 幸 幸 幸 絹 縞 氏 

子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 子 名 

父 野 川 

久 久 久 久 久 久 久 久 久 明 明 明 野 野 
所 属 

万 万 万 万 万 万 万 万 万 神 神 神 尻 尻 支 部 

染岡 玉高 玉高 波神 渡神 石西 菅西 上演 上渡 西日 宮山 山中 山玉 坂筒中 土中小 副 

次 水岡 水岡 部西 部西 崎岡 岡 岡部 岡部 本野 脇内 内野 内泉 本井倉 居横倉 

会 長 氏 

探勝 繁慶 繁慶 勝八 勝八 美久 ト久 ツ良 ツ良 百サ 恒愛 愛千 サヤ 美ヒ幸 え花幸 
苗 ク ヤ ヤ Aッ カス サ つ 

千千 子子 子子 子子 子子 lな∧ 子恵 エ恵 子子 子子 口 子キ 子子 子子 エ子 子王子 子恵子 名 

久下 父上 父上 下二 下二 下露 下露 父上 父上 落下 二下 下露 上父 落下明 二下明 所 

直 野直 野直 
畑 野 畑 野 

直 直 璃 璃 畑 野 

直 彊 艶 畑 野 

直 
属 支 

万瀬 川瀬 川瀬 川名 川名 瀬峰 瀬峰 用ii 川川 合川 名瀬 願峰 川川 合川神 名瀬神 部 

四 四 四 四 五 五 五 四 四 四 八 四 五 五 会 員 

五 七 九 九 ○ ○ ○ 九 九 八 八 ○ ○ 
数 ○ 五 八 五 五 ○ 九 ○ 五 ○ ○ 五 五 五 
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壮
年
教
育
(
壮
年
会
)

ア

は

じ

め

に

昭
和
四
六
年
、
社
会
教
育
審
議
会
は
、
そ
の
答
申
の
中
で
、
急
激
な
社
会
の
変
化

に
対
応
す
る
社
会
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
生
涯
教
育
の
必
要
性
を
示
唆
し
た
。

久
万
町
で
は
、
地
域
・
家
庭
で
中
核
と
な
っ
て
い
る
壮
年
(
三
〇
̃
六
〇
歳
)
層
の

自
主
的
組
織
を
結
成
し
て
、
生
産
に
必
要
な
知
識
技
能
を
身
に
つ
け
、
文
化
吸
収
と

仲
間
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
に
お
け
る
連
帯
意
識
の
育
成
に
つ
と
め
、
明
る
く
住

み
よ
い
町
づ
く
り
の
実
践
力
を
培
っ
て
い
こ
う
と

「
久
万
町
壮
年
会
」
を
結
成
す
る

久万町壮年会会員数

年度築 
明 神 久 万 畑野川 直 瀬 父二峰 計 

昭和 49年 

人 人 人 人 人 人 

132 110 80 146 128 596 

50年 95 138 77 122 88 520 

51年 99 94 76 124 71 464 

52年 97 106 74 70 85 432 

53年 110 136 86 121 95 548 

54年 115 123 86 99 110 533 

55年 117 137 95 85 116 550 

56年 119 123 98 115 118 573 

57年 136 112 103 115 118 584 

58年 105 133 97 114 115 564 

59年 99 125 101 95 107 527 

60年 96 125 87 77 107 492 

61年 80 122 85 84 104 475 

62年 60 121 84 82 105 452 

63年 67 112 85 79 101 444 

第
二
章

社
会
教
育

こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
四
九
年
二
月
一
四
日
、
各
地
区
の
壮
年
三
七
名
が
町
民
館
に
集
合
し
、
壮

年
会
結
成
準
備
委
員
会
を
開
催
し
た
。
結
成
趣
意
書
・
規
約
案
・
事
業
計
画
案
・
結

成
大
会
の
期
日
・
日
程
等
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
な
お
準
備
委
員
に
よ
っ
て
会
員
を

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
七
〇
一
名
の
加
入
を
み
た
。

一
二
月
一
五
日
、
結
成
大
会
を
会
員
二
二
二
名
の
出
席
を
得
て
開
催
し
、
熱
意
の

あ
る
討
論
が
な
さ
れ
、
こ
こ
に

「
久
万
町
壮
年
会
」
が
誕
生
し
た
。

イ

活
動
内
容

昭
和
四
九
年
度
、
初
め
て
壮
年
大
学
を
開
催
し
た
。

昭
和
五
〇
年
度
、
壮
年
大
学
、
年
間
五
回
昼
間
に
実
施
。
会
員
バ
ッ
ヂ
(
図
案
・
父

二
降
車
大
西
和
章
)
を
作
製
頒
布
し
た
。
機
関
紙
「
つ
な
が
り
」
を
年
四
回
発
行
し
始

め
た
。

昭
和
五
一
年
夏
、
壮
年
大
学
の
開
催
方
法
を
変
更
し
た
。
夜
間
に
町
民
館
で
三
回
、

昼
間
同
じ
く
町
民
館
で
一
回
、
各
分
会
で
一
回
の
計
五
回
と
し
た
。
壮
年
手
帳
の
配

布
を
始
め
た
。
各
分
会
で
地
下
足
袋
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
始
め
た
。

昭
和
五
二
年
度
、
壮
年
大
学
の
一
つ
と
し
て

「
町
づ
く
り
研
究
会
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
。
き
き
酒
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
。

昭
和
五
三
年
度
、
久
万
町
壮
年
議
会

「
久
万
町
の
将
来
を
考
え
る
」

を
実
施
し

た
。昭

和
五
四
年
度
、
第
一
回
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
中
央
大
会
を
実
施
し
、
久
万
分
会

が
優
勝
し
た
。
町
づ
く
り
討
論
会
を
行
っ
た
。

昭
和
五
五
年
度
、
昼
間
一
回
の
壮
年
大
学
を
中
止
し
、
久
万
分
会
で
も
巡
回
壮
年

大
学
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

七
九
三
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久万町壮年大会風景

昭
和
五
六
年
度
、
県
壮
年
連
絡
協

議
会
が
結
成
さ
れ
、
久
万
壮
年
会
の

佐
伯
正
俊
会
長
が
会
長
に
就
任
し
た
。

初
め
て
同
和
問
題
学
習
に
取
り
組
ん

だ
。
壮
年
会
の
歌
が
制
定
さ
れ
た
。

作
詞

大
田
正
志

作
曲

森
永
妙
子

昭
和
五
七
年
度
、
町
づ
く
り
シ
ン

ポ
ジ
ュ
ウ
ム

「
明
る
い
選
挙
を
ど
う

進
め
る
か
」

を
実
施
し
た
。
壮
年
会

の
歌
の
発
表
会
を
行
っ
た
。

昭
和
五
八
年
度
、
壮
年
会
結
成
一

○
周
年
を
記
念
す
る
行

事
を
盛
大
に
行
っ
た
。

久
万
町
壮
年
会
旗
の
制

定
。
一
〇
周
年
記
念
誌

「
一
〇
年
の
あ
ゆ
み
」

を
発
刊
し
た
。
「
上
方

演
芸
会
」

と
題
し
て
、

大
阪
よ
り
、
ザ
・
ポ
ン

チ
、
宮
川
大
助
・
花
子
、

久万町壮年会旗

マ
ジ
ッ
ク
中
島
、

昭和62年度久万町壮年会決算書

収入の部

項 目 金 額 備 考 

l 繰 越 金 円 245,687 

2 会 費 452,000 1,000×452 

3 補 助 金 371,000 町より 

4 雑 収 入 916 預金利子 

収 入 計 1,069,600 

項 名 金 額 備 考 

1 報 償 費 円 99,000 謝金等 

2 需 要 費 293,480 総会費及び手帳代等 

3 研 修 費 101,720 県交流研修費等 

4 印 刷 費 13,000 つながり等 

5 通 信 費 6,000 切手代等 

6 借 上 料 41,040 車借上 

7 分会育成費 226,000 500円×452人 

8 負 担 金 5,000 県壮連へ 

9 予 備 費 3,000 

支 出 計 788,240 

林
家
市
梁
を
招
い
て
地
域
の
人
々
に
観
賞

の
機
会
を
提
供
し
た
。

壮
年
会
は
、
地
域
の
教
育
・
産
業
・
文

化
の
進
歩
発
展
の
た
め
に
大
き
な
力
を
発

揮
し
て
い
る
。
森
林
組
合
、
農
協
商
工
組

合
等
で
の
活
躍
も
評
価
で
き
る
。

政
治
面
で
は
、
町
議
の
全
町
一
区
制
の

決
定
に
は
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
と
言
え

よ
う
。

機
関
紙
「
つ
な
が
り
」

の
発
行
、
各
種

会
合
に
お
け
る
壮
年
会
の
歌
の
斉
唱
、
実

践
綱
領
の
唱
和
は
会
員
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
と
共
に
志
気
を
高
め
て
い
る
。

久万町壮年会実践綱領

われわれ壮年会員は,連帯意識を高め,友愛と英知

と勇気をもって生活の向上をはかり、豊かで明るい町

をつくるために,次のことを実践します。

l 壮年会員は,すすんで学習活動に参加し,生活の

向上に努めます。

1 壮年会員は,ふるさとを愛し,豊かで明るい町づ

くりに努めます。

1 壮年会員は,親睦をはかり,豊かな心身づくりに

努めます。



久
万
町
壮
年
会
役
員
名
簿

56年度 55年度 53、54年度 51、52年度 S49、50年度 

年 度 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

役 

務 
∠ゝ 

務 
△. 

務 
∠ゝ 

務 
∠ゝ 

務 
∠ゝ 職 

局 
云 

局 
ブギ 

局 
ココ 

局 
王手 

局 
ここミ 

長 長 長 長 長 長 長 長 長 長 名 

大 和南中 佐 大 高中佐 岡 大 高中佐 岡 大 関大渡 高 大 関大渡 高 

本 ∠ゝ 

野 泉岡倉 伯 野 岡倉伯 田 野 岡倉伯 田 野 井野部 岡 野 井野部 岡 

隆 

司己 隼 人男清 

正 隆 

己正 年 男溝俊 

元 隆 

己正 年 男清俊 

元 隆 義和新 並 EI 隆 義和新 王0乙 EI 

則 俊 則 一 則 
一 

則 弘一雄 作 則 弘一雄 作 
工手 

窪 古 露 菅 窪 古 露 菅 窪 大 菅 古 窪 小 吉 加 露 小 吉 加 

明 神 
田 岡 口 

原 進 

田 同 日 

原 進 

田 野 原 

田 実 

田 倉 田 

藤 学 口 靖 

倉 田 

藩 学 

正 繁 正 繁 正 義 正 敦 敦 
分 ∠ゝ 

雄 夫 靖 雄 夫 靖 雄 雄 進 雄 天 美 男 実 
二王ミ 

鈴 菅 矢 大 鈴 菅 矢 大 鈴 大 菅 

山 之 内 

真 大 大 佐 真 大 大 佐 

久 万 
木 野 

堀 静 

木 野 

堀 静 

木 堀 木 野 西 伯 木 野 西 伯 

知 留 計 知 留 計 知 留 正 孝 広 利 正 孝 広 利 正 
分 ∠ゝ 

郎 八 雄 郎 八 雄 郎 静 八 昭 志 之 康 俊 志 之 康 俊 
王事 

渡 石 高 渡 渡 石 高 渡 渡 石 高 渡 高 稲 日 小 渡 稲 日 小 

畑 野 川 分 

部 田 橋 部 部 田 橋 部 部 田 橋 部 橋 田 野 

倉 清 

部 田 野 

倉 清 

昭 多 頼 文 昭 多 頼 文 昭 多 頼 文 頼 朝 文 朝 
∠ゝ 

一 雄 雄 男 
一 雄 雄 男 

ー 
雄 雄 男 雄 英 幸 男 美 幸 

云 

岩 小 松 高 岩 小 松 高 大 菅 小 高 高 板 石 高 高 石 板 高 

直 瀬 
城 倉 本 岡 城 倉 本 岡 野 倉 岡 岡 崎 丸 岡 岡 丸 崎 岡 

岩 達 文 文 岩 達 文 文 玉 俊 達 文 文 角 己 文 角 己 分 

四 四 太 年 太 年 
∠ゝ 

夫 雄 夫 雄 雄 三 郎 雄 雄 雄 
云 

郎 郎 郎 郎 郎 剛 男 剛 郎 男 

玉 中 神 西 玉 中 神 西 玉 中 神 西 玉 俊 佐 岡 玉 久 大 

嘉 田 

父 雇 分 

水 野 西 岡 水 野 西 岡 水 野 西 岡 水 成 伯 田 水 俣 野 

寿 伊 忠 寿 伊 忠 寿 伊 忠 寿 良 幸 元 寿 勘 輝 

佐 久男 佐 久男 佐 久男 

∠ゝ 

清 義 溝 義 清 義 清 
一

男 
一 

清 敏 蔵 光 
ここミ 
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63年度へ 61、62年度 59、60年度 57、58年度 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

事 副 

会 長 

務 
∠ゝ 

務 
∠ゝ 

務 
∠ゝ 

務 
∠ゝ 

局 
二王ミ 

局 
耳 

局 
本 

局 
去 

長 長 長 長 長 長 長 長 

大 渡染橋 大 

背 高 

橋渡高 大 

背 高 

服高大 佐 大 和南中 佐 

北 部次本 野 本部岡 野 部岡野 伯 野 泉岡倉 伯 

利 昭 隆 文文 隆 文文隆 正 隆 

司巳 年 大男清 

正 

朗 一案猛 則 夫 猛男雄 則 夫 男雄則 俊 則 俊 

木 桑 重 和 大 和 坂 石 大 右 横 山 大 田 山 菅 

下 保 

原 勝 田 

下 保 

田 本 本 

下 保 

本 田 

間 男 下 保 中岡 智勇 原 進 

義 勝 勝 和 和 昭 

光 治 
一 一 修 弘 弘 一 

市 石 西 高 森 沖 高 鈴 森 沖 高 鈴 高 染 鈴 大 

用 事 

本 岡 橋 川 野 橋 木 川 野 橋 木 岡 次 木 北 

博 卓 浩 徳 卓 知 浩 徳 卓 知 卓 国 知 利 

一
茂 良 之 選 良 郎 之 運 良 郎 良 広 郎 朗 

宮 大 西 大 官 大 西 大 西 西 石 渡 西 西 石 渡 

城 野 山 西 城 野 山 西 

山 保 

村 田 部 

山 保 

村 田 部 

昭 頼 武 昭 頼 武 達 佐 
々 

昭 達多 
美 

昭 

幸 久 保 志 幸 久 保 志 勇 雄 一 
男 雄 一 

大 香 菅 

背 高 

大 大 石 山 松 坂段 

ノ 本上 

平 岩 

菅菅 重高 菅 俊 

野 護 

川 

野 護 

野 丸 内 本 岡 城 

朝 重 

寛一 十 郎男 

茂 邦 浅 

新 太 郎 

岩 

光 雄 夫 
一 広 吉 嗜 夫 雄 夫 

河 

恩山 之 地内 繁保 

神 

山 之 内 保 

恩 中 神 

山 之 内 保 

中 神 西 

山 之 内 保 

中 神 西 

野 西 

地野 繁久 

西 野 田 岡 野 西 岡 

勝 利 

伊 伊 伊 

忠 義 

伊 

忠 義 

佐 佐 佐 佐 
男 男 久 男 久 男 
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高
齢
者
教
育

ア

は

じ

め

に

我
が
国
に
お
け
る
家
族
制
度
は
、
だ
ん
だ
ん
核
家
族
化
し
、
老
後
を
子
ど
も
や
孫

と
共
に
過
ご
す
大
家
族
主
義
が
姿
を
消
し
て
き
て
い
る
。
老
齢
に
よ
る
身
体
の
欠
陥

や
生
活
手
段
の
喪
失
等
か
ら
、
孤
独
感
、
経
済
的
・
精
神
的
不
安
を
抱
か
せ
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
農
村
で
は
、
若
い
労
働
力
が
流
出

し
、
高
齢
化
社
会
が
一
段
と
進
ん
で
い
る
。
そ
の
た
め
、
種
々
の
対
策
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
起
き
て
き
た
。

そ
こ
で
高
齢
者
の
社
会
教
育
が
必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
来
た

る
べ
き
老
後
を
い
か
に
生
き
る
か
」

は
、
今
日
的
課
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

老人クラブ設立時期と初代会長

設立年月日 老人ク ラ ブ名 氏 名 

32.6.4 久 万 老 人ク ラ ブ 篠 浦 キクエ 

32.8.2 畑野川 と し よ り 会 黒 川 要 

33.2.16 上直瀬と し よ り 会 高 岡 宇 作 

33.4.14 下直瀬と し よ り 会 段ノ上 明 

33.8.1 明 神 老 人ク ラ ブ 鈴 木 愛 蔵 

34.9.15 二 名 明 生 会 宮 脇 潔 

34.11.3 霧 降 老 松 会 横 田 重 市 

39.9.5 野 尻 明 友 会 眞 木 輝 雄 

39.10.5 久万町老人クラブ連合会 横 田 重 市 

な
い
重
要
な
こ
と
が
ら
で
も
あ
る
。

久
万
町
で
は
、
昭
和
三
二
年
、
旧

久
万
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
各
地
域
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
、
奉
仕
作
業
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、

自
己
研
修
等
に
努
め
て
い
る
。

イ

活
動
内
容

昭
和
四
七
年
、
高
齢
者
の
社
会
教

育
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

高
齢
者
の
集
団
学
習
と
し
て
の
久
万

町
明
治
青
年
大
学
を
開
設
し
た
。
こ

の
大
学
で
は
、
高
齢
者
の
持
っ
て
い

る
知
識
、
技
能
を
、
現
代
感
覚
で
と

明治青年大学

ら
え
直
す
こ
と
と
、
高
齢
者
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
年
は
久
万

町
独
自
の
予
算
を
計
上
し
て
開
設
し

た
。
各
老
人
ク
ラ
ブ
の
中
で
、
学
習

意
欲
を
持
っ
て
い
る
人
を
推
せ
ん
し

て
も
ら
い
七
〇
名
の
受
講
者
を
確
保

し
、
年
八
日
間
を
あ
て
た
の
で
あ
る
。

講
座
の
内
容
は
、
健
康
問
題
特
に
長

寿
の
秘
訣
や
、
豊
か
な
人
生
、
社
会

の
動
き
と
国
民
生
活
の
あ
り
方
、
エ

チ
ケ
ッ
ト
、
社
会
に
お
け
る
老
人
の

役
割
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
日
は
自
動
車
を
借
り
上
げ
て
、
松
山
方
面
で
現
地

学
習
を
行
い
、
生
涯
教
育
施
設
な
ど
を
中
心
に
見
学
し
た
。
参
加
し
た
高
齢
者
の
中

に
は
、
来
年
も
受
講
し
た
い
と
感
想
を
述
べ
る
な
ど
意
欲
に
満
ち
た
人
も
大
勢
い
た
。

開
設
当
時
は
、
受
講
生
を
七
〇
名
と
し
て
い
た
が
、
昭
和
五
五
年
ご
ろ
か
ら
は
希
望

者
が
多
く
一
六
名
を
定
員
と
し
た
。
し
か
し
、
な
お
希
望
者
が
多
く
各
ク
ラ
ブ
で
人

選
を
行
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
他
の
講
座
と
比
べ
て
出
席
率
が
大
変
よ
い
の
が
、

こ
の
明
治
青
年
大
学
の
特
徴
で
あ
る
。

高
齢
者
教
室
に
参
加
す
る
人
た
ち
は
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、
仲
間
が
で
き
る
こ

と
や
、
幅
広
く
学
習
を
進
め
る
こ
と
で
自
己
を
豊
か
に
し
、
町
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
に
学
習
し
た
こ
と
を
役
立
て
て
お
ら
れ
る
。
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昭和63年度久万町明治青年大学学習計画

九 〇 

〇 〇 〇 

〇 〇 〇 〇 

6月30日 (木) 

開 ∠ゝ 

演題「町づくりあれこれ」 

ここミ 行 事 

久万町長 

河 野 修先生 

7月21日 
映 

演題「高齢化社会での 

役割について」 

(木) 
画 

松山市教育委員 

徳 永 重 老先生 

巡回大学 演題「我が家の健康設計」 

8月2日 畑野川 愛媛県予防医学協会理事・参事 

8月4日久万 8月18日直瀬 8月30日父二峰 

桧 垣 通 夫先生 

8月23日 

演題「幸せな地域づくり」 
昼 

趣味学習 

久万農業協同組合長 西森 勧先生 ゲートゴルフ 

(火) 久万町森林組合長 閑井 義弘先生 
食 

クロッケー 

久万町商工会長 佐伯 正俊先生 民謡・陶芸 

9月20日 

美 
演題「生きがいについて」 昼 

趣味学習 
術 ゲートゴルフ 
館 松前町教育委員会教育長 

(火) 
食 

クロッケー 民謡・陶芸 
概 要 

溝 田 泰 三先生 

10月18日 町外文化財・施設等見学による現地研 

(火) 修 

12月6日 意見発表・反省会 

(火) 芸能発表観賞 

年 間 

社会教育関係団体との話し合い 

他団体との交流学習 

人材活用事業 

昭和63年度明治青年大学役員名簿

ク ラ ブの名称 会 長 名 会 員 組 名 役 職 

明神第一老人クラブ 石 丸 覚 馬 61 中 組 

委 員 長 

明神第二老人クラブ 泉 清 61 沖 

明神第三老人クラブ 渡 部 綱 賀 52 日 ノ 地 

久 万 上 高 砂 会 山 下 岩 男 71 辻 

久 万 中 高 砂 会 露 口 虎 市 61 中 ノ 上 

久 万 下 高 砂 会 大 野 定 雄 70 福 中 

野 尻 明 友 会 山 本 博 行 111 上 ノ 二 

畑野川東老人クラブ 渡 部 岸 虎 85 中 村 

畑野川西老人クラブ 正 岡 正 夫 98 上河合 
畑野川南老人クラブ 渡 部 伸 71 岩 川 

畑野川北老人クラブ 山 内 不二夫 80 東明杖 
直 瀬 南 長 寿 会 小 椋 秀 雄 112 大 西 

直 瀬北 長 寿 会 海 原 新太郎 84 う ね 

下 直 瀬 朗 生 会 曽 我 定 之 62 喜 久 

二 名 明 生 会 岩 日 進 85 宮 成 

露 峰 老 松 会 恩 地 義
一 

60 若 宮 

婦 人 部 国 越 不二子 上 ノ 二 

合 計 17 1,224 
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P
T
A
・
愛
護
班

ア

P 

T 

A

は
じ

め

に

P
T
A
は
、
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
の
子
供
を
守
る
母
親
の
運
動
か
ら
発
足
し
た
も

の
で
あ
る
。
一
八
九
七
年
、
バ
ー
ニ
ィ
婦
人
の
提
唱
か
ら
は
じ
ま
り
、
有
志
の
母
親

た
ち
の
運
動
は
、
や
が
て
父
親
も
教
師
も
巻
き
込
み
、
全
米
的
な
広
が
り
を
も
っ
て

発
展
し
て
い
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
戦
後
間
も
な
く
来
日
し
た
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
に
よ
っ
て
、
P
T

A
が
紹
介
さ
れ
、
極
め
て
短
期
間
に
全
国
の
小
・
中
学
校
の
す
べ
て
に
設
置
さ
れ
た
。

久
万
町
に
お
け
る
P
T
A
組
織
は
、
昭
和
二
二
、
二
三
年
の
間
に
一
校
も
も
れ
る

こ
と
な
く
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
し
て
、
在
学
児
童
・
生
徒
の
親
が
会
員
と
な
っ
て
会

費
を
均
等
に
出
し
あ
う
し
く
み
で
出
発

し
た
。

活
動
内
容

P
T
A
発
足
当
初
の
お
も
な
活
動
は
、

教
育
施
設
や
設
備
が
公
費
で
間
に
合
わ

ず
、
教
材
、
教
具
さ
え
も
十
分
で
な

か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
学
校
に
対
す
る

〆

財
政
的
な
援
助
が
中
心
と
な
っ
た
。
や

が
て
こ
れ
が
定
着
化
し
て
い
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
学
校

教
育
が
急
務
と
さ
れ
な
が
ら
、
な
に
ひ

と
つ
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
を
憂

第
二
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久万中P丁Aの奉仕作業(昭和44年)

い
、
父
母
が
立
ち
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
。
校
舎
の
敷
地
造
成
や
建
築
へ
の
奉
仕
作
業

を
は
じ
め
、
下
刈
作
業
、
映
画
興
行
な
ど
を
行
い
、
そ
の
収
益
を
教
育
教
材
の
充
実

に
充
て
、
施
設
設
備
の
不
備
を
補
い
、
子
供
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
学
校
教

育
の
発
展
に
大
き
な
意
義
を
持
つ
活
動
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
五
年
ご
ろ
か
ら
、
よ
う
や
く
P
T
A
の
根
本
的
反
省
と
改
革
の
機
運
が
起

こ
っ
た
。
義
務
教
育
公
費
負
担
の
運
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
P
T
A
本
来
の
目
的

が
確
認
さ
れ
、
社
会
教
育
団
体
と
し
て
の
あ
り
方
が
討
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

っ
ま
り
P
T
A
は
、
親
と
教
師
の
会
で
あ
っ
て
、
よ
い
親
、
よ
い
教
師
に
な
る
た
め

に
組
織
さ
れ
た
成
人
教
育
団
体
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
三
八
年
七
月
、
久
万
町
内
各
単
位
P
T
A
相
互
の
連
絡
提
携
を
図
り
、
教
育

の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
久
万
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
が
結
成
さ
れ

た
。
こ
の
協
議
会
は
各
単
位
P
T
A
会
長
、
副
会
長
、
学
校
長
、
教
頭
で
組
織
さ
れ
、

毎
年
一
回
の
総
会
と
単
P
会
長
会
な
ど
を
も
ち
、
横
の
連
絡
調
整
を
は
か
り
な
が
ら

町
全
体
の
P
T
A
活
動
を
盛
り
上
げ
る
の
に
役
立
て
ら
れ
た
。

昭
和
四
五
年
七
月
、
会
員
の
研
修
と
単
P
活
動
の
成
果
を
持
ち
よ
り
、
み
ん
な
が

よ
い
親
、
よ
い
教
師
と
な
る
た
め
に
交
流
し
合
お
う
と
い
う
こ
と
で
、
畑
野
川
小
学

校
に
お
い
て
第
一
回
久
万
町
P
T
A
研
究
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
大
会
で
は
子
供

た
ち
の
成
長
に
直
接
責
任
の
あ
る
父
母
と
教
師
が
集
ま
り
、
家
庭
や
社
会
で
起
こ
っ

て
い
る
問
題
を
三
つ
の
分
科
会
で
真
剣
に
研
究
討
議
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
一
回
七

月
に
、
各
校
を
巡
回
し
て
大
会
を
開
い
て
き
た
。
昭
和
四
八
年
七
月
九
日
、
父
二
峰

中
学
校
で

「
定
刻
開
会
、
定
刻
閉
会
を
守
ろ
う
。
テ
レ
ビ
の
見
方
を
親
と
し
て
考
え

研
修
に
努
め
よ
う
。
」

と
申
し
あ
わ
せ
て
第
四
回
大
会
を
飾
っ
た
。

各
学
校
で
は
、
P
T
A
が
中
心
と
な
っ
て
昭
和
三
二
年
ご
ろ
か
ら
学
校
給
食
を
芙

七
九
九
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施
し
て
い
た
が
、
物
質
購
入
価
格
に
各
校
で
差
が
あ
っ
た
た
め
、
同
じ
町
内
の
生
徒

に
同
じ
給
食
を
、
同
じ
給
食
費
で
食
べ
さ
せ
た
い
と
い
う
意
見
が
起
こ
っ
て
き
た
。

昭
和
四
四
年
ご
ろ
よ
り
P
T
A
、
校
長
会
な
ど
で
再
三
の
会
合
を
重
ね
て
研
究
を
続

け
た
。
そ
の
結
果
、
町
関
係
者
に
お
願
い
し
て
、
昭
和
四
七
年
度
に
県
下
で
も
優
秀

な
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
見
た
わ
け
で
あ
る
。

昭
和
四
五
年
三
月
に
は
、
P
T
A
や
婦
人
会
が
中
心
と
な
り
、
第
一
回
の
新
就
職

者
激
励
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
激
励
会
に
は
町
内
四
中
学
校
の
就
職
生
八
六
名
が
参

加
し
た
。
式
典
、
就
職
生
の
意
見
発
表
や
か
く
し
芸
、
サ
イ
ン
会
、
婦
人
会
員
の
踊

り
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
が
持
た
れ
た
。
ま
た
、
正
し
い
職
業
観
を
身

に
つ
け
、
誇
り
を
も
っ
て
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
よ
う
激
励
さ
れ
も
し
た
。

久
万
町
に
お
け
る
P
T
A
は
、
結
成
当
時
か
ら
学
校
施
設
の
整
備
補
充
を
行
う
団

体
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
校
区
が
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
き
た
。
つ
ま
り
地
域

で
は
最
も
大
き
な
規
模
で
あ
り
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
義

務
教
育
の
公
費
負
担
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
会
員
の
自
己
学
習
要
求
も
高
ま
り
、

学
習
を
主
体
と
す
る
本
来
の
社
会
教
育
団
体
と
し
て
の
認
識
を
高
め
て
い
っ
た
。
P

T
A
活
動
は
戦
後
の
施
設
づ
く
り
、
完
全
給
食
の
実
施
な
ど
全
町
に
広
が
っ
た
の
を

は
じ
め
、
毎
年
定
期
的
に
講
演
会
、
研
修
会
な
ど
を
開
催
し
て
き
た
。
今
で
は
、
研

修
な
し
の
P
T
A
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

久
万
町
内
の
P
T
A
の
課
題
は
、
教
育
環
境
の
整
備
を
は
か
る
と
と
も
に
、
会
員

自
ら
が
学
習
し
、
そ
の
影
響
を
児
童
の
健
全
育
成
と
学
力
向
上
に
直
接
結
び
つ
け
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
父
親
の
参
加
と
学
習
意
欲
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
参
観
日
と
他
の
行
事
を
合
わ
せ
、
一
人
残
ら
ず
喜

ん
で
参
加
で
き
る
方
法
を
考
え
る
こ
と
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
学
校
、
家
庭
、
社

八
〇
〇

会
の
横
の
連
絡
を
密
に
し
て
、
地
域
で
は
幼
・
小
・
中
P
T
A
が
一
体
と
な
り
、
地

域
ぐ
る
み
の
教
育
活
動
を
推
進
す
る
姿
勢
を
う
ち
立
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

昭和62年度収支決算報告

項 目 予 算 決 算 比 較 説 明 

繰越金 
円 円 円 

久万町より 

22,322 22,322 0 

助成金 100,000 100,000 0 

雑収入 500 50 △ 450 利息 

計 122,822 122,372 △ 450 

項 目 予 算 決 算 比 較 説 明 

報償費 
円 円 円 

総会他交通費 

0 0 0 

旅 費 35,000 38,840 3,840 

会議費 35,000 39,000 4,000 
総会・会長 事務局長会 

需用費 50,000 30,000 △20,000 
P T

A 研究大会 

通信費 2,000 0 △2,000 

予備費 822 0 △ 822 

計 122,822 107,840 △14.982 

歳入合計122,372円-107,840円二残高14,532円

(昭和63年度へ繰越)

久
万
町
P
丁
A
連
絡
協
議
会
会
長
一
覧
表

1211109 8 7 6 5 4 3 21 
歴 代 

四 

年 度 

重器罷業豊里務宗 
五 

大大石佐奥竹加日西東石高 会 

野野田伯村内藤野岡田丸岡 長 

隆隆佐正 友 朝恩数 信 

氏 名 

々 太 
則則雄俊進長学幸義郎享栄 

242322212019181716151413 
歴 代 

六六六六五五五五五五五五 

年 度 

三二一〇九八七六五四三二 

隅隅隅村村田田浅富商高高 会 

田田田田圃村村井脇橋橋橋 長 

吉吉友友一 卓卓卓 

氏 名 

郎 
靖靖靖雄雄信信治弘良良良 



各
単
位
P
T
A
会
長
一
覧
表

久 明 

P 冒 A 名 

万 神 
小 小 
学 学 
校 校 
P P 

T T 

A A 

六 五 五 五 四 四 三 三 三 六 五 四 四 四 三 三 

年 度 

一
九 五 一 八 五 八 六 四 _ 八 六 二 一 六 九 五 三 九 七 _ 三 一

九 五 _ 二 
く く ̃ く く く く く く ≡(く く 

黒土去晶三三上土上土高上 六 六 五 五 五 四 四 三 三 
二 〇 八 四 〇 七 四 七 五 二 七 五 〇 五 八 四 二 八 五 二 〇 人 

稲 土 巣 南 佐 奥 東 八 森 岡 佐 相 久 佐 和 大 株 正 山 高 大株 山 露 正 尾 正 会 
々 之

之 木田野田岡内桶野田内日岡形岡 田 居 次 橋 伯 村 田 木 川 田 伯 原 野 長 

弘 敵 国 卓 正 数 修 源 正 浩 佐 謙 民 勝 隆 昭 侶 進速 満 加 隆 友 旧 公 

氏 名 

太 一 三 加 治 奈 四 
一

夫 廣 良 俊 進 郎 郎 郎 衛 文 雄 三 雄一 則 一
則 肇 郎 雄 雄 男 市 市 郎 平 

父 直 一 
瀬 

峰 小 
小 

学 
学 

校 

校 P 
P 

T T 

A A 

五 五四 四四 
〇」_ 」-._ 

六 五 五 五 五 四 四 四 四 三 二 二 六 

:∴∴∴:∴∴:∴三 九七五二九五二一七七二 くり〉(くらくくくくくく 丁 
六 五 五 五 五 四 四 四 四 三 二 

七 七 五 九 七 五 三 七 〇 八 六 四 二 八 四 二 〇 六 六 

片 土 村 中 山 恩 玉 寺 西 古 西 古 田 竹 横 田 大菅大大菅平 中大 高 大菅大 沼 

岡 居 田 野 中 地 泉 岡 岡 田 岡 田 中 井 田 中 野 野 野 岡 倉 野 岡 野 野 田 

重紀 音 義 安息 忠 武 重清 潤 弘頼 南 新達俊 巳 直 方筆 洋 
太 年

太 一一詔護夫郎郎男男長夫郎 
雄 弘 雄 久 雄繁 猛 雄 義 美 義 英 雄 薫 市 春 一 

久 
万 名 
中 小 
学 学 
校 校 
P P 

T T 

A A 

四 四 三 三 六 五 五 四 

.○」_」_」.._.●●」_ ノヽ/ヽハノ\ 

一〇 
二一八四二二〇八一一一二 軍高畠三三三上土主夫言上 

十手圭十十里†〒9今千千 
六

ハ
五 五

一
四 三 三 二 二 二 

六 二 〇 七 一 九 四 〇 五 一 一 六 二 九 七 四 

佐 加 小 河 神 長 重 水 相 久 田 山 相 青竹速 宮 関 目 竹成 永和 岡 石 佐 中 松 中 
之 

木 内 水脇 井野 内 野尾泉 田 丸 伯 田 岡 野 伯 藤 倉 野 野 田 藤 谷 原 野 中 内 原 

正 浩 寅 俊 清 佐 謙 初 敬 芳 俊 尚 健 義 秀友 義 初 誠 勝 健 勝 徹 
加

太 俊学澄修雄登郎一雄三郎義太 和 夫
一

弘 弘 雄長 覚秋 男 平 栄 弘 一
広 彦 
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八
〇
二

直 瀬 中 

畑 
野 

)= 力、 

学 申 

校 P T 

学 

較シ P 

T A A 

六 四 四 四 四 三 三 三 二二 二 六 五 五 

(三三 9克夫誤害毒三三空き講書謹≡呈三千 二五- ̃基調芙 
六 九 七 五 三 九 五 一 九 一 四 

大大母高教 隅 石 大波浅八 岡 山 竹稲 日 石渡波 日 石 日 渡大教 丸 田 染 棟 大 菅 
の 育 

きざ 

山村次田北 友昭利留 淳信集一朗八 

野野会岡後 田 田 西 部 井 塚 内 森 田 野 田 郡 部 野 丸 野 部 西 会 
会 援 発 

筆静長芋会 松武盛一賢徳 司 英桓清佐文一 朝 満足 
太 長 郎 々 

郎乃 作 靖 雄志勝治 三広 郎 輔利 一
雄 男 男 幸 事 績伝一 

父 

面 
申 
学 

校 P 

T 

A 

ー⊥_._●」 /ノヽ\ 五 五 五 五 四 四 二 二 六 五 五 五 四 四 四 四 四 

〒誤…実…呈塙塁≡ 了誤撞‡≡圭吉富言語三三 〇〇」 ノヽ 

- 
〇 八 五 八 二 九 七 ○ 七 四 八 六 四 

一 
〇 八 〇 

片 大 村 宮 俊 恩 玉 岡 竹 中 高 竹 高 著 菅 山 岩 平 菅 段 松 石 長 大 大 権 菅 
ノ 

岡 野 田 脇成 地 泉 田 内 田 岡 内 岡 内 城 岡 上 本 崎 山 野 野 木 

重 昌 士 口 良 元 友 重 信 友 啓満 室 行 岩 新俊 文 勝 哲 道 寛 万 
太 四 大 太 治 

雄 利 雄 弘 - 繁 猛 一
長 雄 栄 長 敏 雄 雄 夫 郎 一 酵 郎 郎 一 郎 卓 郎 夫 



イ

愛

護

班

昭
和
三
五
年
ご
ろ
か
ら
急
速
に
都
市
化
が
進
行
し
、
青
年
の
都
会
へ
の
流
出
が
著

し
く
、
農
村
の
過
疎
化
現
象
に
拍
車
が
か
か
っ
て
き
た
。
人
間
関
係
は
稀
薄
と
な
り
、

連
帯
感
は
失
わ
れ
、
金
の
力
で
何
で
も
で
き
る
、
金
こ
そ
最
高
の
価
値
で
あ
る
と
い

う
、
金
銭
至
上
主
義
の
時
代
と
な
っ
た
。
三
無
主
義
と
呼
ば
れ
る
風
潮
が
広
が
り
、

そ
れ
ま
で
沈
静
化
し
て
い
た
青
少
年
の
非
行
が
再
び
増
加
の
兆
し
を
見
せ
は
じ
め
た
。

事
実
、
昭
和
三
七
年
に
は
戦
後
第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

変
化
を
い
ち
早
く
察
知
し
た
県
P
冒
A
は
、
P
T
A
を
中
核
と
し
て
地
域
総
ぐ
る
み

で
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
に
、
改
め
て

「
愛
護
班
」

を
結
成
す
る
こ
と

を
提
唱
し
推
進
し
た
。

愛
護
班
活
動
の
ね
ら
い
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
に
お
け
る
子
供
の
生
活
を

指
導
援
助
す
る
た
め
地
域
の
大
人
た
ち
が
小
集
団
を
つ
く
っ
て
次
の
よ
う
な
実
践
活

動
を
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

不
良
化
防
止
活
動
、
地
域
子
供
会
の
育
成
、
交
通
、
水
難
等
の
事
故
防
止
活
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、
班
員
の
学
習
活
動
、
環
境
整
備
活
動
等
。

久
万
町
で
も
各
方
面
の
指
導
や
助
言
に
よ
っ
て
愛
護
班
結
成
の
機
運
が
高
ま
っ
て

き
た
。
最
初
の
愛
護
班
は
、
昭
和
三
八
年
六
月
に
東
明
神
本
組
で
結
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
親
子
運
動
会
、
映
画
鑑
賞
会
、
夫
婦
座
談
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

愛
護
班
の
結
成
の
方
法
に
は
様
々
な
形
が
あ
る
が
、
公
民
館
活
動
の
一
つ
と
し
て

結
成
す
る
と
か
、
P
T
A
の
中
に
愛
護
部
を
置
く
と
か
、
そ
の
地
域
に
適
し
た
方
法

が
と
ら
れ
た
。
昭
和
四
二
年
、
町
内
に
は
五
人
の
愛
護
班
が
結
成
さ
れ
て
い
た
が
、

六
三
年
度
に
は
二
五
班
に
減
少
し
て
い
る
。
子
供
の
数
が
減
少
し
た
こ
と
が
大
き
な
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昭
和
六
三
年
度
久
万
町
内
愛
護
班
役
員
一
覧
表

久
万
町
愛
護
班
連
絡
協
議
会

会

長

市
川

享

副
会
長

佐
伯

勝
弘

副
会
長

隅
田

靖

父西中露落下上畑野菅辻緑旭曙曙曙古住新西本上 

愛 護 班 名 豊轟轟≡轟 三二一・安産明紅組 岩畳愛愛
愛愛 

班斑班班班班班郡部班班班班班班斑班班班班班斑 

片大松佐久光大隅中沼真高山二新染岡青森正渡山 代 
万 

表 者 氏 

岡野本伯川 田野田里田木橋 口 宮野次本田本岡部内 

礼昌 勝 恒潤 史洋芳 博孝 国和弘千健 伸 
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第
六
編

教

育

原
因
で
あ
る
。

久
万
町
で
は
、
青
少
年
の
生
活
圏
の
広
域
化
、
遊
び
の
多
様
化
等
に
対
応
し
て
、

昭
和
五
七
年
六
月
二
八
日
、
久
万
町
愛
護
班
連
絡
協
議
会
を
結
成
し
、
情
報
の
交
換
、

学
習
内
容
の
充
実
等
に
努
力
し
て
い
る
。

久
万
町
愛
護
班
連
絡
協
議
会
会
則

(
名
称
及
び
事
務
所
)

第
一
条

こ
の
会
は
久
万
町
愛
護
班
連
絡
協
議
会
と
い
う
。

2

事
務
所
は
久
万
町
教
育
委
員
会
内
に
お
く
。

(
目

的
)

第
二
条

こ
の
会
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
の
事
業
を
推
進
す
る
。

(
会
の
構
成
)

第
三
条

こ
の
会
は
、
青
少
年
の
育
成
指
導
を
目
的
と
し
、
単
位
愛
護
班
を
も
っ
て
構
成

す
る
。

(
事

業
)

第
四
条

こ
の
会
は
、
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
次
の
事
業
を
行
う
。

0

愛
護
班
活
動
に
関
す
る
調
査
、
研
究
及
び
資
料
の
収
集
並
び
に
配
布

臼

研
究
会
及
び
講
習
会
の
開
催

日

行
政
機
関
及
び
関
係
団
体
と
の
提
携

㈲

そ
の
他
青
少
年
の
育
成
指
導
に
関
す
る
こ
と

八
〇
四

⑱

幹

事

若
干
名

㈲

監

査

二

名

㈱

顧

問

若
干
名

2

会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、
及
び
監
査
は
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

3

幹
事
は
、
各
単
位
愛
護
班
よ
り
、
推
薦
し
総
会
で
承
認
す
る
。

4

顧
問
は
、
幹
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

(
役
員
の
任
期
)

第
六
条

役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
は
さ
ま
だ
げ
な
い
。
た
だ
し
、

補
欠
役
員
の
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

(
役
員
の
職
務
)

第
七
条

役
員
の
職
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
会

第
人
条

(
役

第
五
条

員
)

こ
の
会
に
次
の
役
員
を
お
く
。

0

会

長

一
名

臼

副
会
長

三

名
(
但
し
一
名
は
久
万
町
P
T
A
連
絡
協
議
会
か
ら

選
任
す
る
。
)

㊤

事
務
局
長

名

0

会
長
は
、
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。

臼

副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
。
代
行
の
順
位
は
会
長
が
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
く
も
の
と
す
る
。

田

事
務
局
長
は
、
こ
の
会
の
運
営
に
必
要
な
事
務
を
処
理
す
る
。

㊥

監
査
は
、
こ
の
会
の
会
計
を
監
査
す
る
。

議
)

こ
の
会
を
運
営
す
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
会
議
を
設
け
る
。

0

総

会

臼

幹
事
会

臼

会
長
会

会
)

総
会
は
、
毎
年
一
回
、
会
長
が
招
集
す
る
。

総
会
の
審
議
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

0

事
業
方
針
の
決
定

日

予
算
の
決
定

白

会
則
の
変
更

㈲

役
員
の
選
出

㈲

そ
の
他
特
に
必
要
な
こ
と

総
会
は
、
単
位
愛
護
班
の
若
干
名
の
代
議
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

総
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
決
定
す
る
。



(
幹

事

会
)

第
一
〇
条

幹
事
会
は
、
第
五
条
の
役
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
た
だ
し
監
査
は
除
く
も
の

と
す
る
。

2

幹
事
会
は
総
会
の
決
定
事
項
及
び
総
会
で
付
託
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
、
決
議

執
行
す
る
。

3

幹
事
会
の
招
集
は
、
必
要
の
つ
ど
会
長
が
招
集
す
る
。

(
会

長

会
)

第
二
条

会
長
会
は
、
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

2

会
長
会
は
、
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項
の
計
画
立
案
及
び
役
員
会
で
付
託
さ
れ

た
事
項
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

3

会
長
会
は
、
必
要
の
つ
ど
会
長
が
招
集
す
る
。

(
顧

問
)

第
三
条

顧
問
は
会
長
の
相
談
に
応
じ
、
会
議
に
出
席
し
て
意
見
を
の
べ
る
こ
と
が
で
き

る
。

(
経

費
)

第
三
条

こ
の
会
の
経
費
は
、
会
費
、
補
助
金
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
あ

て
る
。

第
一
四
条

こ
の
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
一
日
ま
で
と
す

る
。

(
附

則
)

こ
の
会
則
は
昭
和
五
七
年
六
月
二
八
日
よ
り
施
行
す
る
。

8

交
通
安
全
教
育

久
万
町
に
自
動
車
練
習
所
が
で
き
た
の
は
、
昭
和
二
五
年
こ
ろ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
来
、
自
動
車
運
転
者
が
増
え
た
。
や
が
て
、
自
家
用
車
を
所
有
す
る
人
も
増
え
だ

し
た
。
自
動
車
が
増
え
る
と
、
事
故
も
多
く
な
る
。
そ
こ
で
、
自
動
車
を
運
転
す
る

第
二
章

社
会
教
育

者
で
運
転
者
協
会
を
作
り
、
交
通
法
令
が
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
る
の
に
対
応
し
て
、
学

習
会
を
開
い
て
い
た
。

自
動
車
練
習
所
が
教
習
所
と
な
り
、
運
転
免
許
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、

道
路
が
よ
く
な
り
、
自
家
用
車
が
急
増
し
は
じ
め
た
。
そ
こ
で
、
町
内
に
交
通
安
全

協
会
が
組
織
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ

始
め
た
。

交
通
指
導
員
が
誕
生
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
、
各
種
の
案
内
標
識
が
出

現
し
た
。
児
童
生
徒
の
安
全
通
学
の
た
め
の

『
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
』
も
設
け
ら
れ
た
。

横
断
歩
道
や
歩
道
橋
も
作
ら
れ
、
交
通
信
号
機
も
と
り
つ
け
ら
れ
た
。
で
も
、
交
通

事
故
は
交
通
量
の
増
加
に
比
例
し
て
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。
昭
和
五
六
年
に
は
、

こ
の
年
が
西
暦
一
九
八
一
年
に
当
た
り
、
石
鎚
山
の
高
さ
の
数
字
と
同
じ
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
郡
内
で
死
亡
事
故
○
の
日
数
が
、
石
鎚
山
の
高
さ
と
同
じ
数
字
に
な
る

ま
で
頑
張
ろ
う
と
、
郡
民
全
部
で
誓
い
合
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
誓
い
も
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
農
村
の
観
光
開
発
事
業
や
産
業

の
振
興
、
自
動
車
産
業
の
躍
進
な
ど
の
高
度
経
済
成
長
は
、
そ
の
副
産
物
と
し
て
、

交
通
事
故
の
多
発
を
招
い
た
。
交
通
事
故
で
父
を
失
っ
た
り
、
母
を
失
っ
た
り
、
か

わ
い
い
わ
が
子
を
失
っ
た
り
、
今
ま
で
温
か
い
家
庭
で
あ
っ
た
の
が
、
あ
る
日
突
然

に
崩
壊
し
た
り
し
て
い
く
悲
惨
な
状
態
が
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
に
違
い
な

い
。
現
に
、
死
な
な
い
ま
で
も
身
体
障
害
者
と
し
て
、
つ
ら
い
苦
し
い
思
い
を
し
て

い
る
人
が
増
え
て
い
る
。
な
ん
と
か
事
故
防
止
に
有
効
な
施
策
を
講
じ
、
わ
ず
か
で

も
交
通
事
故
を
防
ご
う
と
、
各
関
係
機
関
が
心
を
く
た
い
て
い
た
矢
先
、
日
本
体
育

・
学
校
健
康
セ
ン
タ
ー
か
ら
『
交
通
安
全
教
育
地
域
推
進
事
業
』

の
委
嘱
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
昭
和
六
〇
年
、
六
一
年
と
二
か
年
の
継
続
事
業
で

八
〇
五



第
六
編

教

育

あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
今
ま
で
各
幼
稚
園
や
保
育
所
、
各
学
校
で
実
施
し
て
い

た
交
通
安
全
教
育
を
見
直
す
と
と
も
に
、
町
ぐ
る
み
で
の
取
り
組
み
を
組
織
的
、
系

統
的
な
も
の
へ
と
改
善
し
て
い
っ
た
。

ア

組
織
の
改
変

今
ま
で
あ
っ
た
交
通
安
全
協
会
(
運
転
免
許
所
有
者
で
作
っ
て
い
る
組
織
)
や
、
交
通

安
全
推
進
協
議
会
(
行
政
が
中
核
と
な
り
、
交
通
安
全
協
会
が
加
わ
っ
た
組
織
)
は
、
と
か

く
す
る
と
町
民
と
遊
離
し
が
ち
に
な
る
。
つ
ま
り
、
傍
観
者
的
立
場
の
者
や
、
あ
な

た
ま
か
せ
の
人
が
多
い
の
で
あ
る
。
春
や
秋
の
交
通
安
全
旬
間
の
行
事
に
し
て
も
、

や
れ
と
い
わ
れ
る
か
ら
や
る
と
い
っ
た
姿
で
あ
っ
た
り
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
に
し

て
も
、
自
分
の
子
や
孫
が
出
て
い
る
と
関
心
を
示
す
が
、
そ
う
で
な
い
と
全
く
関
心

を
示
さ
な
い
と
い
っ
た
人
が
多
か
っ
た
り
す
る
。
交
通
事
故
は
他
人
ご
と
で
、
自
分

に
は
全
く
関
係
な
い
と
い
っ
た
ふ
う
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
い
く
ら
交
通
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
て
も
成
果
は
上
が
ら
な
い
。

幼
稚
園
や
小
中
学
校
で
、
ま
た
、
各
種
の
機
関
・
団
体
で
交
通
安
全
教
育
を
実
施

し
て
い
る
が
、
い
っ
こ
う
に
成
果
が
上
が
ら
な
い
。
物
理
的
環
境
を
整
え
た
か
ら
事

故
が
減
少
し
、
交
通
安
全
が
図
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

そ
こ
で
『
安
全
に
行
動
で
き
る
児
童
生
徒
等
の
育
成
』
を
め
ざ
し
て
『
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
』
と
『
安
全
な
道
路
環
境
の
確
保
』

に
努
め
よ
う
と
い
う
三
つ
の
目
標

を
立
て
た
。
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
『
地
域
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み
で
の
取

り
組
み
』
が
必
要
で
あ
る
。
一
部
を
対
象
に
組
織
化
す
る
の
で
は
な
く
、
『
幼
(
保
)
、

小
、
中
、
高
校
に
お
け
る
交
通
安
全
教
育
に
一
貫
性
を
も
た
せ
た
縦
の
系
列
』
を
軸

に
、
『
就
学
年
の
幼
児
か
ら
老
人
に
至
る
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
を
も
り
込
ん
だ
実
践
的

活
動
』
を
す
る
た
め
の
組
織
化
を
図
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

久万町交通安全教育推進組織

(委 員 長)

教 育 長

(事務局)

久 万 小 学
久万町教育委

運営組織

(顧 問)

町 長

警 察 署 長

貝 会)
青少年育成センター代表
町P TA連絡協議会代表
幼・小・中・高PTA代表
交通安全母の会代表
愛護班連絡協議会代表
中 央 公 民 館 代 表

公民館地区別連絡協議会代表

進
長
長
長
長
長
長

(推
・ 中 学 校
等 学 校

察 署 交 通 課

交通安全協
画 課
設 課

小
高
警
町
企
建

交通安全教育推進部会

・各部の部長 ・各部の担当者
副部長 ・事 務 局 長

(環境改善部)

校 長 3 名

各校担当老
幼・保園主任
単 P 代 表

青少年育成委員

(安全指導部)

校 長 4 名

各校担当老
幼・保園主任
単 P 代 表

青少年育成委員

(安全教育部)

校 長 4 名

各校担当老
幼・保園主任
単 P 代 表

青少年育成委員

(各幼・小・中・高の実践)

先
ず
、
久
万
町
交
通
安
全
教
育
推
進
委
員
会
が
発
足
し
、
そ
の
中
に
、
安
全
教
育

部
と
、
安
全
指
導
部
、
環
境
改
善
部
の
三
部
門
を
置
い
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
行
政



久万小学校鼓笛隊による交通安全パレード

依
存
型
か
ら
の
脱
皮
、
つ
ま
り
『
自

ら
の
安
全
は
自
ら
が
守
る
』
と
い
う

こ
と
と
、
『
学
校
教
育
に
ま
か
せ
は

な
し
』
を
見
直
し
、
『
一
般
社
会
人

へ
の
啓
発
と
社
会
人
自
ら
の
実
践

化
』
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

安
全
教
育
部
は
、
『
幼
・
小
・
中

・
高
校
の
一
貫
性
』
と

『
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
指
導
の
適
時
性
』

を

明
確
に
し
、
生
活
化
を
期
し
て
そ
の

到
達
目
標
を
盛
り
込
ん
だ

『
久
万
町

交
通
安
全
教
育
内
容
関
連
表
』
を
作

あ
る
。

地
域
の
大
人
が
、
交
通
指
導
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
声
を
か
け
て
や
る
。

交
通
安
全
母
の
会
も
盛
り
上
が
っ
た
。
小
学
校
で
四
月
に
行
わ
れ
る
交
通
教
室
に

は
親
子
で
取
り
組
ん
だ
。
運
動
場
に
描
か
れ
た
模
擬
道
路
の
要
所
要
所
に
、
道
路
標

識
を
持
っ
た
保
護
者
が
立
つ
。
通
り
か
か
る
児
童
や
幼
稚
園
児
に
手
に
持
つ
標
識
の

意
味
を
尋
ね
る
。
わ
か
ら
な
い
子
供
に
は
教
え
る
。
死
角
や
内
輪
差
に
は
、
親
子
と

も
ど
も
に
驚
き
の
声
が
出
る
。
パ
ト
カ
ー
が
人
形
を
使
っ
て
模
擬
人
身
事
故
を
再
現

す
る
。
悲
鳴
を
上
げ
て
見
入
る
。
多
く
の
説
明
は
い
ら
な
い
。
中
学
校
で
は
一
一
〇

番
電
話
の
か
け
方
や
救
急
法
の
訓
練
が
入
る
。
ま
た
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
、
け

が
人
へ
の
対
応
の
し
か
た
の
講
習
も
受
け
る
。

自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
や
整
備
に
つ
い
て
の
指
導
な
ど
、
業
者
の
協
力
も
得
て

成
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
各
学
校
で
の
研
究
主
題
が
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
社
会

教
育
諸
機
関
で
の
交
通
安
全
教
育
も
地
域
公
民
館
単
位
に
実
施
し
、
実
践
的
活
動
に

ま
で
盛
り
上
げ
た
。

幼
稚
園
や
保
育
所
で
は
、
幼
児
へ
の
交
通
安
全
教
育
内
容
が
協
議
さ
れ
、
子
じ
か

ク
ラ
ブ
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
。
ま
た
親
の
活
動
が
具
体
的
、
積
極
的
に
な
っ

た
。
入
園
当
初
、
登
園
時
は
親
が
子
ど
も
の
手
を
引
い
て
、
安
全
な
通
行
の
し
か
た

を
指
導
す
る
。
降
園
時
は
教
師
が
家
の
近
く
ま
で
送
っ
て
い
く
。
道
々
、
そ
の
指
導

内
容
が
習
慣
化
す
る
よ
う
、
親
も
教
師
も
懸
命
に
努
め
る
。
五
月
か
ら
は
、
小
学
校

高
学
年
の
引
率
に
よ
る
集
団
登
園
と
な
る
。
降
園
は
教
師
の
引
率
に
よ
る
。
十
月
か

ら
の
降
園
は
園
児
だ
け
で
す
る
。
そ
の
十
月
ま
で
に
、
完
全
に
園
児
た
ち
が
交
通

ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
安
全
に
登
校
園
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

第
二
章
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幼稚園での交通安全教育

進
め
ら
れ
る
。
夜
は
家
庭
で
、
『
親

子
交
通
安
全
教
室
』
が
も
た
れ
る
。

親
が
子
供
に
、
安
全
通
学
の
具
体
的

な
指
導
を
す
る
。
家
か
ら
学
校
ま
で

の
道
路
の
危
険
か
所
に
つ
い
て
、
ま

た
、
道
路
の
歩
行
に
つ
い
て
、
交
通

事
故
の
実
例
等
等
、
親
子
で
の
話
し

合
い
が
な
さ
れ
る
。

特
に
、
毎
月
二
〇
日
の
交
通
安
全

の
日
に
は
、
各
家
庭
で
の
親
子
交
通

安
全
教
室
が
も
た
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

八
〇
七
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交通安全教室(交通ルール)交通安全教室(救助訓練)

各
地
域
の
公
民
館
で
も
、
交
通
教
室

が
頻
繁
に
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

高
齢
者
の
方
々
が
特
に
熱
心
で
、
自
転

車
に
反
射
テ
ー
プ
を
取
り
つ
け
た
り
、

そ
の
整
備
な
ど
も
常
日
頃
家
庭
で
で
き

る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
手
で
怠
り
な

く
や
ろ
う
と
い
う
申
し
合
わ
せ
を
し
た

り
な
ど
も
し
た
。

安
全
指
導
部
会
は
、
0
交
通
安
全
意

識
調
査
を
実
施
し
て
、
そ
の
分
析
と
問

題
点
を
洗
い
出
し
、
指
導
の
要
点
を
明

確
に
し
た
。
ま
た
、
臼
自
転
車
を
利
用

す
る
と
き
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
指
導

し
た
り
、
臼
交
通
安
全
標
語
や
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
、
そ
れ
を
公
共
施
設
や
、

大
衆
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
張
っ
て
意

識
の
高
揚
と
啓
発
に
努
め
た
。
㈲
登
下

校
時
の
交
通
安
全
指
導
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
㊨
交
通
安
全
の
作
文
発
表
や
講

演
会
な
ど
も
催
し
た
。

環
境
改
善
部
で
は
、
各
小
学
校
区
ご

と
に
、
道
路
の
危
険
か
所
を
洗
い
出
し
、

行
政
に
改
善
を
要
請
す
る
も
の
、
大
人

親子交通安全教室自転車の反射装置

八
〇
八

の
手
で
や
れ
る
も
の
、
学
童
で
や
れ
る

も
の
の
三
つ
に
大
別
し
た
。
こ
れ
に
基

づ
い
て
、
行
政
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
1
を
新
設
し
た
り
、
落
石

防
止
策
や
ガ
ケ
く
ず
れ
の
箇
所
を
整
備

し
た
り
す
る
な
ど
し
た
。
部
会
は
、
指

導
部
が
募
集
し
た
標
語
の
な
か
か
ら
選

定
し
た
幾
つ
か
を
使
っ
て
、
看
板
を
町

の
要
所
要
所
に
設
置
し
た
。
子
供
た
ち

も
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
な
、

小
さ
な
看
板
を
建
て
た
。

ま
た
、
町
内
の
各
家
庭
へ
は
、
自
家

用
車
の
運
転
席
に
張
り
つ
け
る
ス
テ
ッ

カ
ー
を
配
布
し
た
。
小
学
生
が
ド
ラ
イ

バ
ー
に
、
安
全
運
転
に
感
謝
す
る
作
文

を
書
き
、
一
日
交
通
茶
屋
を
開
い
て
手

渡
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
り
し

た
。
ク
リ
ー
ン
デ
ー
を
利
用
し
て
、
国

道
筋
の
カ
ン
ひ
ろ
い
や
路
肩
の
草
刈
り

な
ど
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
中
学
生
に
よ

る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
1
の
清
掃
も
行
わ
れ
た
。

全
町
的
に
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
な



か
で
昭
和
六
一
年
一
〇
月
七
日
に
は
、
明
神
幼
小
と
久
万
中
学
校
で
、
交
通
安
全
教

育
推
進
地
域
事
業
の
中
間
発
表
会
が
も
た
れ
た
。
二
一
月
五
日
に
は
、
久
万
幼
小
と

久
万
中
学
校
で
、
六
〇
年
、
六
一
年
と
二
か
年
に
わ
た
っ
た
、
日
本
体
育
・
学
校
保

健
セ
ン
タ
ー
委
嘱
に
よ
る
、
交
通
安
全
教
育
推
進
地
域
事
業
の
研
究
発
表
会
が
も
た

れ
、
二
か
年
間
の
研
究
の
成
果
を
発
表
し
た
。
そ
の
際
、
久
万
町
で
は
、
委
嘱
期
間

が
終
わ
っ
て
も
な
お
、
こ
れ
を
機
会
に
、
よ
り
充
実
発
展
さ
せ
、
交
通
安
全
は
人
命

尊
重
の
教
育
で
あ
る
と
い
う
理
念
に
立
っ
て
、
町
単
独
事
業
と
し
て
継
続
す
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。

六
二
年
一
月
二
二
日
、
二
三
日
に
は
東
京
で
、
日
本
体
育
・
学
校
保
健
セ
ン
タ
ー

主
催
の
学
校
安
全
教
育
研
究
大
会
が
開
か
れ
た
。
席
上
、
久
万
で
の
取
り
組
み
を
発

町内の全家庭へ交通安全をよびかけたステッカー

小学生が建てた交通安全の看板

表
し
、
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
と
共
に
、

高
い
評
価
を
受
け
た
。

以
来
、
六
二
年
度
は
、
一
〇
月
二
九

日
に
父
二
峰
地
域
で
、
六
三
年
度
は
畑

野
川
地
域
で
、
研
究
発
表
会
を
も
っ
て

い
る
。
六
四
年
度
は
、
直
瀬
地
域
の
予

定
で
あ
る
。

な
お
、
久
万
町
に
お
け
る
交
通
安
全

教
育
内
容
の
発
達
段
階
に
即
し
た
関
連

表
や
、
各
幼
保
小
中
高
校
の
研
究
主
題

等
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

交通安全横断幕

る1年(1986年)8月1 2日(火曜日)

小
学
生
の
作
文
や
ス
テ
ッ
カ
ー
、

飲
料
水
を
配
り
、
交
通
安
全
と
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
の
管
用
を
呼
び
か
け

た
。ま

た
同
町
P
T
A
で
は
、
毎
月

二
十
日
を
i
交
通
安
全
家
族
の
日
」

に
定
め
、
安
全
憲
旗
の
徹
底
を
図

っ
て
い
る
。

久
万
で
小
学
生
が
交
通
茶
屋

安
全
運
転
呼
び
掛
け

交通茶屋の愛媛新聞記事

第
二
章

社
会
教
育
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〇

小 学 校 

1 2 年 3 4 年 5 6 年 

身近な日常生活における交通安 日常生活のいろいろな交通場面 いろいろな交通場面に潜む危険 

全について理解させ、進んできま の危険について理解させ、的確な について理解させ、的確な判断の 

りを守り、安全に行動できる態度 判断の下に、安全に行動できる態 下に安全に行動できるようにする 

や能力を養う。 度や能力を養う。 

とともに、他の人々や社会の安全 に役立つ態度や能力を養う。 

決められた通学路を通り、ふざ 通学路にあるいろいろな危険 上級生としての自覚を持ち、進 

けたり、走ったりせずに、安全に (工事中や交通事故の起きそうな んで交通のルールを守るとともに 

歩くことができる。 場所)について知り、安全な行動 下級生の世話をして通学すること 
をとることができる。 ができる。 

見通しの悪い場所や道路を横断 駐車中の直前直後の飛び出し、 飛び出し事故がどんなときに起 

する時、必ず左右を見て、安全を 信号機のない道路での横断、小道 こりゃすいか考え、その場に応じ 

確かめてから行動できる。 

からの飛び出しなどの危険を知り、 安全に行動できる。 

て安全に行動できる。 

傘をさした時は、必ず右側を一 雨の日は、運転者の視野のせま 天候が急変したときの道路状況 

列で、前をよく見て歩くことがで いこと、傘をさしての通行は前が について理解し、安全に行動でき 

きる。 

見えにくいこと、車はよくスリッ プすることを知って道のはしを歩 くことができる。 

る。 

凍った道や雪道での危険、車の 雪道は車が思うように運転でき 雪の日などの交通渋滞や混雑等 

スリップなどを知り、気をつけて ないこと、道幅が狭くなること、 の道路状況に合わせた歩行ができ 

歩くことができる。 

車も人もよくすべることを知って、 安全に行動できる。 

る。 

信号の見方を知り、手をあげて 信号機のはたらきについて理解 いろいろな信号機の機能につい 

横断できる。押しボタン式信号機 を深め、車の動きについて理解し、 て理解し、横断時における対車両 

をよく見て、手をあげて安全な横 安全を確かめて横断できる。 関係を知って、安全な横断ができ 

断ができる。 る。 

近くに横断歩道があるときは必 車の流れには切れ目があること 夜間における安全な道路の横断 

ず横断歩道を渡るようにし、安全 を知り、斜め横断をしないように の仕方について理解し、安全な横 

を確かめて、手をあげて横断がで きる。 

左右を確認して横断できる。 断ができる。 

自転車に乗るときはヘルメット 自転車の性質を知り、ヘルメッ 自転車乗車に必要なきまりにつ 

を着用し、左側を一列で走ること トを着けて乗る。交通量の多い道 いて知ったり、状況に応じて徐行 

ができる。スピードの出しすぎに 路や悪路では乗らない。 したりするなど、安全に利用する 

気をつけることができる。 ことができる。 

タイヤ・ブレーキの点検を自分 自転車点検の方法を知り、タイ 自転車の点検の仕方を知り、乗 

ですることができる。 ヤ・ブレーキ・ハンドル・ペダル る前の点検、乗った後の手入れの 

・クランク・チェーン・ベルなど を自分で手入れできる。 

習慣を身につけることができる。 

順序よく安全に乗り降りし、車 バスや自家用車の乗り降りの時 バスなど公共の乗り物を利用す 

内ではふざけない。 の危険を知り安全に乗り降りでき るときに守らなければならない事 

る。自動車の合図を知り、下車直 柄について知り、他の人々の安全 

後、安全に行動できる。 にも協力できる。 

車は急に止まれないことや、運 自動車の死角と内輪差、速度と 自動車の車種による死角と内輪 

転者から見えにくい所があること 停止距離などの関係を知り、安全 差の違いについて知り、安全な行 

を知り、安全に行動できる。 に行動できる。 動ができる。 

横断歩道橋やカーブミラー、そ 身近にある道路標識や道路標示 道路標識や道路標示が交通安全 

の他の交通安全施設を進んで利用 について知り、安全に行動できる。 のために果たしている役割につい 

することができる。 
て理解し、それらに従った行動が できる。 

通学班長さんに感謝の心を持ち、 道路は自分だけのものでないこ 交通ルールを守って下級生を正 

めいわくをかけないようにする。 とを知り、自動車にも歩行者にも しく導くことができる。交通安全 

警察署の人や交通指導貝に感謝の 迷惑のかからない行動をとること にかかわっているすべての人に感 

気持ちを持ち、進んであいさつが ができる。私たちを守ってくれる 謝の気持ちを持つことができる。 

できる。 

仕事をしている人に感謝の気持ち を持つことができる。 
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段階 指導の 区分重点 内容 

入 園 前 
幼 稚 園(保育所を含む) 

年 少 年 長 

日常生活における簡単な 身近な日常生活における簡単な交通のきまりを理解さ 

交通のきまりを、保護者と 一緒の行動を通して理解さ せる。 

せ、危険をさけ、安全に行動できる態度を養う。 

通学路 

道路を歩くときは必ず保 通園路を知り、道路の右 まきった通園路を必ず歩 
護者と手をつないで、右側 側を安全に歩く。 き、道路の右側を正しく歩 
を歩く。 くことができる。 

安全な 歩行 

飛び出し 

保護者の手を放して道路 車の前後から飛び出しを 道路遊びの危険を知り、 
や車の前後から飛び出さな したり、道路で遊んだりし 車の前後から飛び出しをし 
い。 ない。 

ないで安全に行動すること ができる。 

雨の道 

保護者と一緒に傘のさし 傘の正しいさし方がわか 傘をさした時は、前方や 
方やまわりに注意して歩く。 り、気をつけて歩く。 

車の音に注意して歩くこと ができる。 

雪の道 

雪道や凍った道がすべる 雪道や凍った道は、人も 雪道や凍った道はどうす 
こと、危険なことを知り、 車もすべりやすく危険であ れば安全かがわかり、気を 
保護者と手をつないで歩く。 

ることがわかり、安全に歩 く。 

つけて歩くことができる。 

道路の 横断 

信号機の 
信号の見方を知り、信号 信号の見方がわかり、手 青信号でも必ず止まり、 

に従って保護者と一緒に横 をあげて右・左・右を確か 手をあげて右・左・右を確 
ある道路 断する。 めてから横断する。 

かめて横断することができ る。 

信号機の 
いったん止まり、保護者 必ず止まり、右・左・右 ななめ横断の危険を知り、 

と一緒に右・左・右を見て、 を見て、安全を確かめてか 必ずストップマークで止まり、 
ない道路 安全を確めてから横断する。 ら横断する。 

右・左・右の安全確認をし て横断することができる。 

自転車 の利用 

自転車の 
自転車(三輪車)は、保 保護者の見ている安全な 広場や公園まで押してい 

護者の見ている安全な場所 
場所で正しい乗り方を覚え る。 

き、安全な乗り方に慣れる。 
利 用 で乗る。 

自転車の 点検 

保護者に必ず点検をして 保護者に必ず点検をして 親子でブレーキなどの簡 
もらってから乗る。 もらってから乗る。 単な点検をする。 

乗り物 安全な 
保護者と一緒に順番を守 順番を守って安全な乗り 順番を守って安全な乗り 

って乗り降りする。 降りをする。車内での安全 降りをする。車内での安全 

の安全 な利用 と自動 

利 用 な態度を身につける。 

な態度を身につけ、進んで 守る。 

自動車の 性質 

車は急に止まれないこと 車は急に止まれないこと 車は急に止まれないこと 
車 を知る。 を知り、道路へ飛び出した がわかり、道路へ飛び出した 

り、道路で遊んだりしない。 り、道路で遊んだりしない。 

交通安全施設 

保護者と-緒に横断歩道 横断歩道・ストップマー 横断歩道・ストップマー 
や路側帯などを利用する。 クの標示・路側帯を知り、 クの標示・路側帯がわかり、 

正しく利用する。 

進んで利用することができ る。 

交通安全道徳 

保護者の指示に従って、 交通指導員や、警察署の 年少児への手本となるよ 
正しい歩き方や横断のし方 人に明るくあいさつをする。 うに進んで交通ルールを守 

ができ、それを守ろうとす る。 
保護者や年長児と一緒に交 る。警察署の人や交通指導 
通ルールを守る。 

員に感謝の気持ちを持ち、 進んであいさつをする。 
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高 等 学 校 

○日常生活における交通安全に必要な事柄について理解を深めさせ、自主的に行動できる。 

○日常生活における様々な交通の危険を予測し、常に的確な判断のもとに安全に行動することができる。 

○自他の生命を尊重し、学校や社会の安全活動に積極的に協力し、貢献できる。 

○歩行者事故の現状とその要因を理解し、安全に歩行することができる。 

○高校生として必要な交通マナーを身につけ、交通ルールを守り、安全な歩行をすることができる。 

○歩行者の心理と行動特性を理解し、交通法規に則った安全歩行をすることができる。 

○気象条件に応じて安全に登下校をすることができる。 

○常に信号に従い、安全を確認して横断することができる。 

○的確に状況を判断し、他の安全を確保して円滑な交通の流れを妨げないようにすることができる。 

○自転車事故の現状とその要因を理解し、安全な運転をすることができる。 

○自転車の乗り方の技術と、安全な乗車態度を高め、常に安全に乗ることができる。 

○自転車の利用時に必要な交通規則を理解し、安全な利用ができる。 

○自転車の性能や点検整備の方法、乗車時の危険について理解することができる。 

○通学時における交通マナーを身につけ、公共的交通機関を正しく利用することができる。 

○交通機関利用時の遅延や事故防止に積極的に協力することができる。 

○交通機関利用による公衆道徳を身につけ実践することができる。 

○自動車に対する注意を喚起し、歩行者の保護と安全運転に心掛ける。 

○二輪車の性能を理解し、運転者としての必要な心構えを身につける。 

○二輪車事故の現状とその要因を理解し、安全な運転をする。 

○自動車の性能を理解し、社会の一員としてよきドライバーとなる資質を養う。 

○運転免許制度・運転者の義務と責任について理解する。 

○交通安全施設の意義と役割について理解し、カーブミラーの清掃等、その改善に努めることができる。 

○交通法規を遵守するために、社会の一員として必要な姿勢を身につけることができる。 

○交通委員会を活発化し、交通安全活動に積極的に取り組むことができる。 

○地域の交通安全運動の意義を理解し、高校生としての役割を果たすことができる。 

○事故に遭った時の応急処置の必要性と処置の手順を知り、その正しい方法を身につけることができる。 

○交通事故に伴う責任と補償のあり方について理解することができる。 
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段階 指導の 区分重点 内容 

中 学 校 

○交通法規を知り、法規を守る態度を養う。 

○道路事情の変化を正しく判断し、安全な行動ができる態度を養う。 

○地域社会の安全の実態を知り、他人への安全の配慮のできる態度を養う。 

安全な 歩行 

通学路 ○通学路や路側帯の意義や交通事故の発生要因について理解し、安全な通学ができる。 

飛び出し ○急に道路に飛び出す危険を知り安全な行動ができる。 

雨の道 ○雨の道の交通の危険性について理解し、安全な行動ができる。 

雪の道 ○雪道の危険性を正しく理解し、他の人の安全も考えた行動ができる。 

道路の 横断 

寡言鸞露 ○信号・標識の意味を理解し、安全な横断ができる。 

築冨鸞昆 ○道路を横断する時の交通の危険について理解し、安全な横断ができる。 

自転車 の利用 

自転車の 利用 

○自転車による交通事故の現状・原因について理解し、安全な利用ができる。 

自転車の ○自転車の構造や機能及び点検・整備の仕方について理解し、日常の点検・整備がで 

点 検 きる。 

乗り物 の安全 な利用 と自動 車 

安全な 利用 

○自動車の種類によって起こる事故の特徴を理解し、自動車の危険性を認識すること 
によって、安全に対する自覚を高めることができる。 

自動車 二輪車 

○自動車の運転免許制度の意義や内容について理解し、交通安全に対する自覚を高め 
ることができる。 

交通安全施設 

○地域の交通事情の改善や道路・交通安全施設の改善の状況について理解を深めるこ 
とができる。 

○地域の交通安全に関する機関・団体の仕組みや活動について理解を深め、交通安全 

運動に協力しようとする意欲を高めることができる。 

交通安全道徳 

○交通安全運動を理解し、すすんで協力する態度を身につけることができる。 

○交通事故に関する救急施設と制度について知り、事故発生時に適切な処置をとるこ 
とができる。 

○地域の安全に対する役割や責任を理解し、進んで協力する態度を身につけることが 
できる。 
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壮 年 (婦 人) 高 齢 者 

○ゆずり合いの運転に努めるとともに、社会的 ○的確な判断のもとに事故を予測し、自己の機能の低下 

立場を自覚して、交通事故の絶滅に努める。 を客観的に認識し、安全な歩行と自転車の利用及び二 
輪車・自動車を運転する態度と能力を身につける。 

○駐車中の直前・後の飛び出しがいかに危険で ○車の制動距離などについて知り、車の直前・直後の横 

あるかを知り、小道からの飛び出しを含めて、 断を避けることができる。 

飛び出し事故のないようにする。 ○駐車中の直前・直後の飛び出しがいかに危険であるか 

○幼児の飛び出しなどに気をつけ、子供連れで を知り、小道からの飛び出しを含めて、飛び出し事故 

の歩行者には十分注意する。 のないようにする。 

○道路の右側を一列で歩き、互いに注意するこ ○身体の状況を考え、無理のない歩行ができる。 

とができる。 ○道路の右側を一列で歩き、互いに注意することができ 

○スリップなど、足元に注意して歩く。 る。 

○身体に障害があり、歩行に困難をきたしてい 
る人に対して適切な措眉がとれる。 

○信号機のある道路では、信号に注意をはらい、 ○視力・判断力が低下しているので、ゆとりをもって行 

信号に従って横断する。 動することができる。 

○信号機のない道路では、十分に左右を確認し ○信号機のある道路では、信号に注意をはらい、信号に 

て安全な横断ができる。 従って横断する。 

○幼児の横断には十分注意し、幼児を保護する ○信号機のない道路では、十分に左右を確認して安全な 

ことができる。 横断ができる。 

○走行前の点検が十分できる。 ○雨天時の利用には特に注意することができる。 

○信号機のある交差点の右折の方法について熟 ○信号機のある交差点の右折の方法について熟知し、実 

知し、実際に右折することができる。 際に右折することができる。 

○自家用車の安全な利用について熟知し、更に ○バスや公共の乗り物の上手な利用の仕方について知り、 

安全な利用ができる。 利用することができる。 

○公共交通機関を利用する場合交通弱者に対し 
て配慮する。 

○婦人の二輪車事故の多発の原因を考え、周囲 ○健康状態に気をつけ、気分のすぐれない時に乗車をひ 

への十分な気配りをし、自分本位の運転をし かえることができる。 

ないようにすることができる。 ○二輪車の特性を知り、ヘルメットの着用・前照燈の点 

○二輪車の特性を知り、ヘルメットの着用・前 燈などを遵守し、自他の安全を確保する。 

照燈の点燈などを遵守し、自他の安全を確保 
する。 

○互いに注意し合い、三悪追放に努力すること ○各機能の低下を知り、自己の能力に応じた運転をする 

ができる。 ことができる。 

○歩行者の立場に立ち、ゆずり合いの精神で走 ○シートベルトを必ず着用し、危険を予測して運転する 

行することができる。 ことができる。 

○シートベルトを必ず着用し、危険を予測して ○交通事故を起こした場合、正しい処置ができる。 

運転することができる。 ○乗車時には体調を整え、変調時や薬物の服用時の乗車 

○交通事故を起こした場合、正しい処置ができ を控えることができる。 

る。 

○交通安全施設について、各地域の人々がどこ ○交通安全施設について、各地域の人々がどこになにが 

になにがあるかを知り、施設の整備などの奉 あるかを知り、施設の整備などの奉仕活動をすること 

仕活動をすることができる。 ができる。 

○交通安全施設の正しい使い方を知り、利用す 
ることができる。 

○互いに注意し合って、標識や法規を遵守し、 ○高齢者の事故増加についてその原因を知り、事故防止 

相手の立場を理解することができる。 の手だてを考える。 

○速度標示など、交通標識に注意し、法規を遵 ○速度標示など、交通標識に注意し、法規を遵守するこ 

守することができる。 とができる。 

○常に子供の手本となる行動に努めることがで ○常に子供の手本となる行動に努めることができる。 

きる。 

○自己の経験を踏まえ、若年者に対して手本を ○自己の経験を踏まえ、若年者に対して手本を示すこと 

示すことができる。 ができる。 

○社会参加活動の一つとして、交通安全街頭指導を実施 
することができる。 
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区楽の重点 
容 

成 

青 年 

○車を本来の目的に応じて利用する習慣をつけるとともに、 

特に青年期における自信過剰による無謀運転などの行為を 
なくする。 

安全な 歩行 

飛 び 出 し 

○駐車中の直前・直後の飛び出しがいかに危険であるかを知 
り、小道からの飛び出しを含めて、飛び出し事故のないよ 
うにする。 

悪路 雨の道 
○道路の右側を一列で歩き、互いに注意することができる。 
○スリップなど足元に注意して歩く。 

の 通行雪の道 

信号機のある 道路 

○信号機のある道路では、信号に注意をはらい、信号に従っ 
て横断する。 

○信号機のない道路では、十分に左右を確認して安全な横断 

信号機のない 道路 
ができる。 

自転車 の利用 自転車の 利用点検 

○スピードの出しすぎ、蛇行運転など無謀運転を慎み、場所 
柄や状況に応じて利用することができる。 

乗り物 の安全 な利用 と自動 

安全な利用 

○自家用車の安全な利用について熟知し、更に安全な利用が 
できる。 

○公共交通機関を利用する場合交通弱者に対して配慮する。 

二 輪 車 

○二輪車の特性を知り、ヘルメットの着用、前照燈の点燈な 
どを遵守し、自他の安全を確保する。 

自 動 車 

○交通三悪を排除することができる。 

○悪路(雨雪等)の走行時はスリップ等に気をつけるととも 

車 
に、速度を十分落として走ることができる。 

○シートベルトを必ず着用し、安全に運転をすることができ 
る。 

○交通事故を起こした場合、正しい処置ができる。 

交 通 安 全 施 設 

○交通安全施設について、各地域の人々がどこになにがある 
かを知り、施設の整備などの奉仕活動をすることができる。 

交通安 全道徳 

交通法規の 

○命の導きを知り、自分を含めた全ての人々の命を守るのは、 
自分であることを自覚することができる。 

○速度標示など、交通標識に注意し、法規を遵守することが 

遵 守 
できる。 

指導者として 

○過ちを過ちとして素直に認め、自己の責任を果たすことが 
できる。 



各学校・園(所)研究主題一覧

校 国 名 研 究 主 題 

明神幼稚園 
交通規則を守り、正しい判断で安全に行動できる幼児の育成と安全な環境づくり 

一幼児の安全能力を育てる- 

久万幼稚園 安全に対する知識を身につけ、常に正しい判断で安全に行動できる幼児の育成 

畑野川幼稚園 交通安全の習慣や態度を身につけさせる。 

直瀬幼稚園 
正しい判断で安全に行動できる幼児の育成と安全な環境づくり 

ー交通安全習慣や態度を身につけるには- 

露峰保育所 
自ら進んで交通安全に取り組む子の育成 

ー交通安全の習慣や態度を身につけるには- 

二名保育所 
交通規則を守り、正しい判断で行動できる子の育成 

一集団登下校の指導を中心にして- 

明神小学校 
交通規則を守り、正しい判断で安全に行動できる児童の育成と安全な環境づくり 

一交通安全教育を中心として一 

久万小学校 
正しい判断で安全に行動できる児童の育成と安全な環境づくり 

一交通安全教育を通して- 

畑野川小学校 
安全に行動できる能力と態度の育成 

一交通安全教育を通して- 

直瀬小学校 
健康で安全な生活ができる子の育成 

一交通安全教育を中心、に- 

父二峰小学校 
自ら進んで交通安全に取り組む子供の育成 

一意識を高め実践をめざす児童活動を中心に- 

二名 小学校 
交通規則を守り、正しい判断で行動できる子の育成 

一集団登下校の指導を中心として- 

久万中学校 ルールの遵守意識育成を土台とした交通安全教育の推進 

畑野川中学校 適切な判断に基づいて、安全かつ敏速に行動できる能力・態度の育成 

直瀬中学校 自らすすんで規則正しく安全に行動できる生徒の育成と安全な道路交通環境の確立 

父二峰中学校 
規則を守り安全に行動できる生徒の育成 

ー交通安全意識の高揚をねらって- 

上浮穴高等学校 高等学校における交通安全指導の効果的な進め方 

第
六
編

教

育

八
一
六



昭
和
六
三
年
度

小
中
学
校

交
通
安
全
優
秀
標
語

○
と
び
出
す
な

あ
な
た
の
命
は
一
つ
だ
け

明
神
小
学
校

四
年

鈴
木

正
蔵

○
ゆ
ず
り
あ
う
、
心
が
あ
れ
ば
、
事
故
は
0

久
万
小
学
校

五
年

井
村

安
希

○
気
を
つ
け
ろ

あ
せ
る
心
は

事
故
の
も
と

直
瀬
中
学
校

一
年

大
野

留
美

○
守
っ
て
い
ま
す
か

自
分
の
命
と
交
通
規
則

畑
野
川
中
学
校

三
年

武
智
視
須
芳

○
交
通
安
全

だ
れ
で
も
や
れ
る

で
き
る
は
ず

父
二
峰
中
学
校

三
年

大
野

由
紀

9

社
会
同
和
教
育

ア

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
(
終
戦
ま
で
)

明
治
の
新
政
府
は
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
か
ら
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)

ま
で

に
、
幕
藩
時
代
の
封
建
的
な
身
分
制
度
を
廃
止
し
て
、
天
皇
中
心
の
中
央
集
権
国
家

に
ふ
さ
わ
し
い
身
分
秩
序
を
定
め
て
い
っ
た
。

明
治
二
年
六
月
に
、
従
来
の
公
卿
や
諸
大
名
に
華
族
と
い
う
称
号
を
与
え
、
そ
れ

ぞ
れ
の
間
に
あ
る
格
式
や
門
閥
を
廃
し
た
。
ま
た
、
同
年
一
二
月
に
は
、
武
士
階
級

に
対
し
て
、
下
士
ま
で
を
士
族
と
し
、
足
軽
以
下
を
卒
と
し
た
。
(
明
治
五
年
に
、
卒
を

士
族
と
平
民
に
解
体
し
た
)
農
工
商
は
一
様
に
平
民
と
し
た
が
、
賎
民
階
級
の
人
た
ち

は
、
旧
来
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

明
治
二
年
二
月
、
松
山
藩
で
は

「
門
口
に
標
札
を
か
け
さ
せ
る
。
積
多
に
は
積
多

何
衛
門
と
肩
書
き
さ
せ
る
」
と
申
し
渡
し
て
い
る
。
明
治
三
年
九
月
に
は
、
平
民
に

苗
字
を
称
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
が
、
賎
民
階
級
の
人
た
ち
に
は
認
め
て
い
な
い
。
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被
差
別
部
落
の
人
た
ち
の
身
分
解
放
に
つ
い
て
は
、
明
治
二
年
二
月
に
設
け
ら
れ

た
「
公
議
所
」

(
我
が
国
は
じ
め
て
の
立
法
議
院
)
で
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

公
議
所
で
賎
民
身
分
の
改
革
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は

「
里
数
改
訂
の
議
案
」

の
た

め
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
被
差
別
部
落
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
道
路
の
里
数
に
入
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
議
論
は
里
数
改
訂
に
と
ど
ま
ら
ず
、
賎
民
身
分
の
解
放
に
つ

い
て
も
論
じ
ら
れ
た
。

中
央
の
動
き
に
対
し
て
被
差
別
部
落
内
部
か
ら
も
、
解
放
へ
の
意
欲
的
な
動
き
が

高
ま
っ
て
き
た
。
明
治
三
年
正
月
、
伊
予
松
山
藩
に
お
い
て
、
昧
酒
村
の
戯
多
頭
、

半
右
衛
門
が
藩
庁
に
対
し
て
、
身
分
解
放
の
嘆
願
書
を
出
し
て
い
る
。
松
山
藩
の
参

事
で
あ
っ
た
内
藤
素
行
が
、
大
正
二
年
(
一
九
一
三
)
に
当
時
の
よ
う
す
を
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

…
…
明
治
三
年
で
あ
り
ま
し
た
。
あ

る
と
き
、
械
多
頭
の
半
右
衛
門
よ
り
嘆

願
書
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
は
す
な
わ

ち
、
東
京
よ
り
影
響
を
受
け
ま
し
た
も

の
で
、
私
ど
も
も
他
の
平
民
と
同
様
に

お
扱
い
下
さ
る
よ
う
に
致
し
た
い
。
そ

れ
は
、
す
で
に
東
京
に
お
い
て
も
、
集

議
員
に
建
議
が
出
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
累
々
百
千
言
を
つ
ら

ね
て
お
り
ま
し
て
、
い
か
に
も
文
言
が

よ
く
で
き
て
お
り
ま
す
。
私
も
そ
れ
を

読
み
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
そ
の
扱
い
に

困
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
、
朝
廷

新採・転入教職員同和教育研修会
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に
お
い
て
同
等
に
取
り
扱
え
と
い
う
ご
き
た
の
な
い
と
き
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
う
ち
械
多
を
平
民
と
同
様
に
扱
う
よ
う
に
と

い
う
お
達
し
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
も
は
や
半
右
衛
門
が
願
い
出
た
通
り
、
同
等
に
扱
わ

ね
は
な
ら
ぬ
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
半
右
衛
門
に
対
し
て
の
指
令
は
藩
で
は
し
な
か
っ

た
。
…
…

中
央
で
の
動
き
を
い
ち
早
く
察
知
し
た
半
右
衛
門
は
、
藩
庁
に
対
し
て
身
分
解
放

の
要
求
を
積
極
的
に
働
き
か
け
た
が
、
藩
で
は
そ
れ
を
無
視
し
た
。

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
八
月
二
八
日
、
太
政
官
布
告
に
よ
る
解
放
令
が
政
府
よ
り

出
さ
れ
た
。

械
多
非
人
等
ノ
称
ヲ
廃
シ
、
身
分
・
職
業
共
、
平
民
同
様
ト
ス
。
械
多
非
人
等
ノ
称
廃

サ
レ
候
条
、
自
今
、
身
分
職
業
共
、
平
民
同
様
タ
ル
ベ
キ
事
。

械
多
非
人
ノ
称
ヲ
廃
シ
、
民
籍
二
編
入
シ
、
地
租
等
除
瑠
(
課
税
し
な
い
)

ノ
慣
法
ヲ

改
正
セ
シ
ム
。

械
多
非
人
等
ノ
称
廃
サ
レ
候
条
、
一
般
民
籍
二
編
入
シ
、
身
分
職
業
共
、
都
テ
同
二
一

相
成
候
様
取
扱
ベ
シ
、
尤
モ
、
砲
租
其
外
除
輯
ノ
仕
来
モ
之
有
候
ハ
バ
、
引
直
シ
見
込
取

調
方
、
大
蔵
省
へ
伺
出
ス
ベ
キ
事
。

解
放
令
が
出
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
は
、
公
議
所
の
議
論
が
引
金
に
な
っ
た
と
か
、

海
外
へ
の
対
面
と
か
、
地
租
改
正
の
必
要
上
と
か
の
諸
説
が
あ
る
が
、
被
差
別
部
落

の
人
々
の
人
格
を
認
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
、
江
戸
の
弾
左
衛
門
や
京
都
の
年
寄
、
元
右
衛
門
ら
を
中
心
と
す
る

被
差
別
部
落
内
部
か
ら
の
解
放
へ
の
強
い
要
求
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
す
こ
と
は
で

き
な
い
。

国
の
解
放
令
の
伝
達
は
、
各
県
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
松
山
県
で
は
明
治

四
年
一
〇
月
に
、
宇
和
島
県
で
は
翌
年
の
五
月
に
伝
達
し
て
い
る
。
松
山
県
で
は
次

八
一
八

の
よ
う
に
伝
達
し
て
い
る
。

稜
多
非
人
之
称
廃
サ
レ
候
条
、
自
今
身
分
職
業
共
平
民
同
様
タ
ル
ベ
キ
事
。

辛
未
八
月

右
二
付
別
紙
論
文
各
地
庄
屋
共
ヨ
リ
端
々
迄
洩
サ
ル
様
読
、
、
、
聞
七
心
得
違
之
無
様
諭

わ
し

か
つ
ま
た

の

あ
い
た
∴
∴
こ
の
だ
ん
あ
い
こ
こ
ろ
え

解
致
ス
ベ
シ
。
且
亦
左
之
通
り
申
付
候
間
、
此
段
相
心
得
申
ス
ベ
キ
専

一
、
当
時
造
機
多
非
人
共
版
籍
之
儀
者
村
々
版
籍
江
差
加
へ
申
ス
ベ
キ
専

一
、
穣
多
之
目
廃
サ
レ
候
得
共
、
牛
馬
之
革
取
扱
井
履
直
等
之
儀
相
止
メ
ル
ニ
及
バ

ズ
、
是
又
家
業
ノ
一
種
二
俣
へ
者
、
其
村
其
人
々
都
合
ヨ
リ
当
時
迄
ド
オ
リ
引
受
之
儀

者
相
対
次
第
勝
手
タ
ル
ベ
キ
事

た
だ

が
ん
ら
い

こ
れ
あ
り
そ
う
ら
え
は

こ
の

ご
ー
∴
∴
い
た
す

う
め

き

但
シ
牛
馬
之
草
ハ
元
来
有
用
ノ
小
物
二
之
有
候
得
者
、
比
後
モ
徒
ラ
ニ
取
埋
申
開

敷
事
(
久
米
郡
小
屋
峠
御
用
日
記
)

こ
う
し
た
内
容
で
、
明
治
四
年
一
〇
月
九
日
に
、
各
村
々
の
庄
屋
あ
て
に
、
布
告

の
趣
旨
徹
底
を
は
か
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

解
放
令
が
出
さ
れ
る
と
、
被
差
別
部
落
の
人
々
の
中
に
は
、
被
差
別
部
落
の
人
間

で
あ
る
た
め
に
、
い
や
い
や
な
が
ら
に
従
事
さ
せ
ら
れ
て
い
た
死
牛
馬
の
処
理
や
盗

賊
の
取
締
ま
り
な
ど
の
仕
事
を
、
自
ら
の
経
済
的
利
益
を
捨
て
て
ま
で
放
棄
す
る
者

が
続
出
し
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
『
お
ふ
れ
』
が
出
た
の
で
あ
る
。

松
山
藩
で
は
次
の
よ
う
な
布
告
も
出
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
械
多
非
人
の
目
廃
せ
ら
る
る
旨
、
朝
廷
よ
り
お
お
せ
い
だ
さ
れ
し
に
、
物
ご

と
を
わ
き
ま
え
ぬ
と
も
か
ら
は
、
今
よ
り
彼
等
の
平
人
と
肩
を
並
ぶ
る
を
快
よ
か
ら
ず
思

う
者
あ
る
べ
け
れ
ど
も
、
彼
等
と
て
目
は
竪
に
し
て
鼻
は
横
に
な
る
に
も
あ
ら
ず
、
足
よ

く
掴
み
て
手
よ
く
走
る
に
も
あ
ら
ず
、
裸
体
に
し
て
恥
ず
か
し
か
ら
ざ
る
に
も
あ
ら
ず
。

株
を
食
い
て
育
ら
し
に
も
あ
ら
ず
。
地
中
に
穴
を
穿
ち
樹
上
に
巣
を
営
み
て
積
層
す
る

に
も
あ
ら
ず
。
耳
目
鼻
口
四
肢
百
体
よ
り
か
の
衣
食
住
に
至
る
ま
で
何
の
常
人
と
異
な
る

所
あ
ら
ん
。
か
く
同
じ
万
物
の
霊
と
生
ま
れ
し
者
を
、
鳥
獣
な
ど
の
別
種
類
の
ご
と
く



賎
め
嫌
ふ
は
ず
は
さ
ら
さ
ら
な
き
こ
と
な
り
。
(
中
略
)
た
と
え
四
肢
百
体
は
、
い
と
き

よ
く
具
は
り
た
り
と
も
、
源
平
な
り
藤
橋
な
り
そ
の
姓
氏
は
正
し
く
と
も
、
人
の
人
た
る

道
を
勤
め
ず
親
に
不
幸
に
し
て
ふ
く
ろ
う
の
行
い
あ
り
、
人
を
喜
び
傷
い
て
豹
狼
の
行

い
あ
り
、
人
を
欺
き
証
し
て
孤
狸
の
行
い
あ
り
、
あ
る
は
淫
乱
に
し
て
禽
獣
の
行
い
あ

ら
ん
に
は
、
こ
れ
を
こ
そ
人
に
非
ず
と
も
積
れ
多
し
と
も
い
う
ぺ
け
れ
。
さ
れ
は
人
の
人

た
る
道
を
尽
す
を
以
っ
て
尊
し
と
し
否
ら
ざ
る
を
賎
し
と
す
へ
ぎ
こ
と
に
て
、
同
じ
万
物

の
霊
た
る
人
間
中
に
別
に
賎
し
み
嫌
べ
き
種
族
は
な
き
は
ず
な
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
後
は

彼
此
の
差
別
を
立
ず
と
も
に
人
た
る
の
道
を
尽
し
て
、
朝
廷
深
き
御
趣
意
の
あ
り
が
た
さ

に
報
い
奉
る
べ
き
こ
と
に
こ
そ
。

ま
た
、
同
年
一
〇
月
二
六
日
に
は
、
苗
字
を
つ
け
て
も
よ
い
と
い
う
お
ふ
れ
を
出

し
て
い
る
。

そ
の
後
、
神
社
へ
の
参
拝
に
つ
い
て
も
、
行
水
を
し
て
身
を
清
め
た
後
お
参
り
す

る
よ
う
に
申
し
聞
か
せ
よ
と
い
う
、
お
ふ
れ
も
出
て
い
る
が
、
氏
子
に
な
っ
た
り
、

氏
神
様
へ
お
参
り
し
た
り
、
祭
礼
に
神
輿
を
か
つ
い
た
り
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、

大
正
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

明
治
政
府
は
、
明
治
四
年
七
月
に
は
文
部
省
を
置
き
、
明
治
五
年
八
月
に
国
民
教

育
の
基
礎
を
確
立
す
る
た
め
、
学
制
を
発
布
し
た
。
「
自
今
以
後
、
一
般
ノ
人
民
必
ズ

邑
二
不
学
ノ
戸
ナ
ク
、
家
二
不
学
ノ
人
ナ
カ
ラ
ン
メ
ン
コ
ト
」

を
期
す
る
も
の
で
、

身
分
、
貧
富
、
男
女
の
別
な
く
だ
れ
で
も
教
育
を
受
け
る
機
会
を
均
等
に
与
え
よ
う

と
し
た
。
小
学
校
設
置
の
責
任
は
各
区
戸
長
に
ま
か
せ
ら
れ
て
お
り
、
学
校
設
立
費
、

営
繕
費
、
教
員
の
給
与
等
の
す
べ
て
が
受
益
者
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、

地
域
格
差
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
こ
こ
で
も
平
民
の
子
弟
と
、
被

差
別
部
落
民
の
子
弟
が
机
を
並
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
と
か
く
の
論
争
が
あ
っ
た
。

明
治
一
九
年
四
月
に
小
学
校
令
が
出
さ
れ
、
小
学
校
を
尋
常
と
高
等
の
二
段
階
に

第
二
章

社
会
教
育

分
け
、
尋
常
小
学
校
四
年
間
を
義
務
教
育
と
定
め
た
。
ま
た
、
学
校
の
諸
経
費
は
児

童
か
ら
授
業
料
を
徴
収
し
て
こ
れ
を
あ
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
地
域
の
状
況
で

ど
う
し
て
も
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
小
学
校
に
簡
易
科
を
設
け
て
も
よ
い
こ
と
に

な
っ
た
。
簡
易
科
と
い
う
の
は
、
修
業
年
限
が
三
年
で
、
教
科
も
、
小
学
校
は
九
教

科
だ
が
、
簡
易
小
学
校
は
四
教
科
で
、
し
か
も
一
日
の
授
業
は
三
時
間
で
あ
っ
た
。

な
お
、
学
校
の
諸
経
費
は
町
村
で
ま
か
な
っ
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
、

経
済
的
に
貧
困
な
家
庭
の
多
い
地
域
は
、
簡
易
科
を
置
い
た
。
こ
の
簡
易
科
は
、
明

治
二
三
年
(
一
八
九
〇
)
一
〇
月
に
改
正
さ
れ
た
小
学
校
令
に
よ
り
廃
止
さ
れ
、
二
五

年
(
一
八
九
二
)
か
ら
は
授
業
料
を
徴
集
す
る
尋
常
小
学
校
と
な
っ
た
。

明
治
四
五
年
(
一
九
一
二
)
三
月
一
五
日
付
の

「
愛
媛
新
報
」

に
は
、
次
の
よ
う
な

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

特
種
部
落
婦
人
会

現
伊
予
郡
長
松
田
虎
次
郎
氏
の
置
土
産
と
し
て
此
処
に
紹
介
す
る

の
価
値
あ
る
は
、
上
浮
穴
郡
○
○
村
大
字
〇
〇
〇
の
特
種
部
落
民
を
以
て
組
織
せ
る
婦

人
矯
風
会
な
り
。
同
部
落
は
地
方
に
知
ら
れ
た
る
人
情
風
俗
の
野
卑
醜
悪
極
ま
る
部
落

に
し
て
、
識
者
の
ひ
ん
し
ゅ
く
す
る
処
な
り
し
を
見
て
取
り
し
時
の
郡
長
松
田
氏
は
、

部
下
に
合
し
て
同
地
に
婦
人
矯
風
会
を
組
織
せ
し
め
、
毎
月
そ
の
例
会
に
は
い
か
な
る

事
情
あ
る
と
も
郡
更
と
し
て
必
ず
出
席
せ
し
め
、
諸
々
説
き
て
倦
ま
ず
。
そ
の
結
果
さ

し
も
頑
随
の
部
落
民
も
迷
夢
よ
う
や
く
醒
む
る
と
同
時
に
、
会
は
倍
々
盛
を
い
た
し
、

今
や
会
員
七
十
、
毎
会
出
席
者
五
十
を
下
ら
ず
、
い
ず
れ
も
指
折
り
数
え
て
会
日
を
待

ち
わ
び
る
の
み
な
ら
ず
、
今
回
会
員
は
こ
れ
に
報
ず
る
と
こ
ろ
な
か
る
べ
か
ら
ず
と
な

し
、
寄
寄
そ
の
事
業
を
協
議
中
な
り
と
。

さ
き
の
小
学
校
令
で
、
平
民
と
被
差
別
部
落
民
の
子
弟
が
、
同
じ
教
室
で
机
を
並

べ
る
こ
と
を
嫌
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
き
て
い
た
。
即
ち
、
解
放
令
後
の
神

社
参
拝
の
問
題
、
職
業
の
問
題
、
銭
湯
で
の
入
浴
問
題
等
、
そ
こ
で
起
こ
る
す
べ
て

八
一
九
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の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
被
差
別
部
落
民
に
そ
の
責
任
が
あ
る
と
し
て
い
た
。

明
治
四
〇
年
(
一
九
〇
七
)
六
月
一
一
、
一
二
日
の

「
海
南
新
聞
」
は
、
当
時
の
内

務
省
が
愛
媛
県
の
状
況
を
調
査
し
た
報
告
書
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
掲
載
し

て
い
る
。明

治
四
年
、
穣
多
非
人
の
称
呼
を
廃
し
、
身
分
職
業
と
も
平
民
同
様
た
る
べ
き
旨
布
達

さ
れ
て
よ
り
歳
月
を
経
る
こ
と
こ
こ
に
三
十
余
年
、
文
物
制
度
の
美
、
日
に
進
み
、
固
隅

の
習
慣
、
月
に
革
新
す
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
世
人
が
こ
の
種
族
を
賎
祝
し
、
通
婿
を
な
さ

ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
と
の
交
際
を
も
嫌
忌
し
、
彼
等
は
一
般
に
歯
せ
ら
れ
ざ
る
ゆ
え

ん
の
も
の
は
、
因
襲
の
久
し
き
、
一
朝
に
旧
慣
を
打
破
す
る
こ
と
を
得
ず
、
今
な
お
、
新

平
民
も
し
く
は
械
多
の
称
呼
を
用
う
る
も
の
は
、
こ
れ
ひ
っ
ぎ
ょ
う
彼
等
が
往
古
よ
り
各

村
い
た
る
と
こ
ろ
一
区
域
内
に
そ
の
生
活
を
限
局
し
、
腰
随
汚
横
の
家
屋
内
に
住
居
し
て

賎
業
を
営
み
、
言
語
の
普
通
人
と
こ
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
容
儀
の
賎
劣
に
し
て
道

義
を
辞
せ
ず
、
か
つ
貧
賎
に
安
ん
じ
て
生
業
を
励
精
せ
ざ
る
等
、
つ
い
に
彼
等
の
通
性
と

な
り
、
自
ら
地
位
を
卑
下
し
て
社
交
上
の
障
壁
を
作
り
ざ
る
の
素
因
に
は
か
な
ら
ず
。

(
中
略
)
衛
生
思
想
に
い
た
り
て
は
い
ま
だ
発
達
せ
ず
、
こ
の
種
族
は
古
来
、
身
に
篠
綾

を
ま
と
い
、
汚
械
不
潔
な
る
家
屋
に
起
臥
し
、
あ
ま
つ
さ
え
粗
食
に
あ
ま
ん
じ
、
は
な
は

だ
し
き
者
に
い
た
り
て
は
、
人
の
門
戸
に
立
ち
廃
余
飲
食
物
の
施
与
を
受
け
て
、
飢
餓
を

し
の
ぐ
者
あ
り
、
入
浴
の
ご
と
き
ま
れ
に
な
す
の
み
、
奇
臭
鼻
を
つ
く
も
、
こ
れ
を
か
え

り
み
ず
、
ほ
と
ん
ど
衛
生
の
何
物
た
る
を
解
せ
ず
、
彼
等
の
風
俗
は
、
他
と
異
な
り
自
然

嫌
忌
せ
ら
る
る
原
因
も
ま
た
こ
こ
に
存
す
。

差
別
の
原
因
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、
す
べ
て
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
が
悪
い

と
し
て
い
る
行
政
の
姿
勢
、
マ
ス
コ
ミ
の
あ
り
方
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
先
の

「
婦
人
矯
風
会
」
が
組
織
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

が
、
こ
の
婦
人
矯
風
会
も
、
被
差
別
部
落
の
人
た
ち
の
め
ざ
め
に
よ
り
「
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
に
強
制
的
に
や
ら
さ
れ
る
の
か
?
」
と
、
反
発
し
、
こ
の
組
織
は
く
ず
れ

八
二
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て
い
っ
た
。

部
落
解
放
の
運
動
は
、
中
央
の
動
き
が
地
方
に
連
動
し
、
中
央
、
地
方
と
も
に
同

じ
よ
う
な
活
動
が
み
ら
れ
る
。

明
治
三
六
年
(
一
九
〇
三
)
に
結
成
さ
れ
た

「
大
日
本
同
胞
融
和
会
」

は
、
何
百
年

と
続
い
て
き
た
部
落
差
別
と
の
闘
い
の
な
か
で
、
こ
れ
を
支
え
合
う
集
団
と
し
て
の

深
い
絆
を
結
び
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
道
徳

の
修
養
、
風
俗
の
矯
正
、
教
育
の
奨
励
、
衛
生
思
想
の
高
揚
、
勤
倹
貯
蓄
な
ど
で

あ
っ
て
、
そ
の
根
底
に
は
社
会
と
融
和
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
社

会
と
融
和
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方
は
、
現
在
の
同
和
問
題
の
中
で
、
根
強
く
生
き
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
央
の
動
き
が
、
婦
人
矯
風
会
の
動
き
に
つ
な
が
っ

て
い
た
。

各
神
社
の
氏
子
問
題
や
神
輿
を
か
つ
ぐ
問
題
は
、
大
正
の
初
め
ご
ろ
か
ら
大
き
な

社
会
問
題
と
な
り
、
一
〇
年
(
一
九
二
一
)
九
月
、
つ
い
に
警
察
当
局
が
各
村
に
対
し

て
、
『
未
解
放
部
落
の
人
た
ち
に
も
神
輿
を
か
っ
が
せ
る
よ
う
に
‥
・
』
と
い
う
注
意

を
与
え
る
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
注
意
が
出
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ん
な
り
と

問
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
村
、
神
社
ご
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な

ト
ラ
ブ
ル
を
経
て
、
一
一
年
以
降
に
お
い
て
徐
々
に
解
決
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

大
正
一
一
年
(
一
九
二
二
)
三
月
三
日
、
全
国
の
同
和
地
区
代
表
者
三
〇
〇
〇
人
が

参
集
し
て
、
京
都
市
の
岡
崎
公
会
堂
で
創
立
大
会
を
開
い
た

「
全
国
水
平
社
」

の
動

き
は
、
日
本
全
国
津
々
浦
々
の
未
解
放
部
落
の
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
大

正
一
二
年
(
一
九
二
三
)
四
月
一
八
日
、
温
泉
郡
の
拝
志
村
で
は
水
平
社
拝
志
支
部
の

発
会
式
が
も
た
れ
て
い
る
。

一
方
、
水
平
社
運
動
に
対
抗
し
て
大
正
一
二
年
七
月
に

「
愛
媛
県
善
隣
会
」
が
設



立
さ
れ
た
。
水
平
社
が
全
く
の
自
主
的
な
解
放
運
動
組
織
で
あ
り
、
「
差
別
の
徹
底

的
糾
弾
」

こ
そ
が
、
解
放
へ
の
大
き
な
力
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
善
隣
会

は
、
「
水
平
社
の
運
動
は
過
激
に
す
ぎ
る
」
と
批
判
的
で
あ
っ
た
。
善
隣
会
は
、
「
地

方
を
改
善
し
て
相
互
講
和
の
実
現
を
期
す
」
と
し
て
、
会
長
は
県
知
事
、
副
会
長
は

内
務
部
長
、
警
察
部
長
、
幹
事
長
は
社
会
課
長
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、
各
郡
市
町
村

に
支
会
、
分
会
を
設
立
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
善
隣
会
の
動
き
は

「
婦
人
矯
風

会
」
の
発
展
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
大
日
本
同
胞
融
和
会
」
が
未
解
放

部
落
の
人
々
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
活
動
が
活
発
に
な
る
に
従
っ
て
、
行
政
側

が
そ
の
力
を
お
そ
れ
、
そ
れ
に
類
似
し
た
融
和
教
育
を
提
唱
し
、
各
地
に
矯
風
会
を

組
織
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
矯
風
会
が
善
隣
会
へ
と
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

水
平
社
運
動
は
、
や
が
て
小
作
争
議
の
結
果
生
ま
れ
た
農
民
組
合
や
資
本
家
の
搾

取
に
対
抗
す
る
労
働
者
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
の
無
産
階
級
の
人
た
ち
の
活
動
を
支
援

し
た
り
、
差
別
の
現
実
と
闘
っ
た
り
す
る
な
か
で
、
自
然
発
生
的
に
無
産
運
動
と
結

び
つ
い
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
農
民
組
合
と
の
連
携
は
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
強
固
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
う
な
る
と
融
和
政
策
と
相
反
す
る
と
し
て
、

官
警
の
弾
圧
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
に
入
る
と
、
各
所
で
起
き
る
差
別
事
件
に
対
し
て
、
そ
の
糾
弾
を
求
め
る
運

動
は
、
い
っ
そ
う
激
化
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
行
政
が
、
官
肇
が
、
国
家
が
、
差

別
者
を
優
遇
す
る
が
如
き
政
策
を
と
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
昭
和
一
二
年
に
日
華
事
変

が
起
き
る
と
、
戦
時
体
制
下
と
い
う
こ
と
か
ら
、
水
平
社
の
運
動
も
次
第
に
裏
返
し

て
い
っ
た
。
昭
和
一
三
年
(
一
九
三
人
)
三
月
、
国
家
総
動
員
法
が
制
定
さ
れ
、
政
府

は
国
民
生
活
の
す
べ
て
を
統
制
で
き
る
絶
対
的
な
権
限
を
握
っ
た
。
更
に
、
昭
和
一

五
年
(
一
九
四
〇
)
に
は
大
政
翼
賛
会
を
発
足
さ
せ
、
戦
争
遂
行
の
た
め
、
よ
り
強
固

第
二
章

社
会
教
育

な
統
制
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
社
会
運
動
は
徹
底
的
に
弾
圧
さ
れ
、
思
想
・
言
論

の
抑
圧
も
一
層
さ
び
し
く
な
っ
た
。

全
国
水
平
社
の
運
動
は
、
昭
和
九
年
(
一
九
三
四
)
以
降
、
同
和
地
区
住
民
の
生
活

と
文
化
の
水
準
を
高
め
る
運
動
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
軍
部
の
専

横
を
乱
す
質
問
書
を
提
出
し
た
り
し
て
抵
抗
し
た
。
昭
和
一
二
年
七
月
、
日
華
事
変

が
起
こ
る
と
、
「
こ
と
こ
こ
に
至
っ
た
以
上
は
、
国
民
と
し
て
の
非
常
時
局
に
対
す

る
認
識
を
正
常
に
把
握
し
、
『
挙
国
一
致
』
積
極
的
に
参
加
せ
ね
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う

方
向
転
換
の
宣
言
を
し
た
。
昭
和
一
六
年
(
一
九
四
一
)
一
二
月
、
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
る
と
、
政
府
は
治
安
維
持
法
を
理
由
に
、
「
言
論
・
出
版
・
集
会
・
結
社
等
臨
時

取
締
法
」

を
制
定
し
て
、
政
治
結
社
や
思
想
結
社
を
新
し
く
つ
く
る
場
合
は
も
ち
ろ

ん
、
す
で
に
あ
る
組
織
さ
え
も
許
可
制
と
し
た
。
水
平
社
は
こ
れ
に
よ
っ
て

「
思
想

結
社
」

と
さ
れ
、
届
け
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
政
府
は
水
平
社
に
対
し
て
、

「
事
前
に
解
散
声
明
を
出
す
よ
う
に
…
…
」
と
指
導
を
し
た
。
水
平
社
は
解
散
声
明

も
出
さ
ず
届
け
出
も
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
一
七
年
(
一
九
四
二
)
一
月
二
〇

日
の
届
け
出
の
法
定
期
間
が
過
ぎ
、
届
出
不
提
出
と
い
う
形
で
法
的
に
消
滅
し
た
。

イ

戦
後
の
部
落
解
放
運
動

昭
和
二
〇
年
(
一
九
四
五
)
八
月
一
五
日
、
日
本
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
講
し
終

戦
を
迎
え
た
。
国
政
は
連
合
国
最
高
司
令
官
の
制
限
下
に
お
か
れ
た
。

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
連
合
国
総
司
令
官
は
、
男
女
同
権
、
労
働
者
の
団
結
権
、
教
育
の

自
由
化
を
認
め
、
専
制
の
廃
止
、
経
済
の
民
主
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
治
安
維
持

法
の
廃
止
、
農
地
改
革
、
財
閥
の
解
体
等
を
つ
ぎ
つ
ぎ
実
施
し
た
。
戦
後
の
荒
廃
と

物
資
不
足
、
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
人
々
の
生
活
は
困
窮
を
き
わ
め
た
。
こ
う
し
た

な
か
に
あ
っ
て
、
旧
全
国
水
平
社
の
指
導
者
た
ち
は
、
部
落
解
放
運
動
の
再
建
に
い

八
二
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第
六
編

教

育

ち
ぼ
や
く
立
ち
上
が
っ
た
。

戦
前
の
水
平
社
に
お
け
る
部
落
第
一
主
義
と
融
和
団
体
に
お
け
る
恩
恵
的
改
善
主

義
を
排
し
、
水
平
社
同
人
、
融
和
運
動
家
を
と
わ
ず
部
落
解
放
を
願
う
す
べ
て
の
大

人
を
結
集
し
て
部
落
解
放
運
動
の
戦
線
統
一
を
図
っ
た
。
部
落
排
外
主
義
を
克
服
し
、

全
国
民
の
民
主
戦
線
の
一
翼
と
し
て
部
落
解
放
運
動
を
進
め
よ
う
と
し
た
。
昭
和
二

一
年
(
一
九
四
六
)
二
月
一
九
、
二
〇
日
に
京
都
新
聞
会
館
で
部
落
解
放
人
民
大
会
が

開
か
れ
た
。
本
県
に
お
い
て
も
二
一
年
二
月
、
松
山
市
拓
川
道
場
に
県
下
の
代
表
者

が
集
ま
り
、
京
都
で
の
部
落
解
放
人
民
大
会
へ
の
参
加
を
協
議
す
る
と
共
に
、
愛
媛

で
の
組
織
結
成
に
つ
い
て
協
議
し
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

昭
和
二
二
年
(
一
九
四
七
)
二
月
、
全
国
部
落
解
放
愛
媛
県
委
員
会
の
創
立
大
会
が

松
山
市
の
拓
川
道
場
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
部
落
解
放
の
組
織
が
確
立

し
た
わ
け
で
あ
る
。
同
年
七
月
に
温
泉
郡
久
米
村
で
起
き
た
差
別
事
件
(
農
家
の
中
年

の
婦
人
が
部
落
の
青
年
を
多
数
の
住
民
の
前
で
侮
辱
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
糾
弾
が
行
わ
れ
た
。

し
か
し
婦
人
に
全
く
反
省
の
態
度
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
つ
い
に
青
年
た
ち
の
憤
激
を
か
い
、

「
こ
ん
な
人
間
は
頭
の
切
り
か
え
を
せ
ね
は
な
ら
ん
」
と
い
っ
て
婦
人
の
頭
髪
を
切
っ
た
の
で

あ
る
)
は
、
人
権
の
尊
重
と
平
等
を
基
本
と
す
る
民
主
主
義
の
確
立
に
と
っ
て
、
許

さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
人
権
尊
重
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
県
下
で
は
学
校
で
、
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
な
部

落
差
別
事
件
が
起
き
て
い
た
。

昭
和
二
五
年
(
一
九
五
〇
)
に
宇
摩
郡
天
満
村
(
土
居
町
)
清
寧
中
学
校
で
生
徒
に

よ
る
差
別
発
言
が
あ
り
、
こ
の
事
件
を
動
機
に
、
学
校
に
お
け
る
同
和
教
育
へ
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
二
六
年
一
二
月
、
本
県
で
初
め
て

「
人
権
尊
重
研
究
大
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
が
愛
媛
県
の
同
和
教
育
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
昭
和
三
〇
年

八
二
二

(
一
九
五
五
)
九
月
、
部
落
解
放
委
員
会
が

「
部
落
解
放
同
盟
」
と
し
て
出
発
し
た
。

こ
れ
を
う
け
て
本
県
の
部
落
解
放
委
員
会
愛
媛
県
連
合
会
も
部
落
解
放
同
盟
愛
媛
県

連
合
会
と
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
後
三
四
年
に
愛
媛
県
同
和
事
業
対
策
協
議
会
が
生
ま

れ
、
愛
媛
県
は
二
つ
の
団
体
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
じ
目
的
を
持
つ
団
体

が
二
つ
あ
る
こ
と
は
、
部
落
解
放
達
成
の
た
め
に
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
昭
和
三
六
年
(
一
九
六
一
)
四
月
二
〇
日
、
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
の
末
、
部

落
解
放
同
盟
愛
媛
県
連
合
会
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
新
た
に

「
愛
媛
県
同
和
対
策
協

議
会
」

が
誕
生
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
三
五
年
(
一
九
六
〇
)
八
月
一
三
日
、
国
会
に

お
い
て

「
同
和
対
策
審
議
会
設
置
法
」

が
議
員
立
法
と
し
て
成
立
し
た
。
こ
れ
は
、

部
落
解
放
同
盟
が
岸
首
相
に
要
求
し
て
い
た

「
部
落
問
題
審
議
会
設
瞳
法
案
」
が
形

を
変
え
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
審
議
会
は
五
年
後
の
昭
和
四
〇

年
(
一
九
六
五
)

八
月
一
一
日
、
三
八
回
の
審
議
を
重
ね
た
末
、
「
同
和
地
区
に
関
す

る
社
会
的
及
び
経
済
的
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基
本
的
方
策
」

を
答
申
し
た
。

こ
の
答
申
に
基
づ
い
て
昭
和
四
四
年
(
一
九
六
九
)
七
月
一
〇
日
、
一
〇
か
年
間
の
時

限
立
法
と
し
て

「
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
」

が
成
立
し
施
行
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

り

久
万
町
の
部
落
改
善
運
動
史

明
治
四
五
年
(
一
九
一
二
)
三
月
、
上
浮
穴
郡
某
村
に
お
い
て
、
部
落
の
婦
人
に

よ
っ
て

「
婦
人
矯
風
会
」
が
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
は
前
記
「
愛
媛
新
報
、
明
治

四
五
年
三
月
一
五
日
付
の
記
事
」

の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
久
万
町
に
お
け
る
部

落
改
善
運
動
の
始
ま
り
で
あ
る
。

大
正
一
〇
年
(
一
九
二
一
)
三
月
に
は
、
明
神
小
学
校
長
白
石
澄
一
郎
が
、
部
落
の

改
善
に
功
労
が
あ
っ
た
と
し
て
、
郡
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
改
善
講
演



会
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
一
一
年
に
は
明
神
村
と
父
二
峰
村
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
明
神
村
で
は
公
会
堂
を
建
設
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
て
い
る
。

部
落
改
善
対
策
と
し
て
は
、
明
神
村
と
父
二
峰
村
に
牛
馬
の
飼
育
が
奨
励
さ
れ
て
い

る
。神

社
の
氏
子
問
題
や
神
輿
を
か
つ
ぐ
問
題
に
つ
い
て
の
紛
争
は
、
大
正
一
〇
年
に

警
察
当
局
が
各
村
に
対
し
て
指
導
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
解
決
し
な

か
っ
た
。
神
社
の
祭
礼
の
前
夜
、
部
落
総
代
と
氏
子
総
代
さ
ら
に
警
察
官
の
三
名
が

部
落
の
各
家
を
回
り

「
明
日
は
ミ
コ
シ
モ
リ
に
出
て
来
る
よ
う
に
;
… 

。
な
お
服
装

は
、
白
い
半
パ
ン
と
白
い
体
操
シ
ャ
ツ
で
あ
る
。
」
と
伝
え
て
歩
い
た
。
部
落
の
人
々

は
、
長
い
間
の
念
願
が
か
な
い
、
明
日
は
多
く
の
人
々
の
中
に
入
っ
て
祭
り
を
祝
う

こ
と
が
で
き
る
と
夜
お
そ
く
ま
で
か
か
っ
て
服
装
を
整
え
た
。
翌
朝
お
宮
に
行
っ
て

み
る
と
、
大
勢
の
人
か
ら

「
な
に
し
に
来
た
。
お
前
ら
が
来
る
と
お
宮
が
け
が
れ

る
」

と
、
さ
わ
が
れ
、
は
て
は
袋
だ
た
き
に
ま
で
な
っ
た
人
も
い
た
と
い
う
。

昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)
一
〇
月
に
は
、
政
府
か
ら
の
助
成
金
五
九
〇
円
を
受
け
取

る
か
ど
う
か
で
村
会
は
紛
糾
し
た
。
こ
の
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
は
融
和
の
気
運
が

盛
り
上
が
っ
て
い
る
今
日
、
波
瀾
を
起
こ
す
も
と
だ
と
し
て
否
決
し
て
い
る
。

工

同
和
教
育
研
究
協
議
会
の
結
成

終
戦
後
に
お
け
る
部
落
解
放
の
運
動
は
、
地
域
住
民
の
閉
鎖
的
な
考
え
方
か
ら
盛

り
上
が
ら
な
か
っ
た
。
い
や
融
和
的
な
考
え
方
が
根
強
か
っ
た
か
ら
盛
り
上
が
ら
な

か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
昭
和
四
一
年
(
一
九
六
六
)
入
野
に
隣
保
館
が
建
設
さ
れ

た
後
、①

今
さ
ら
寝
た
子
を
起
こ
す
よ
う
な
こ
と
は
や
め
て
ほ
し
い
。

②

事
業
や
教
育
に
取
り
組
む
と
同
和
地
区
の
宣
伝
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
章

社
会
教
育

③

生
産
も
、
生
活
も
、
教
育
の
水
準
も
、
低
い
と
は
思
わ
な
い
。

な
ど
の
理
由
の
も
と
に
、
地
区
内
の
有
力
者
を
筆
頭
に
、
ほ
と
ん
ど
の
世
帯
の
署
名

に
よ
る
反
対
の
陳
情
書
が
町
長
あ
て
に
出
さ
れ
た
。
四
四
年
に
特
別
措
置
法
が
制
定

さ
れ
た
の
を
機
に
、
行
政
か
ら
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
地
区
発
展
の
た
め
組
織
化

を
図
ろ
う
と
、
四
五
年
(
一
九
七
〇
)
九
月
、
愛
媛
県
同
和
対
策
協
議
会
の
役
員
を
招

き
、
支
部
結
成
準
備
会
を
計
画
し
た
が
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
ず
見
送
ら
れ

た
。
こ
の
た
め
、
同
和
対
策
に
つ
い
て
は
行
政
サ
イ
ド
で
徐
々
に
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

一
方
、
小
・
中
学
校
の
教
科
書
に
同
和
問
題
が
記
述
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
久

万
中
学
校
に
は
同
和
教
育
推
進
教
員
が
配
置
さ
れ
、
地
区
内
で
の
子
供
会
活
動
が
始

ま
っ
た
。
役
場
産
業
課
西
村
知
子
係
長
や
久
万
中
学
校
同
和
教
育
推
進
教
員
の
指
導

の
も
と
、
根
気
よ
く
続
け
て
い
く
な
か
で
、
若
い
親
た
ち
は
め
ざ
め
て
い
っ
た
。

行
政
サ
イ
ド
で
の
同
和
対
策
事
業
の
推
進
や
地
区
内
で
の
子
ど
も
会
の
活
動
は
、

徐
々
に
地
区
内
住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
と
な
り
、
昭
和
四
八
年
(
一
九
七

三
)
ご
ろ
か
ら
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基
盤
に
同
和
教
育
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
昭
和
四
九
年
(
一
九
七
四
)
四
月
に
は
、
全
町
民
参
加
の
も
と
に
同
和
教

育
研
究
協
議
会
の
結
成
に
向
け
て
の
活
動
が
始
ま
り
、
九
月
に
は
正
式
に
結
成
さ
れ

た
。
こ
の
同
和
教
育
研
究
協
議
会
を
中
心
に
し
て
同
和
教
育
を
推
進
し
て
い
く
な
か

で
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

㈲

幼
稚
園
、
保
育
所
で
は
、
家
庭
教
育
学
級
を
開
設
し
て
、
若
い
母
親
の
同
和
問
題
学

習
を
推
進
し
て
い
る
。
参
加
者
も
多
く
主
催
者
も
積
極
的
な
の
だ
が
、
参
加
者
に
は
、

自
分
自
身
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
乏
し
く
、
意
識
が
低
い
。

㈲

小
・
中
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
生
徒
に
問
題
解
決
の
た
め
の
自
発
的
な
実
践
力
を

八
二
三
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身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
、
教
師
や
保
護
者
も
系
統
的
、
継
続

的
に
学
習
を
進
め
て
き
た
。
今
後
は
、
家
庭
に
お
け
る
親
子
や
家
族
ぐ
る
み
で
の
同
和

問
題
学
習
を
進
め
る
こ
と
に
ょ
り
、
差
別
解
消
の
実
践
化
と
生
活
化
を
図
る
こ
と
が
必

要
だ
。

㈲

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
生
活
に
直
結
し
た
課
題
や
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
差
別
の
実

態
を
取
り
上
げ
て
学
習
を
進
め
た
。
今
後
は
、
集
ま
っ
て
く
れ
な
い
人
や
集
ま
れ
な
い

八
二
四

人
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
対
策
と
、
地
域
の
指
導
者
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
。

昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)
、
久
万
町
と
産
業
課
係
長
の
西
村
知
子
が
、
県
の
同
和

対
策
協
議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
た
。

久
万
町
の
支
部
活
動
の
積
極
的
な
支
援
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
部
落
解
放
の
た

め
の
同
和
対
策
事
業
の
推
進
等
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
西
村
は
、
地

区
の
生
活
環
境
の
改
善
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
献
身
的
に
努
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
表
彰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

オ

み
ん
な
で
取
り
組
む
同
和
教
育
の
実
践

同
和
問
題
を
み
ん
な
の
問
題
と
し
て
理
解
す
る
た
め
に
、
指
導
者
の
育
成
、
地
区

に
お
け
る
学
習
及
び
、
す
べ
て
の
町
民
を
対
象
と
し
た
学
習
の
推
進
、
更
に
視
聴
覚

機
器
を
導
入
す
る
な
ど
学
習
に
対
す
る
条
件
整
備
を
行
い
、
系
統
的
、
段
階
的
な
学

習
を
展
開
し
て
き
た
。

㈲

指
導
者
の
養
成
と
活
用

同
和
教
育
に
お
け
る
指
導
者
の
養
成
は
、
同
和
教
育
の
推
進
上
極
め
て
重
要
な
問
題

で
あ
る
。
学
校
教
職
員
、
社
会
教
育
関
係
者
、
各
種
団
体
の
役
員
、
地
区
住
民
の
参
加

に
よ
る
年
二
回
の
同
和
教
育
指
導
者
研
修
会
は
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
学
社
一
体
の
同
和
教
育
を
め
ざ
し
て
、
学
校
・
社
会
同
和
教
育
担
当

者
会
を
年
三
回
開
催
し
、
連
絡
調
整
と
推
進
上
の
諸
問
題
、
さ
ら
に
、
諸
事
業
の
運
営

等
に
つ
い
て
研
究
協
議
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
各
地
域
で
の
指
導
者
を
養
成
す
る
た

め
、
青
年
、
婦
人
、
壮
年
、
高
齢
者
な
ど
、
各
階
層
別
に
中
央
講
座
を
開
設
し
、
同
和

問
題
の
学
習
を
深
め
る
と
共
に
、
社
会
教
育
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
と
か
く
立
場
同
和
に
な
る
む
き
が
な
い
で
は
な
い
の
で
、

六
三
年
度
か
ら
ほ
、
各
地
域
公
民
館
か
ら
一
、
二
名
の
同
和
教
育
推
進
者
を
推
せ
ん
し
、

そ
の
方
々
を
対
象
に

「
同
和
教
育
推
進
者
養
成
講
座
」

を
年
間
五
回
開
催
し
て
指
導
者



の
養
成
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
町
内
へ
転
入
し
て
来
た
教
職
員
に
は
年
二
回
、
新
採
の
教
職
員
お
よ
び

町
職
員
に
は
、
三
年
閏
年
三
回
の
研
修
を
行
っ
て
い
る
。
町
職
員
や
団
体
職
員
、
さ
ら

に
企
業
を
対
象
と
し
た
同
和
教
育
講
座
も
年
間
二
回
開
催
し
て
い
る
。
地
区
住
民
の
部

落
解
放
へ
の
学
習
と
、
差
別
に
う
ち
か
つ
人
格
形
成
を
め
ざ
し
て
の
学
習
、
地
区
住
民

と
学
校
教
職
員
と
の
毎
月
一
回
の
話
し
合
い
等
、
種
々
の
学
習
の
機
会
を
と
ら
え
て
指

導
者
の
広
が
り
と
高
ま
り
に
努
め
て
い
る
。

㈲

す
べ
て
の
住
民
を
対
象
と
し
た
学
習
の
展
開

町
民
は
だ
れ
で
も
自
由
に
受
講
で
き
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
同
和
対
策
事
業
、
解
放

運
動
、
同
和
教
育
を
三
つ
の
テ
ー
マ
と
し
て
町
内
同
和
教
育
講
座
を
公
民
館
活
動
の
中

に
位
置
づ
げ
、
町
内
一
一
公
民
館
に
お
い
て
継
続
し
て
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
講
座

に
参
加
で
き
な
い
人
や
家
庭
内
で
の
話
し
合
い
の
資
料
と
し
て
広
報
「
く
ま
ま
ち
」

で

毎
月
同
和
問
題
の
話
題
を
提
供
し
て
き
た
。
冊
子
と
し
て

「
み
ん
な
で
と
り
く
む
同
和

教
育
」
も
全
家
庭
へ
配
布
し
た
。
六
二
年
に
は
、
「
同
和
問
題
一
問
一
答
集
と
し
て
『
花

咲
く
日
』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
は
研
修
会
や
学
習
会
な
ど
で
、
よ
く
疑
問
と
し
て
出
さ

れ
る
問
題
に
、
わ
か
り
や
す
く
答
え
る
形
で
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
花
咲
く

日
』
は
久
万
町
同
和
教
育
の
集
大
成
と
も
言
え
る
も
の
で
、
郡
内
の
各
町
村
で
も
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

カ

み
ん
な
で
取
り
組
む
同
和
教
育

社会同和教育資料

昭
和
五
四
年
か
ら
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
を
目
指
し
て
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
方
法
と
し
て
冬
期
(
農
閑

期
)

の
夜
間
、
地
域
の
公
民
館
や
集

会
所
に
お
い
て

「
コ
タ
ツ
懇
談
会
」

を
始
め
た
。
が
、
こ
れ
で
は
『
同
和

問
題
が
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
な
ら

な
い
で
、
他
人
ご
と
と
し
か
受
け
と

め
ら
れ
て
い
な
い
。
実
践
化
と
か
生

活
化
と
か
い
い
な
が
ら
、
根
本
の
自

己
変
革
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
も
本
音
で
話
し
合
え
る
場
に

こたつ懇談会

第
二
章

社
会
教
育

八
二
五
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
?
』
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
反
省
に
た
っ
て
、
昭

和
五
八
年
か
ら
、
四
̃
一
〇
戸
数
を
対
象
と
し
た
訪
宅
的
実
践
活
動
へ
と
徐
々
に
移

行
し
、
町
民
の
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
だ
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
訪
宅
的
実
践
活
動
の
特
徴
は
、

㈲

集
ま
り
や
す
く
、
家
族
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小

向
う
三
軒
両
隣
り
ぐ
ら
い
の
集
ま
り
だ
か
ら
、
な
ん
で
も
気
楽
に
話
せ
て
、
本
音
が

出
し
合
え
る
。

㈲

家
庭
や
隣
近
所
で
の
話
し
合
い
だ
か
ら
、
実
践
に
結
び
つ
き
や
す
い
。

〇
一
人
ひ
と
り
の
心
の
わ
だ
か
ま
り
を
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
が
で
き
や
す
い
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
長
所
を
生
か
し
、
差
別
の
現
実
や
そ
の
歴
史
的
背
景
を
学
ぶ
な
か
で
、

国
民
的
課
題
と
し
て
の
取
り
組
み
へ
の
認
識
も
深
ま
り
、
主
体
性
も
育
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
全
町
民
参
加
の
学
習
活
動
と
は
い
え
な
い
、
多
く
の
問
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
町
民
の
間
の
意
識
の
格
差
が
増
大

し
た
む
き
も
あ
る
。
ま
た
、
差
別
意
識
の
潜
行
化
や
地
域
で
の
指
導
者
不
足
な
ど
の

問
題
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
踏
ま
え
、
今
後
一
層
の
啓
発
活
動
に
努
め
、
差
別

を
見
抜
き
、
こ
れ
を
正
す
こ
と
の
で
き
る
町
民
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
町
の
実
践
事
例
を
発
表
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
大
会
に
お
い

て
で
あ
る
。

○
昭
和
五
五
年
二
月

愛
媛
県
同
和
教
育
研
究
大
会
(
松
山
)

〇

五
六
年

七
月

四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大
会
(
松
山
)

〇

五
六
年
一
一
月

第
三
三
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
(
三
重
県
)

〇

五
九
年
一
一
月

愛
媛
県
同
和
教
育
研
究
大
会
(
松
山
)

八
二
六

六
〇
年
一
一
月

六
一
年

七
月

第
三
四
回
四
国
地
区
同
和
教
育
研
究
大
会
(
徳
島
)

六
一
年
一
一
月

第
三
八
回
全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
(
松
山
)

六
二
年

三
月

各
都
道
府
県
主
幹
課
長
会

(
熱
海
)

1
0

文
化
活
動

ア

文
化
協
会

久
万
町
に
は
、
八
〇
余
り
の
文
化
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
続
け
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
相
互
の
連
絡
・
協
調
を
は
か
り
な
が
ら
文
化
活

動
を
推
進
し
、
香
り
高
い
文
化
の
ふ
る
さ
と
を
築
く
た
め
に
、
そ
の
核
に
な
る

「
文

化
協
会
」

の
結
成
の
機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
。
昭
和
五
二
年
五
月
二
六
日
、
一
人
名

に
よ
る
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
た
。
発
起
人
代
表
大
田
正
志
を
選
出
し
、
会
則
の
原

案
、
事
業
計
画
等
を
検
討
し
て
、
結

成
準
備
が
進
め
ら
れ
、
昭
和
五
三
年

六
月
三
日
、
「
久
万
町
文
化
協
会
」

が
設
立
さ
れ
た
。

久
万
町
で
は
、
全
町
民
の
健
全
な

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
体
力
の

向
上
を
図
ろ
う
と
、
昭
和
五
一
年
に

「
体
育
協
会
」
が
結
成
さ
れ
、
活
動

が
浸
透
し
て
い
る
が
、
こ
の
文
化
協

会
の
設
立
に
よ
り
、
体
育
活
動
と
文

化
活
動
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
車
の

両
輪
の
ご
と
く
推
進
さ
れ
る
よ
う
に

久万町文化協会結成総会(昭和53年6月3日)



な
っ
た
。
郷
土
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
川
瀬
歌
舞
伎
を
は
じ
め
、
俳
句
・
民
謡
・
舞

踊
・
吟
詠
・
万
歳
な
ど
活
発
な
発
表
大
会
が
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

今
後
、
寿
命
の
延
び
や
余
暇
時
間
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
な
か
で
、
心
に
栄
養
を

与
え
、
よ
り
充
実
し
た
生
き
方
を
目
ざ
し
て
、
文
化
活
動
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ

て
い
く
で
あ
ろ
う
。
よ
り
よ
い
生
き
が
い
を
願
う
心
情
の
表
わ
れ
と
し
て
ま
す
ま
す

盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
文
化
活
動
を
育
成
し
、
豊
か
な
心
と
生
き
が
い
の
追
求
、
連

帯
性
の
か
ん
賽
と
情
操
の
陶
冶
を
は
か
る
た
め
に
、
相
互
の
連
絡
と
協
調
を
主
眼
に

し
た

「
文
化
協
会
」
は
、
今
後
ま
す
ま
す
社
会
的
要
請
に
応
え
ふ
る
さ
と
の
文
化
の

振
興
の
方
向
を
示
唆
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

協
会
会
則
に
は
、
目
的
事
業
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

久
万
町
に
お
け
る
芸
術
、
文
化
活
動
を
振
興
し
、
町
民
文
化
と
ふ
る
さ
と
意
識
の
向
上

に
資
す
る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ
相
互
の
連
帯
親
睦
を
は
か
り
、
久
万
町

の
基
本
方
針
で
あ
る
香
り
高
い
文
化
の
町
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
事
業
)

前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

・
文
化
財
の
発
掘
及
び
保
存
活
用
に
関
す
る
こ
と

・
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承
に
関
す
る
こ
と

・
調
査
活
動
、
資
料
の
出
版
配
布
・
啓
蒙
に
関
す
る
こ
と

・
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

・
各
種
文
化
講
演
会
の
開
催

・
発
表
会
、
展
覧
会
、
文
化
祭
の
実
施
に
関
す
る
こ
と

・
芸
術
、
文
化
関
係
団
体
及
び
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

・
文
化
行
政
の
諮
問
に
応
え
る
と
と
も
に
、
諸
行
事
へ
の
協
力
に
関
す
る
こ
と

・
久
万
の
文
化
の
継
承
と
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
及
び
団
体
の
顕
彰
に
関
す
る
こ
と

第
二
車

社
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教
育

・
そ
の
他
文
化
の
振
興
に
資
す
る
と
思
わ
れ
る
各
種
事
業

結
成
後
、
一
〇
周
年
を
迎
え
て
協
会
記
念
式
典
が
昭
和
六
二
年
一
一
月
二
一
日
、

町
民
館
に
関
係
者
一
〇
〇
名
参
加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
式
典
で
は
、
文
化

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
表
彰
、
小
椋
秀
雄
前
教
育
長
の
記
念
講
演
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
、
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
後
健
康
で
後
継
者
の
指
導
と
文
化

協
会
の
発
展
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
あ
っ
て
終
了
し
た
。

文化振興に貢献された方や(昭和62年11月21日)



昭和62年度久万町文化協会事業報告

月 日 事 業 名 場 所 内 容 

5 

14 文化協会連絡会 松 山 市 会長・事務局長出席 

18 舞踊発表会打ち合せ会 町 民 館 幹事 

25 文化協会役員会 II 

6 

6 第11回舞踊発表会 二 名 公 6グループ・地区芸能 

18 10年誌編集委員会 町 民 館 

幹事・代表者 22 β巨句大会打ち合せ会 II 

25 吟詠発表会打ち合せ会 II II 

7 

2 文化協会役員会 II 10年誌関係 

5 第11回俳句大会 大 宝 寺 会員40名出席 

13 納涼まつり打ち合せ会 自然休セ 事務局長出席 

8 

5・7 納涼まつり 商 店 街 写真・山草会 

23 第11回納涼囲碁・将棋大会 町 民 館 愛好者20名参加 

29 第11回吟詠発表会 落 合 公 愛好者90名参加 

9 

14 文化協会役員会 町 民 館 文化祭・今後の事業計画 

29 文化協会臨時役員会 II 協会顕彰関係 

10 

16・18 第14回久万町文化祭 海 洋 セ 芸能発表会(7グループ)・各展示会 

14 民謡発表会打ち合せ会 町 民 館 幹事・代表者 

24 伝統芸能巡回公演(狂言) 上 高 400人観賞 

11 

1 久万町秋季撮影会 ふるさと村 愛好者50名参加 

11 文化協会臨時役員会 町 民 館 10年誌校正他 

14 第11回民謡発表会 上 畑 公 10グループ・地区芸能 

21 文化協会10周年記念式典 町 民 館 関係者100名出席 

12 

12 クリスマスショー II 劇団くまっこ250名参加 

13 郡吟詠発表会 美 川 村 愛好者110名参加 

S・63 15 第11回新春囲碁大会 町 民 館 愛好者15名参加 

1 17 第11回新春カルタ・将棋大会 II 愛好者65名参加 

2 

3・4 文化団体指導者セ、ミナー 松 山 市 会長・事務局長出席 

6 第10回万才発表会 久 万 公 4グループ・地区芸能 

19 文化協会役員会 町 民 館 事業報告・計画・収支(予定) 

3 

24 文化協会会計監査 II 

24 文化協会総会 II 

第
六
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昭和62年度久万町文化協会決算書

第
二
章

社
会
教
育

八
二
九

項 目 予算額(円) 決算額(円) 比 較(円) 説 明 

繰 越 金 265,706 265,706 0 昭和61年度繰越分 

補 助 金 450,000 450,000 0 

文化振興財団

300,000 町補助金150,000 

会 費 70,000 90,500 20,500 文化協会賞 

雑 収 入 2,000 16,393 14,393 預金利子 

合 計 787,706 822,599 34,893 

項 目 予算額(円) 決算額(円) 比 較(円) 説 明 

報 償 金 20,000 29,000 9,000 俳句大会講師謝金 

旅 費 40,000 51,220 11,220 役員会・総会旅費 

需 用 費 460,000 235,015 △224,985 

消耗品費190,995 (文化祭看板・材料代他) 食料費20,940 (文化祭準備食事代他) 印刷費23,080 (文化祭チラシ・写真他) 

役 務 費 30,000 26,000 △ 4,000 ハガキ・切手代 

使用料及び 賃借料 

30,000 30,000 0 文化祭車借上費 

文化振興費 補助金 

200,000 206,900 6,900 

種目別芸能・俳句・カルタ くまっこ・短歌会・茶道・ 囲碁・将棋 

基金積立金 0 100,000 100,000 

予 備 費 7,706 0 △ 7,706 

合 計 787,706 678,135 △109,571 

差引 822,599-678,135=144,464円(繰越)



久万町文化協会役貫名簿(昭和62 ・ 63年)

第
六
編

教

役 職 氏 名 住 所 備 考 役 職 氏 名 住 所 備 考 

会 長 相 原 芳 愛 本 町 監 事 大 堀 静 菅 生 

副会長 小 倉 宗 溝 西 明神 II 松 本 鶴 三 直 瀬 

II 土 居 章 衛 曙 3 顧 問 渡 部 綱 賀 入 野 

II 菅 敦 子 住 安 II 河 野 修 上野尻 

役 職 氏 名 担当部門 住 所 役 職 氏 名 担当部門 住 所 

幹 事 徳 田 知 重 万 才 下畑野川 幹 事 鴻 農 操 華 道 住 安 

II 小 田 絹 子 舞 踊 上野尻 II 相 原 美代子 茶 道 

本町 下畑野川 

II 土 居 章 衛 吟 詠 曙 3 II 休 浄 曲 

II 天 野 文 子 民 謡 福井町 II 今 井 繁 知 獅子舞 
II 和 田 守 子 読 書 曙 3 II 石 本 博

一 
写 真 菅 生 

II 菅 高 夫 歌舞伎 直 瀬 II 村 上 辰 子 事 曲 曙 1 

II 伊 東 一
朗 美 術 緑 ヶ 丘 II 高 橋 卓 良 将 棋 福井町 

II 稲 田 始 短 歌 曙 3 II 矢 野 賀 寿 囲 碁 緑ヶ 丘 

II 小 倉 宗 清 俳 句 西 明神 II 宇都宮 悦 子 大正琴 上野尻 
II 渡 部 綱 賀 郷土研究 入 野 II 大 中 章

一 太 鼓 曙 2 

II 秋 本 強 カ ル タ 上野尻 II 日 野 栄 山草会 菅 生 

II 田 中 茂 劇 団 曙 2 II 大 堀 静 三味線 II 

II 山之内 保 書 道 落 合 

八
三
〇

イ

文

化

財

祖
先
の
跡
を
し
の
ぶ
数
多
く
の
貴
重
な
文
化
遺
産
は
、
我
が
国
の
美
し
い
自
然
と

相
ま
っ
て
、
諸
外
国
の
人
々
の
羨
望
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
時
代
の
推
移
に
伴
っ
て
文
化
財
に
対
す
る
国
民
の
関
心
に
も
消

長
が
あ
り
、
特
に
明
治
維
新
の
新
思
潮
は
、
旧
物
打
破
の
風
潮
を
生
み
、
欧
米
文
化

の
崇
拝
は
、
我
が
国
の
古
い
も
の
は
す
べ
て
非
な
り
と
し
て
伝
統
の
あ
る
文
化
遺
産

を
破
棄
す
る
危
機
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

政
府
は
、
明
治
四
年
に
太
政
官
布
告
を
も
っ
て
、
国
民
の
反
省
を
促
す
「
古
器
旧

物
保
存
方
」
を
発
布
し
、
つ
づ
い
て
同
三
〇
年
に
「
古
社
寺
保
存
法
」
、
昭
和
四
年
に

「
国
法
保
存
法
」

同
二
五
年
に

「
文
化
財
保
存
法
」

を
制
定
し
た
。

愛
媛
県
に
お
い
て
も
同
法
に
の
っ
と
り
、
「
愛
媛
県
文
化
財
保
護
条
例
」

を
制
定

し
た
。

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
を
図
り
、
町
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
目
的
で
、
昭

和
三
六
年
九
月
一
六
日
、
「
久
万
町
文
化
財
保
護
条
例
」

を
制
定
、
委
員
六
名
(
現
在

二
名
)
を
委
嘱
し
た
。

こ
の
文
化
財
保
護
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
有
形
・
無
形
文
化
財
、
民
俗
文
化
財
、

記
念
物
の
う
ち
、
歴
史
上
、
芸
術
上
、
観
賞
上
、
学
術
上
お
よ
び
生
活
の
推
移
の
理

解
上
必
要
な
も
の
な
ど
、
価
値
の
高
い
も
の
を
選
び
、
指
定
し
て
保
存
に
つ
と
め
て

い
る
。
昭
和
四
五
年
以
降
、
毎
年
各
地
の
文
化
財
、
民
俗
資
料
調
査
を
綿
密
に
行
う

な
ど
、
文
化
財
の
発
掘
発
見
に
力
を
注
ぎ
、
地
味
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

一
方
、
町
を
挙
げ
て
文
化
の
伝
承
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
昭
和
四
三
年
、
久
万

町
合
併
一
〇
周
年
に
際
し
、
「
久
万
町
誌
」
と
「
一
〇
年
の
歩
み
」
を
発
刊
し
た
。
そ

れ
以
来
「
文
化
財
物
語
」

「
久
万
の
伝
説
」

「
み
ち
し
ろ
べ
」
な
ど
一
〇
に
余
る
郷
土



読
本
を
発
行
し
た
り
、
昭
和
五
二
年
か
ら
は
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
ふ
る
さ
と

教
室
」
や
「
ふ
る
さ
と
移
動
教
室
」
を
実
施
し
た
り
し
て
、
文
化
財
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
七
月
、
郷
土
の
歴
史
を
し
の
ぶ
ふ
る
さ
と
村

が
開
村
し
、
先
祖
が
残
し
た
大
切
な
遺
産
、
手
作
り
の
文
化
財
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
で
、
文
化
財
に
対
す
る
認
識
を
更
に
高
め
て
い

る
。文

化
財
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
(
久
万
町
文
化
財
保
護
条
例
に
よ
る
)

○
有
形
文
化
財

建
造
物
・
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
品
・
書
籍
・
古
文
書
な
ど
形
の
あ
る
も
の
。

○
無
形
文
化
財

演
劇
・
音
楽
・
工
芸
の
技
術
な
ど
形
の
な
い
も
の
。

○
民
俗
資
料

衣
食
住
・
信
仰
・
年
中
行
事
な
ど
の
風
俗
、
習
慣
や
、
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
衣
服
や

器
具
、
家
な
ど
の
生
活
の
移
り
か
わ
り
を
理
解
す
る
た
め
に
大
切
な
も
の
。

○
史

跡
只
づ
か
・
古
墳
・
城
跡
な
ど
。

○
名
勝
地

庭
園
・
海
浜
・
山
な
ど
。

○
記
念
物

動
物
・
植
物
・
地
質
・
鉱
物
な
ど
。

○
埋
蔵
文
化
財

土
中
や
水
底
に
埋
ま
っ
て
い
る
も
の
を
埋
蔵
文
化
財
と
呼
ぶ
。
発
掘
さ
れ
、
遺
跡
と

わ
か
っ
た
と
き
は

「
史
跡
」
と
な
り
、
土
器
や
石
器
な
ど
は

「
有
形
文
化
財
」
と
い
う
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こ
と
に
な
る
。

久
万
町
で
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
次
表
の
通
り
で
あ
る
。



久万町内の国・県・町指定文化財一覧

指定区分 種 別 名 称 所 在 地 
所有者 (管理者等) 

指定年月日 

1 国指定 名 勝 古 岩 屋 大宇宙瀬 久 万 町 S.19.11.7 

2 県指定 建 造 物 三島神社拝殿 大字菅生宮ノ前 三 島 神 社 S.37.11.1 

3 II II 八幡神社本殿・拝殿 大字直瀬下直瀬 八 幡 神 社 S.43.3.8 

4 II 工 芸 菅生山大宝寺三十三燈台 大字菅生 大 宝 寺 S.39.3.26 

5 II 史 跡 仰 西 渠 大字西明神仰西 久 万 町 S.25.10.24 

6 II 名 勝 菅 生 山 大字菅生 大 宝 寺 S.43.3.8 

7 II 天然記念物 伊予だけ 自 生地 大字露峰字います 久 万 町 S.24.9.17 

8 II 工 芸 高殿神社 ワ ニ ロ 大字西明神267 高 殿 神 社 S.47.8.25 

9 II 天然記念物 住吉神社かやの樹そう 大字下畑野川河合 住 吉 神 社 S.54.3.20 

10 II II こ う や 槙 大字東明神モミノ木 山之内一孝外3名 S.59.1.10 

11 町指定 工 芸 菅生山大宝寺三十番神 大字菅生 大 宝 寺 S.39.1.15 

12 II 

露形文化覿 川 瀬 歌 舞 伎 大字直瀬下直瀬 下直瀬公民館 S.42.12.23 

13 II 史 跡 幽谷上人入定の地 大字下畑野川上田 久 万 町 S.47.6.23 

14 II 彫 刻 高殿神社随神一対 大字西明神267 高 殿 神 社 S.47.8.25 

15 II II 大除城主大野直昌の位牌 大字菅生槻ノ沢 槻 ノ 沢 組 S.49.12.17 

16 II 天然記念物 伊 吹 大字直瀬甲2970 石 丸 雄二郎 S.53.7.13 

17 II II 桂 大字霧降西ノ川 井 口 憲 一 
S.53.7.13 

18 II 書 跡 等 住吉神社俳句の額 大字下畑野川河合 住 吉 神 社 S.53.7.13 

19 II 工 芸 陣 鐘 大字菅生2耕1293 井 部 誠 S.53.8.25 

20 II 

無形文lヒ財 万才 あ け ぼ の 会 大字直瀬上直瀬 上直瀬公民館 S.54.4.17 

21 II II 上畑野川郷土芸能保存会 大字上畑野川 上畑野川公民館 S.54.4.17 

22 II II 父野川万才保存会 大字父野川 父野川公民館 S.54.4.17 

23 II 

II 獅子 舞 五社神社獅子舞保存会 大字直瀬上直瀬 上垣瀬地区 S.54.4.17 

24 II II 下直瀬獅子舞保存会 大宇宙瀬下直瀬 下直瀬地区 S.54.4.17 

25 II II 住吉神社獅子舞保存会 大字下畑野川 住吉神社氏子 S.54.4.17 

26 II 天然記念物 ズ メ 大字入野1292番地4 丸 山 滋 S.59.10.11 

27 II II 枝 垂 桜 大字霧降甲1431番地 法 蓮 寺 S.59.10.11 

28 II II シ フ カ シ 大字霧降1058番地 大元八幡神社 S.59.10.11 

29 II II や ぶ 椿 大字霧降1058番地 大元八幡神社 S.59.10.11 

30 II II コ ナ ラ 大字霧降甲933番地 亀岡石五郎 S.59.10.11 
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図

書

館

公
民
館
、
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
美
術
館
、
博
物
館
等
と
な
ら
ん
で
生
涯
学
習

機
関
と
し
て
の
図
書
館
の
整
備
、
充
実
並
び
に
図
書
館
活
動
の
活
性
化
は
今
日
的
急

務
で
あ
る
。

久
万
町
に
お
け
る
図
書
館
活
動
は
、
明
治
三
二
年
に
久
万
読
書
会
が
組
織
さ
れ
た

こ
と
に
は
じ
ま
る
。
つ
ま
り
今
日
の
読
書
グ
ル
ー
プ
の
前
身
で
あ
る
。

こ
の
久
万
読
書
会
は
、
大
正
二
一
年
に
久
万
小
学
校
に
移
さ
れ
、
昭
和
三
年
に
は

青
年
会
館
に
、
更
に
二
九
年
に
は
現
在
の
久
万
公
民
館
の
二
階
に
移
さ
れ
た
。
こ
の

年
か
ら
公
民
館
図
書
室
(
図
書
部
)
と
し
て
の
機
能
を
備
え
住
民
の
利
用
に
供
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
三
二
年
に
は
、
公
民
館
主
事
を
し
て
い
た
土
居
重
富
の
努
力
と
県
立
図
書
館

の
配
慮
に
よ
り
、
四
月
一
日
よ
り
同
図
書
室
に
県
立
図
書
館
上
浮
穴
分
館
が
設
置
さ

れ
、
分
館
長
に
は
主
事
の
土
居
重
富
が
就
任
し
た
。

合
併
後
(
昭
和
三
四
年
)
は
、
旧
町
村
公
民
館
所
有
の
蔵
書
を
、
こ
の
公
民
館
図
書

室
に
集
め
、
久
万
町
中
央
公
民
館
図
書
室
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
こ
ろ
は
図

書
館
で
は
な
く
、
公
民
館
図
書
室
で
あ
り
、
図
書
館
長
は
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ

て
公
民
館
主
事
が
そ
の
職
務
を
兼
務
し
て
い
た
。

昭
和
三
八
年
に
は
、
久
万
町
中
央
公
民
館
図
書
室
が
久
万
町
立
図
書
館
と
な
り
、

大
田
正
志
が
館
長
に
任
命
さ
れ
た
。

昭
和
四
二
年
度
か
ら
、
読
書
の
重
要
性
と
全
体
的
利
用
の
立
場
か
ら
読
書
グ
ル
ー

プ
の
結
成
に
重
点
を
置
き
、
結
成
し
た
グ
ル
ー
プ
に
は
配
本
し
た
。
移
動
文
庫
を
つ

く
り
、
「
こ
ぼ
と
号
」
と
名
づ
け
た
配
本
車
で
巡
回
配
本
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
同
年
一
〇
月
の
読
書
グ
ル
ー
プ
の
結
成
状
況
は
、
久
万
地
区
一
二
グ
ル
ー
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プ
、
明
神
地
区
四
グ
ル
ー
プ
、
川
瀬
地
区
一
六
グ
ル
ー
プ
、
父
二
峰
地
区
六
グ
ル
ー

プ
、
計
三
八
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
四
年
度
か
ら
、
図
書
館
の
機
能
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
に
、
直
瀬
小
学
校
、

二
名
小
学
校
、
久
万
町
役
場
の
三
か
所
に
配
本
所
を
設
置
し
た
。
同
年
の
読
書
グ

ル
ー
プ
数
は
三
五
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
中
で
も
特
に
中
野
村
の

「
睦
美
会
」
(
代
表

山

崎
民
衝
)
「
東
明
神
読
書
会
」
(
代
表

正
岡
チ
ヨ
子
)
「
新
狩
場
読
書
グ
ル
ー
プ
」
(
代
表

佐
伯
宗
繁
)
等
が
熱
心
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
八
年
一
〇
月
、
町
民
館
の
落
成
に
と
も
な
い
久
万
公
民
館
の
蔵
書
を
町
民

館
の
二
階
に
移
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
に
利
用
さ
れ
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
同
年
一
二
月
一
日
の
蔵
書
数
は
一
一
、
九
八
三
冊
、
同
年
二
月
の
利
用
人
数
は

一
、
二
二
五
人
で
、
職
業
別
に
み
る
と
児
童
生
徒
が
全
体
の
七
〇
%
を
占
め
て
い
た
。

図書館での読書風景

昭
和
四
九
年
か
ら
は
、
図
書
館
の

機
能
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
全
地
域
へ

サ
ー
ビ
ス
網
を
拡
大
す
る
た
め
に
、

中
央
公
民
館
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
れ
た
小
中
学
校
八
校
に
巡
回

配
本
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

同
年
一
〇
月
に
は
懸
案
で
あ
っ
た
久

万
町
読
書
グ
ル
ー
プ
協
議
会
を
結
成

し
た
。
初
代
会
長
に
新
狩
場
読
書
グ

ル
ー
プ
代
表
の
佐
伯
宗
繁
が
選
任
さ

れ
た
。

昭
和
五
一
年
九
月
に
は
、
久
万
町

人
三
三
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読
書
グ
ル
ー
プ
研
修
会
を
開
催
し
、
県
読
書
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
会
長
松
友
孟
先

生
の
記
念
講
演
を
拝
聴
す
る
と
と
も
に
熱
心
に
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

更
に
、
昭
和
五
二
年
度
と
五
八
年
度
に
は
町
民
館
に
お
い
て
、
愛
媛
県
読
書
活
動

研
究
地
区
集
会
を
開
催
し
、
熱
心
に
研
究
協
議
を
行
っ
た
。
特
に
五
八
年
度
の
地
区

集
会
で
は
、
土
筆
読
書
グ
ル
ー
プ
の
会
員
に
よ
る
読
書
会
の
様
子
を
公
開
し
好
評
を

博
し
た
。

こ
の

「
土
筆
(
つ
く
し
)
読
書
会
」

(
現
在
和
田
守
子
代
表
)
が
発
足
し
た
の
は
昭
和

五
二
年
。
当
時
久
万
小
学
校
の
森
岡
春
夫
教
諭
(
現
在
松
山
教
育
事
務
所
久
万
分
室
長
)

が
、
P
T
A
に
呼
び
か
け
、
読
書
好
き
の
会
員
が
集
ま
っ
て
結
成
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
は
二
〇
名
い
た
会
員
も
現
在
は
わ
ず
か
七
人
に
な
っ
た
が
、
月
一
回
の
定
例
会

は
欠
か
す
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
毎
年
、
感
想
文
集
「
つ
く

八
三
四

土筆読書会風景

し
ん
ぼ
」

を
発
刊
す
る
な
ど
、
久
万

町
の
読
書
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は
最
も

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

昭
和
五
六
年
に
は
、
全
国
社
団
法
人

読
書
推
進
運
動
協
議
会
か
ら
、
優
良

読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
全
国
表
彰
を

受
け
た
。

六
二
年
の
四
月
か
ら
は
、
久
万
町

教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
指
導
員
、

田
坂
正
教
を
講
師
に
、
「
奥
の
細
道
」

の
講
読
を
中
心
に
し
て
、
輪
読
会
を

行
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、
図
書
館
で
は
よ
り
充
実
し
た
読
書

活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
毎
年
、
町
内
の

各
学
校
、
各
読
書
グ
ル
ー
プ
、
一
般
か
ら
読
書

感
想
文
を
募
集
し
、
読
書
感
想
文
集
を
発
刊
し

て
い
る
。

昭
和
六
三
年
度
の
グ
ル
ー
プ
数
及
び
会
員
数

は
二
七
グ
ル
ー
プ
、
二
九
一
名
で
あ
る
。
昭
和

六
二
年
二
月
現
在
の
蔵
書
数
は
二
万
二
八
六
〇

冊
。
昭
和
六
二
年
度
図
書
館
利
用
者
総
数
は
九

〇
六
三
名
。
昭
和
六
二
年
度
利
用
総
冊
数
は
一

万
六
三
二
六
冊
で
あ
る
。

利
用
冊
数
の
増
加
が
見
ら
れ
る
反
面
、
読
書

グ
ル
ー
プ
・
利
用
者
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
読
書
が
一
部
の
読
書
家
に

偏
り
、
町
民
の
読
書
離
れ
、
活
字
離
れ
現
象
が

お
き
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
涯

学
習
体
系
へ
の
移
行
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

今
日
、
情
報
化
社
会
に
あ
っ
て
、
情
報
処
理
能

力
を
町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
身
に
つ
け
る
こ
と

が
、
人
生
八
〇
年
時
代
を
豊
か
に
生
き
る
た
め

に
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。

情
報
処
理
能
力
は
、
映
像
や
音
声
に
よ
る
視

聴
覚
資
料
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
に
よ
っ
て
育
成

職業別図書館利用状況

識 別 蔓 

農 業 自由業 商 業 会社員 公務員 (主婦) 小 中 高 大 合 計 

60年 142 3 123 115 332 1,696 4,624 288 323 26 7,.945 

61年 243 36 125 259 465 1,398 3,989 246 309 24 7,094 

62年 281 277 174 163 579 1,758 5,111 387 290 43 9,063 

63年 215 142 112 152 583 2,072 4,865 207 338 61 8,747 



悪書智者簸推移一覧表(巡回文庫は除く)

利用者数

第
二
章

社
会
教
育

---〇〇〇〇蔵書数 

ノ\ 

/ 十一--一子′・“一一 
〆 

′′ _● 

●’ 

昭和

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41

午 年 午 年 午 年 午 年 午 年

昭和41年度職業別図書利用者割合

16,000

14,000

12,000利

10,000用

8,000者

6,000数

4,000

2,000

閏
間
隔
間
間
山
間

272625242322212019181716151413121110 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

グ ル l プ 名 

東明二父農父久上久久久土さ農睦西畑渡ふ上西畑下直直直吉 
明神名二協二万浮万万万筆さ協実山野部る狩村野直瀬瀬瀬岩 
神小小峰父陣地穴町中中読ゆ久読読川読里場読川瀬郵中幼屋 
読学学小二中区消立学学書 り 万雷書小善村読書中筋便学小読 
富枝校学峰学県防病校校会津支会会学会読書会学入局校読書 
会読読校支校職署院読読 読所 校 書会 校会読読書会 

善書読所読員読読書善 書読 読 会 読読書書会 
会会書読書読書書会会 会善 書 善書会会 

会書会書会会 会 会 会会 
∠ゝ ∠ゝ 
云 云 

久久 久 久 久 久 久 久 

所 在 地 

II万万IIII万IIIIIII/II万IIII万/III万I′/′I′ 万IIII/l′I万 
町町 町 町 町 町 町 町 
大大 大 大 大 大 大 大 
字字 字 字 字 字 字 字 
東二 露 久 菅 上 下 直 
明名 峰 万 生 畑 畑 瀬 
神 町 野 野 

川 川 

丸住土城木矢井平新任三和城松梶西相渡織目 西藤山長滝大大 

代 表 著 名 

山野唐本下野原岡岡田好田本同州山原部川野村原内山水改野 
す 新恵方 干 害 

恵庸み速照重大美里一守清良サ 秋昭 武代真町久浩仁王 
真里子え実美喜郎子穂史子重雄 ヲ 功勇一猛章実理子夫天美雄 

一 

人 員 

二二三八〇〇〇〇〇九五人〇一〇四八四九二二一二〇八六七 
名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名名 

久
万
町
立
図
書
館
長

昭
和
六
三
年
度
久
万
町
読
書
グ
ル
ー
プ
一
覧
表
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さ
れ
る
こ
と
が
今
後
強
く
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
読
書

が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
書
物
を
通
し
、
活
字
を
通
し
て
高
め
ら
れ
る
こ
と

が
い
っ
そ
う
必
要
で
あ
る
。
読
書
の
生
活
化
は
子
供
に
と
っ
て
も
成
人
に
と
っ
て
も

不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
た
め
図
書
館
は
、
移
動
文
庫
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
町
内
一
円

に
細
密
に
巡
回
配
本
を
行
う
と
と
も
に
、
住
民
の
手
近
な
と
こ
ろ
に
図
書
室
を
設
置

す
る
努
力
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
読
書
活
動
を
い
っ
そ
う

推
進
し
、
生
涯
学
習
の
機
関
と
し
て
の
図
書
館
の
役
割
と
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
で

久万町立図書館利用状況

年度 グループ数 会 員 数 蔵 書 数 利用人数 利用冊数 

58年 28 309 19,114 8,423 14,361 

59年 26 302 18,938 8,488 15,314 

60年 26 301 20,454 7,945 14,762 

61年 27 264 21,246 7,093 12,931 

62年 27 294 22,860 9,063 16,326 

63年 27 291 23,197 8,747 15,556 

き
る
の
で
あ
る
。

移動文庫風景

八
三
六

1
2

広

報

ア

有
線
放
送

旧
町
村
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
有
線
放
送
が
設
置
さ
れ
住
民
の
生
活
に
便
宜

を
提
供
し
て
い
た
。
合
併
後
、
新
設
あ
る
い
は
補
修
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
三
六
年
、
総
工
費
三
三
〇
万
円
、
出
力
五
〇
〇
ヮ
ッ
ト
の
放
送
設
備
が
久
万

地
区
に
設
置
さ
れ
た
。

昭
和
三
七
年
、
明
神
地
区
の
施
設
・
設
備
が
老
朽
化
し
た
の
で
、
工
費
二
九
〇
万

円
で
、
出
力
四
五
〇
ワ
ッ
ト
の
放
送
設
備
を
設
置
し
た
。

昭
和
三
九
年
、
父
二
峰
地
区
の
外
線
の
補
修
を
実
施
し
た
。
工
費
二
五
五
万
円
で

あ
っ
た
。
工
費
五
四
万
円
で
嵯
峨
山
地
区
に
新
設
し
た
。

昭
和
四
一
年
横
谷
地
区
の
改
修
を
実
施
し
た
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
、
町
内
全
地

区
に
放
送
設
備
が
整
い
、
一
般
行
政
の
伝
達
及
び
各
種
の
情
報
伝
達
に
活
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

イ

防
災
行
政
無
線
放
送

有
線
放
送
が
老
朽
化
し
た
こ
と
、
よ
り
一
層
の
広
報
活
動
が
望
ま
れ
る
と
と
も
に
、

災
害
発
生
時
の
緊
急
連
絡
の
充
実
の
た
め
に
、
施
設
の
無
線
化
を
図
っ
た
。

昭
和
五
七
年
、
川
瀬
、
父
二
峰
地
区
に
設
置
、
工
費
五
、
二
一
〇
万
円
。
同
五
八

年
、
久
万
地
区
に
設
置
、
工
費
一
、
一
六
〇
万
円
(
い
ず
れ
も
国
庫
補
助
を
受
け
た
)
。
出

力
一
〇
ワ
ッ
ト
で
役
場
と
久
万
農
協
本
所
か
ら
放
送
す
る
こ
と
が
で
き
、
三
四
の
子

局
を
備
え
て
い
る
。

ウ

広

報

紙

合
併
前
久
万
町
で
は
、
町
報
「
久
万
町
だ
よ
り
」

を
、
公
民
館
報
と
一
般
行
政
報

と
を
兼
ね
て
、
月
三
、
三
〇
〇
部
発
行
し
て
い
た
。



ちまま
い
○
○

広報「くままち」

合
併
後
は
、
広
報
「
く
ま
ま
ち
」

を
発
行
し
、
全
戸
に
配
布
す
る
た
め
毎
月
五
、

〇
〇
〇
部
を
刊
行
し
て
い
る
。
毎
年
五
月
に
は
議
会
特
集
号
と
し
て
、
町
行
政
・
予

算
等
に
つ
い
て
の
記
事
を
の
せ
て
い
る
。

日
本
広
報
協
会
愛
媛
県
支
部
市
町
村
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
が
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
が
、

広
報
「
く
ま
ま
ち
」

は
、
昭
和
四
九
年
二
月
、
入
選
、
昭
和
六
四
年
一
月
、
佳
作
の

実
績
を
残
し
て
い
る
。

1
3

視
聴
覚
教
育
(
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
含
む
)

視
聴
覚
教
育
と
は
、
教
育
の
機
会
を
広
げ
、
学
習
の
効
率
を
高
め
る
た
め
の
教
育

方
法
で
あ
る
。
即
ち
、
視
聴
覚
機
材
・
教
材
を
学
習
の
中
に
と
り
入
れ
、
学
習
指
導

を
効
果
的
に
す
る
た
め
の
方
法
で
あ
る
。

現
在
の
よ
う
に
視
聴
覚
機
材
が
学
習
の
場
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

第
二
章
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終
戦
後
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
、
占
領
軍
は
大
量
の
ナ
ト
コ
1 

6
ミ
リ
映
写
機
と
、

ア
メ
リ
カ
で
制
作
さ
れ
た
教
育
映
画
を
、
各
都
道
府
県
に
貸
与
し
た
。
こ
れ
は
、
社

会
教
育
の
振
興
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
学
校
教
育
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
文
部
省
は
、
昭
和
二
七
年
に

「
視
聴
覚
教
育
の
手

引
」

を
編
集
し
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
や
社
会
教
育
の
場
で
、
フ
ィ
ル
ム
映
写

機
、
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
機
材
と
し
て
テ
レ
ビ
、

オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
が
登
場
し
、
シ
ー
ト
式
録
音
機
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
ラ
ボ
ラ
ト
リ
1 

、
反
応
分
析
装
置
な
ど
が
開
発
さ
れ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
、
フ
ァ
ク
シ
、
、
、
り
な
ど
ま
で
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

久
万
町
に
お
い
て
も
視
聴
覚
教
育
の
重
要
性
を
、
早
く
か
ら
認
識
し
て
い
た
。
昭

和
五
〇
年
(
一
九
七
五
)
四
月
に
、
「
久
万
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
を
設
立
し
た
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
社
会
教
育
お
よ
び
学
校
教
育
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る

視
聴
覚
機
材
・
教
材
を
集
中
的
に
保
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
求
め
に
応
じ
て
、
こ
れ
を

貸
し
出
し
、
あ
る
い
は
指
導
助
言
を
行
う
機
関
と
し
て
、
各
地
に
整
備
さ
れ
て
い
っ

た
。
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
こ
と
に
近
年
の
よ
う
に
情
報
の
多
様
化
と
そ
の
処

理
能
力
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
急
激
な
社
会

の
変
貌
は
、
社
会
教
育
や
学
校
教
育
の
学
習
効
率
を
あ
げ
る
た
め
に
学
習
方
法
の
改

善
を
要
求
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
視
聴
覚
教
育
の
中
核
的
拠
点
で
あ
る
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
対
す
る
期
待
も
ま
た
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、
視
聴
覚
機
材
の
保
有
と
貸
出
し
ば
か
り
で
な
く
、
教

材
の
解
説
資
料
・
広
報
資
料
の
作
成
と
配
布
、
視
聴
覚
機
材
取
扱
い
技
能
者
の
養
成

講
習
会
、
視
聴
覚
教
育
研
究
会
、
試
写
会
、
各
地
域
公
民
館
へ
の
巡
回
指
導
、
自
作

教
材
の
制
作
指
導
・
援
助
、
放
送
利
用
学
級
の
開
設
、
民
間
活
力
の
導
入
(
ビ
デ
オ
リ

八
三
七
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ポ
ー
タ
ー
ク
ラ
ブ
)
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

技
能
者
養
成
講
習
は
、
昭
和
五
〇
年
の
四
五
名
を
か
わ
き
り
に
、
年
々
着
実
に
技

能
者
を
養
成
し
て
い
る
。
技
能
者
と
し
て
必
要
な
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
の
講
話
と

実
習
を
二
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
す
る
。
地
域
や
職
域
で
の
視
聴
覚
教
育
の
振
興
に

一
役
か
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
六
三
年
に
は
、
受
講
者
だ
け
で
も
一
人
六
名

に
達
し
て
い
る
。

自
作
教
材
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
何
の
目
的
で
、
だ
れ
(
何
を
)
を
対
象
に
、
ど

の
よ
う
な
人
や
団
体
が
利
用
す
る
か
を
念
頭
に
お
き
、
し
っ
か
り
と
し
た
コ
ン
テ
を

作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
時
間
と
労
力
を
要
す
る
仕
事
で
あ
る
か
ら
、

担
当
者
は
も
と
よ
り
、
協
力
者
や
関
係
者
の
日
常
の
情
熱
と
努
力
が
要
求
さ
れ
る
。

各種コンクールにおける入賞作品

年 月 題 名 受 賞 

昭和53年2月 54年2月 

ぼくの私の二名小学校 

最優秀 佳作 

(スライド) 

1万人の心を育てる読書活動 

山之内仰西(スライド) 最優秀 

55年2月 山の子(スライド) II 

57年2月 58年2月 

新就職者激励会によせて II 

ゴミの始末 入 選 

久万小学校のうつりかわり 最優秀 

59年2月 60年2月 

面河少年自然の家 II 

給食センターのはたらき II 

久万の文化財 II 

61年2月 62年2月 

久万の林業 

II II 

一森林について学ぼう一 

くらしと商店街 

久万のお米づくり 優 秀 

63年2月 久万町家庭教育学級 最優秀 

-おかあさんといっしょ- 

平成元年2月 

II II 

木のぬくもり 

一木造校舎のできるまで- 

生き生きのびのび 

分校の四季と子どもたち 奨励賞 

八
三
八

自
作
教
材
は
、
地
域
の
風
景
や
人
物
、
特
に
身
近
な
人
が
登
場
す
る
か
ら
、
地
域
に
密

着
し
た
生
き
た
教
材
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
学
習
者
が
画
面
に
集
中
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
興
味
や
関
心
の
高
ま
り
も
あ
り
、
す
ぐ
れ
た
教
材
と
な
る
。
制
作
は
手
近
か

な
V
T
R
と
、
保
存
的
な
8
皿
映
画
に
区
別
し
、
年
次
計
画
に
従
っ
て
進
め
て
い
く

と
よ
い
。
自
作
教
材
で
コ
ン
テ
ス
ト
に
入
賞
し
た
も
の
は
、
上
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
テ
レ
ビ
が
占
め
る
時
間
帯
は
、
相
当
な
も
の
で
あ
り
、

テ
レ
ビ
は
、
今
や
日
常
生
活
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
時
間
も
年
々
延
び
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
と
か
く
テ
レ
ビ

の
悪
い
面
ば
か
り
を
批
判
す
る
傾
向
が
あ
る
。
本
来
テ
レ
ビ
は
、
視
聴
者
(
学
習
者
)

が
主
体
性
を
も
っ
て
番
組
を
選
定
し
、
学
習
や
実
生
活
の
向
上
に
役
立
て
て
い
く
べ

き
も
の
で
あ
る
。
情
報
化
社
会
の
中
で
、
最
も
重
要
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る
テ
レ
ビ

を
、
積
極
的
に
利
用
し
、
暮
し
や
生
活
に
役
立
て
よ
う
と
、
放
送
利
用
学
習
を
開
設

し
て
い
る
。

昭
和
五
一
年
(
一
九
七
六
)
に
四
つ
の
コ
ー
ス
で
、
九
回
の
テ
レ
ビ
利
用
ス
ク
ー
リ

ン
グ
を
開
設
し
、
好
評
を
得
た
。
翌
五
二
年
は
、
テ
レ
ビ
母
親
教
室
と
時
事
問
題
教

室
を
開
設
し
た
。
テ
レ
ビ
母
親
教
室
で
は
、
学
級
生
が
自
ら
の
手
で
番
組
を
制
作
す

る
段
階
ま
で
発
展
し
、
N
H
K
の
テ
レ
ビ
番
組
に
も
出
演
し
た
。
今
日
で
は
、
自
主

的
な
グ
ル
ー
プ
も
組
織
さ
れ
、
そ
の
活
動
内
容
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
、
久
万
町
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
設
置
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
し
て

い
る
、
視
聴
覚
機
材
と
、
視
聴
覚
教
材
の
日
録
を
掲
げ
て
お
く
。
な
お
、
「
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
」

に
よ
り
、
幾
つ
か
の
事
業
に

つ
い
て
は
郡
内
の
他
町
村
か
ら
久
万
町
が
委
託
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
。
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種 類 機材番号 機 材 名 及 び 規 格 数 摘 要 貸出 

1.映写機 

16P-4・-5・6・7 16ミリ映写機エルモ16A 3 光学・磁気再生 ○ 

8P-4へ1・2・3 8ミリ映写機エルモST-1200 3 II ○ 

SP-4へ1・2 スライド映写機エルモAS-1000 2 

50枚映写 光学・磁気再生 

○ 

SP-4へ3 /I ラッキーmOde15000 1 ○ 

16P-4へ8・9 16ミリ映写機エルモ16CLクセノン 2 ○ 

16P-4・-10 16ミリ映写機ベルハウェル 1 
II ○ 

2.撮影機 
8S-4へ1 8ミリ撮影機ソニー8-Y 1 

同時記録 

○ 

8S-4一-2 II ユルモ110R 2 

3.編集機 

8H-8→1 8ミリ編集機エルモ912 

1 2 

8ミリ映画用 

VTR-8へ2 VTR編集機 VHS 

(カセットレコーダーBR8600) 

(コントロールユニットRM-86) 1 

4.拡声機 

EA-6・-1 アンプWX-888 1 移動用 ○ 

EA-6・-2 II WX-890A 1 
II ○ 

ES-6・-1 ′I拡声機 1 II ○ 

ES-6→2 II TC-15B 1 

II II4トラック 

○ 

ES-6へ3 II WA-594 1 ○ 

ES-6一-4 II トーアMA-007 1 

○ ○ 

(アンプ) ES臆6・-5 ミキサービクターSS-MlO7 1 
II 

KS-6へ2 メガホンWD-24 1 
II 

KS-6・-3 II WD-370 1 
II ○ 

KS-6へ4・5 トランペットスピーカーWT501A 2 

II マスターミキサー 

○ 

KS-6一-7・8 ビクタースピーカーシステムSS-P60 2 

ES-6へ6 マイクロホンミキサービクターMI-5000 1 

マイク 5. 

MH-6へ1・2 マイクロホンWH-214 2 ○ 

MH-6一-3 II ECM-18N 1 ○ 
ロ ホ ン 

MH-6・-4・5 プリモ日D-334 2 

6・警露 
E-8へ1・2 16ミリ移動映写台 2 ○ 

M-8・-1・2 16ミリフィルム巻取機 2 ○ 

ス ク 

SK-8・-1 オーバーヘッド用スクリーン 1 ○ 

SK-8・-2 デライトスクリーン(スライド用) 1 ○ 

7・リーン SK-8・-3・4 布スクリーン 2 ○ 

SK-8・-5 8ミリ用スクリーン 1 ○ 

8・等誓書 

Ⅴ一6・-1 ソニーVTR、AV鵜3500 1 白黒VTR 

○ ○ 

Ⅴ一6→2 II カラーVTR 8750 1 電子編集 

Ⅴ-6・-3 カセットV冒RSV〇、172-RC 1 録画・再生 

Ⅴ-6へ4・5・6・8 カセットVTR、VP-1300 4 再生用 

Ⅴ一6・-7 ポータブルV冒A、AV葛8500 1 携帯用 

Ⅴ-6一-9 VHSステレオVTR、HR-2650 1 
II 

モニター 

MT-6へ1 モニターテレビCVM-330U 1 (白黒) 

○ ○ 

MT-6へ2・3 II CVM-2020 2 (カラー) 

MT-6へ4・5・6 II KV-2055 4 II 

9・テレビ MT-6へ8 II KV-1300 1 
II ○ 

MT-6へ9 II ビクターCX-65M 1 
II 

MT-6→10 II ビクターAV-M280 1 
II 
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10テレビ 

冒V-4→1 ソニービデオカメラ 1 携帯用(白黒) 

TV-4へ2 ソニーポータブルカラーカメラDC-1700 1 II(カラー) 

’ヵ メ ラ 冒V-4へ3 ビクターポータブルカラーカメラGX-S9 1 
I′ (カラー) 

冒V-4→4 日立マスタックスムービーVTR500 1 II(カラー) 

11・三冒R罵 

SD-6・-1・2 VTR用三脚 TCT-20 2 テレビカメラ用 

SD-6へ3 II ドリーTPD-1 1 II 

SD-6一-4 II ベルボン 1 II 

SD-6へ5 カラーテロップスタンドLPLCS-5 1 電子編集機用 

SD-6→6 カラーテロップシステムVS1500 1 
II 

12.タイマー TS-6一-1・2 自動録画タイマーRH-320 2 一週間周期 

13テープレ 

冒R鵜6・-1 カセットデンスケ冒C-2860SD 1 

毎日テープ プレクチャー用 

○ 

TR-6へ2・3 カセットテープレコーダー 日立 2 ○ 

甘R-6→4 テープレコーダーTC-357A 1 ○ 

コーダー 冒R-6・-5 カセットテープレコーダー ナショナル 1 ○ 

冒R-6へ6 カセットステレオシステム ビクター 1 ○ 

TR-6へ7 コピーサウンドシステムUP-401 1 

レコード 14・プレヤー 

RP-6へ1 レコードプレヤー(ナショナル) 1 ○ 

RP-6へ2 II (ビクター) 1 

15.O H P OH-6へ1 オーバーヘッドプロジェクター299 1 ○ 

16.ラ ジ オ TR-6へ1 トランジスターラジオ(ソニー) 1 ○ 

17.アダプター AV-6へ1 ACパワーアダプター 1 VTR用 

18.眼 鏡 

R-1・-1 双眼鏡 S一フジ(カメラ用) 1 30×50 ○ 

R-3一-1 ズームレンズ 
1 16ミリ用 ○ 

R-3→2 スコープレンズ 1 
II ○ 

R-3へ3 コンバーションレンズ 1 スライド用 ○ 

R-4へ1 広角レンズ F 35mⅢ 1 広報用 ○ 

R-4へ2 望遠レンズ FlOOⅢ 1 II ○ 

R-4へ3 II F 200mⅢ 1 
II ○ 

K-4・-3 カメラ ミノルタ ⅩD-S 1 II35m皿へ70Ⅲ ○ 

K-4→4 II ニ コ ン EM 1 
II 50ⅢⅡ ○ 

19.工 具 TS-4→1・2 サンワテスト一式 2 ○ 

20.暗 幕 布 暗 幕 20 ○ 

21.ラ イ ト 

MR臆7へ1 スポットライト136型 1 

500W 300W 

○ 

MR-7へ2 8ミリ撮影用ライト 1 ○ 

MR-7へ3 ミニライティングキット一式 1 ○ 

MR-7へ4 東芝ライト 1 ○ 

MR-7へ5 ビデオ撮影用ライト 1 ○ 

22.照明器具 S-7一-1へ6 照明器具(スポット) 6 200W ○ 

23.車 軸 10-1一-1・2 教材運搬自動車 2 
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フィルム 番号 
題 名 

フィルム 種類 
時間 

A-1 こんにちはお隣さん 16ミリ 31分 

A-2 親子とは何か II 30分 

A-3 お母さんと呼んだら II II 

A-4 子どもを伸ばす叱り方 II II 

A-5 善悪のけじめ II 28分 

A-6 夫・職業・家庭 8 ミリ II 

A-7 実りある日に II 30分 

A-8 二人だけの出発 16ミリ 31分 

A鵜9 生きがいについて II 21分 

A-10 みんなのための人工呼吸 II 15分 

A-11 ぼくの犬キング II 44分 

A-12 てんまのとらやん II 17分 

A-13 おかしなおかしな星の国 II 20分 

A-14 王様の耳はロバの耳 II 10分 

A-15 五匹の子猿たち II 15分 

A-16・ ことばと態度 II 20分 

A-17 おばあちゃんありがとう II 30分 

A-18 努力賞 II II 

A-19 少年合唱隊 II 40分 

A-20 共同野生動物の生活 II 20分 

A-21 灰色首の野鴨 Il II 

A-22 変りゆく久万の林業 II 30分 

A-23 少年式(記録映画) 8 ミリ 20分 

A-24 炎をうけつぐ子どもたち 16ミリ 43分 

A-25 私たちの住民参加 8 ミリ 29分 

A-26 ボランティア活動の手引き II II 

A-27 大人になれぬ若者たち 16ミリ 33分 

A-28 育ちゆく心 II 30分 

A-29 お父さんあなたの出番です II 31分 

A-30 見知らぬ人のさそい 8 ミリ 29分 

A-31 どっこいおいらに老後はない 16ミリ 28分 

A-32 
婦人のライフーサイクルと 

II 20分 学習課題 

A-33 花の木村と盗人たち II 26分 

A-34 はだかの王様 II 10分 

A葛35 ねこと原始人 II 20分 

A-36 茶の間の先生 II 22分 

A-37 私たちの中のもう一つの顔 8 ミリ 31分 

フィルム 番号 
題 名 

フィルム 謹類 
時間 

A-38 若竹よ雪をほじけ 16ミリ 43分 

A-39 ちびでかの大冒険 II 50分 

A-40 父、この強きもの II 30分 

A-41 あなたもリーダーに II 31分 

A-42 若者が人生を見つめる時 II 30分 

A-43 子供に働く体験を II 32分 

A-44 豊かな高齢期 II 28分 

A-45 思い出の一冊の本 II 30分 

A鵜46 運動不足と成人病 II 28分 

A-47 生きているってすぼらしい II 21分 

A-48 楽しいバレーボール 8 ミリ 30分 

A-49 5円の天使 16ミリ II 

A-50 母と子の心がかようとき 8 ミリ II 

A-51 家庭とはなにか II II 

A-52 嫁姑のきずなを考える II 31分 

A-53 親と子の結びつくとき 16ミリ II 

A葛54 テレビで学ぶお母さん II 30分 

A-55 おかあさんの勉強机 II II 

A-56 わが家の第三日曜日 II II 

A-57 趣味のある老後 II II 

A-58 脳卒中とその予防 II II 

A-59 いのちの鈴 II 45分 

A臆60 あなたのためのテーブルマナー 8 ミリ 20分 

A-61 となりの立場・うちの立場 16ミリ 29分 

A-62 わたんべとすぼらしい仲間 II 40分 

A-63 走れメロス II 20分 

A鵜64 テレパスクマーラ II 25分 

A-65 他人の子を叱った私 II 31分 

A-66 涙なんか飛んでいけ II 45分 

A-67 愛されるお年寄りに II 29分 

A-68 この愛をあなたに II 50分 

A-69 バレーボール(1) II 37分 

A-70 こころ II 32分 

A-71 過疎地のむらづくり II 50分 

A-72 
イソップ物語(1)町のね-ヂ 

II 10分 みといなかのねずみ 



A-73

A-74

A-75

A-76

A-77

A-78

A葛79

A-80

A-81

A-82

A-83

A-84

A-85

A-86

A-87

A-88

A-89

A-90

A-91

A-92

A-93

A-94

A-95

A-96

A-97

A-98

A-99

A-100

′I (2)北風と太陽

′I (3)金の斧と銀の斧

ニルス冷罵新築警ルス

母親の願いと父親の役割

十代の非行と親の責任

銀河鉄道9 9 9

一′むやさしい花の都-

じっちゃばっちゃとわらしっ子

赤まんまの歌

親と子が信じ合う時

ボケない老後

生き方とは

動脈硬化と成人病

がんばれ元気-ちっちゃ
なチャンピオンー

結婚

釣りキチ三平

まごころの川

春を呼ぶうずしお

友情

くずの薬ぎつね

カメちゃんの交通110番

朝やけの湖

部落差別を考える(3編)

ゆとり

新たなる出発

人生航路80年

世代を結ぶふるさとづくり

ふれあいの広場

子どもたちへ

針
扮
扮
扮
紛
扮
扮

0

3

5

3

3

2

5

8ミリ自作教材

久万町少年式

こころざし

ぼくら入野の子ども会

木を育てる

伸びゆく久万町(政治・福祉)

伸びゆく久万町(産業・教育)

良材の町久万町

人物銀行〈24本〉 (特別功労者)

楽しいクロッケー

(45分)

(20分)

(30分)

(20分)

(30分)

(45分)

(60分)

(9へ12分)S.53

(10分) S.55

V丁R自作教材

Ⅴ-1

V-2

V-3

V-4

V-5

V-6

V-7

V-8

V-9

V-10

V-11

V-12

V-13

V-14

V-15

V-16

V-17

V葛18

V-19

V-20

V-21

V-22

V-23

V-24

V-25

V-26

V-27

V-28

門出( I )(新就職者激励会)

公民館活動の記録

村の保守党

芸能発表会(下畑文化祭)

商工青年部の活動

門出(Ⅱ)

川瀬歌舞伎

舞踊発表会

岩場の祈り(仰西まつりより)

わが町の読書活動

楽しく学ぶテレビ母親教室

わたしたちの久万町

久万の若人

新就職者激励会によせて

ごみのしまつ

新就職者激励会によせて

私達の歩んだ60年

粂彙露難詰浅嘉の搬出
久万町放送利用学級

給食センターのはたらき

久万町還暦式

久万町の文化財

私達の歩んだ60年

消防署のはたちぎ

全案宗禁巻いて学ぼう)

私達の歩んだ60年

久万の審議読産業)
久万町の交通安全教育

(60分)

(30分)

(20分)

(60分)

50回書話

題回書的

(20分)

(30分)

(60分)

(12分) S.54

(20分) S.55

(15分)

(30分)

(15分)

(20分)

確回書患

(15分)

田園園田

田園園田

国00話

題回書話

題00患

(17分)

(15分)

(18分)

S.56

S.57

S.58

S.59
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1 

4

上
浮
穴
産
業
文
化
会
館

ア

整
備
検
討
の
経
過

昭
和
五
七
年
(
一
九
八
二
)
一
月
、
前
知
事
か
ら
生
活
経
済
圏
域
に
お
い
て
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
広
域
公
共
施
設
を
設
置
す
る
よ
う
検
討
し
取
り
ま
と
め
る
よ
う

指
示
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
県
下
六
圏
域
に
広
域
公
共
施
設
整
備
検
討
委
員
会
が
発
足
し
た
。

郡
内
は
松
山
地
方
生
活
経
済
圏
域
と
し
て
位
置
付
け
整
備
検
討
結
果
を
ま
と
め
た
。

翌
年
に
は
、
上
浮
穴
産
業
文
化
会
館
整
備
推
進
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
施
設
の
規

模
、
建
設
費
等
具
体
的
な
建
設
計
画
に
つ
い
て
協
議
を
し
、
昭
和
六
一
年
(
一
九
八

六
)
の
着
工
を
目
指
し
、
計
画
を
着
々
と
進
め
て
い
た
が
、
財
源
問
題
、
県
下
各
圏

域
間
の
均
衡
等
の
こ
と
か
ら
着
工
に
至
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

国
補
事
業
と
の
た
き
あ
わ
せ
に
よ
る
導
入
等
の
検
討
も
進
め
、
一
方
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
県
当
局
に
も
計
画
に
つ
い
て
指
導
を
仰
い
で
き
た
。
昭
和
六
二
年
(
一

九
八
七
)
六
月
、
生
活
文
化
県
政
を
提
唱
推
進
す
る
県
施
策
の
目
玉
と
し
て
当
地
域

に
対
し
予
算
が
つ
き
、
二
か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

イ

基
本
構
想

松
山
地
方
生
活
経
済
圏
域
は
、
県
の
中
央
に
位
置
し
、
県
都
松
山
市
は
、
政
治
・

経
済
・
産
業
・
教
育
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
、
四
〇
万
都
市
を
形
成
し
て
い
る
。

松
山
市
及
び
そ
の
周
辺
に
は
、
教
育
施
設
と
し
て
、
大
学
・
高
等
学
校
、
文
化
施
設

と
し
て
、
県
民
館
・
美
術
館
・
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
等
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

県
民
文
化
会
館
や
動
物
園
も
完
成
し
、
県
都
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
三
坂
峠
を
越
え
た
上
浮
穴
郡
に
あ
っ
て
は
、
山
間
へ
き
地
の
う
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え
、
経
済
力
に
乏
し
い
た
め
、
取
り
上
げ
る
べ
き
施
設
は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
更

に
、
近
年
、
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
林
業
の
不
振
と
こ
れ
に
代
わ
る
べ
き
産
業
が

な
い
た
め
都
市
と
の
所
得
格
差
が
広
が
り
、
労
働
人
口
の
流
出
に
よ
る
過
疎
化
と
高

齢
化
現
象
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
お
い
て
、
豊
か
で
明
る
い
生
活
福
祉
社
会
を
築
く
た
め

に
は
、
地
域
産
業
の
振
興
、
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ

け
に
生
涯
教
育
の
推
進
、
更
に
は
文
化
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
の
産
業
、
文
化
活

動
の
拠
点
と
な
る
広
域
公
共
施
設
の
建
設
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
き
た
。

ウ

規
模
及
び
経
費

ア

規
模

建
築
場
所

敷
地
面
積

建
築
面
積

延
床
面
積

規
模

構
造

最
高
の
高
さ

設
計
者

施
行
者

工
期

上
浮
穴
郡
久
万
町
大
字
久
万
町
一
八
八
番
地

三
、
九
八
九
・
六
二
平
方
㍍

一
、
五
四
三
二
二
平
方
㍍

二
、
二
九
〇
・
四
三
平
方
㍍

二
階
建

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
一
部
鉄
骨

二
二
・
二
㍍

大
阪
市
東
区
船
越
町
二
丁
目
一
番
地
の
二

株
式
会
社

浪
速
設
計
事
務
所

高
松
市
亀
井
町
一
番
地
三

鹿
島
建
設
株
式
会
社

着
工

昭
和
六
二
年
十
二
月
十
七
日

完
成

昭
和
六
三
年
十
月
二
五
日

八
四
三
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事
業
主
体

上
浮
穴
郡
生
活
環
境
事
務
組
合
(
久
万
町
・
面
河
村
・
美
川
村
・
柳
谷

村
、
小
田
吋
)

イ

経
費

総
事
業
費

本
体
工
事
費

設
計
委
託
費

事
務
費

附
帯
工
事
費

造
成
工
事
費

備
品
購
入
費

財
源
内
訳

県
補
助
金

町
村
負
担
金

(
負
担
割
合

七
三
〇
、
八
五
〇
、
〇
〇
〇
円

六
〇
三
、
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

一
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

六
〇
、
六
三
二
、
〇
〇
〇
円

五
、
九
一
八
、
〇
〇
〇
円

四
一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

一
五
一
、
二
七
六
、
〇
〇
〇
円

五
七
九
、
五
七
四
、
〇
〇
〇
円

建
設
費
の
う
ち
地
方
債
に
係
る
も
の
)

久
万
町
一
〇
〇
分
の
七
〇
・
〇
〇

両
河
村
一
〇
〇
分
の
四
・
六
人

美
川
村
一
〇
〇
分
の
八
・
一
六

柳
谷
村
一
〇
〇
分
の
五
・
七
六

小
田
町
一
〇
〇
分
の
一
一
・
四
〇

そ
の
他
の
経
費
に
係
る
も
の

全
額

久
万
町

八
四
四

の
発
展
に
伴
っ
て
住
民
生
活
が
物
質
的
に
豊
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
余
暇
時
間
の

増
大
や
住
民
意
識
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
の
分
野
に
お
け
る
活
動
が
年
々
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
更
に
は
住
民
の
日
常
生
活

の
行
動
範
囲
も
拡
大
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
都
市
と
周
辺
町
村
と
の
結
び
つ
き
が

強
ま
り
広
域
生
活
圏
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
行
政
に
対
す
る
圏
域
住
民
の
要
望
も
広
域
化
・
多
様

化
し
て
き
て
お
り
、
行
政
は
、
こ
れ
ら
の
要
望
に
積
極
的
に
対
応
し
、
住
民
の
文
化

の
向
上
、
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
に
複
合
施
設
と
し
て
の
上
浮
穴
産
業
文
化

会
館
の
建
設
に
着
手
し
た
わ
け
で
あ
る
。
昭
和
六
三
年
一
〇
月
二
九
日
、
落
成
を
み

た
。本

施
設
に
お
け
る
内
容
は
、
圏
域
に
お
い
て
は
高
次
な
機
能
を
有
す
る
複
合
施
設

と
な
っ
て
い
る
。
住
民
に
広
く
利
用
さ
れ
、
活
発
な
文
化
活
動
、
地
場
産
業
の
振
興

等
を
中
心
に
し
て
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

二

今
後
の
課
題

近
年
の
地
域
社
会
は
、
経
済
成
長
や
技
術
革
新
及
び
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
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は

社
会
体
育
(
体
力
つ
く
り
)

ア

体
力
つ
く
り
の
町
宣
言

戦
後
の
日
本
は
、
敗
戦
の
混
乱
を
乗
り
越
え
復
興
へ
の
道
を
ひ
た
す
ら
歩
み
続
け

た
。
そ
の
上
、
朝
鮮
戦
争
は

「
金
へ
ん
景
気
」

と
か

「
糸
へ
ん
景
気
」

と
か
言
わ
れ

る
特
需
景
気
を
も
た
ら
し
た
。
更
に
は
、
昭
和
三
〇
年
(
一
九
五
五
)
か
ら
始
ま
っ
た

大
型
景
気
は
「
神
武
景
気
」
、
昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
)
か
ら
は
、
「
岩
戸
景
気
」
、
昭

和
三
八
年
(
一
九
六
三
)
か
ら
は

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
」
、
昭
和
四
一
年
(
一
九
六

六
)
か
ら
は

「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」

と
言
わ
れ
た
程
、
次
々
と
大
型
の
好
景
気
が
続
い

た
。
こ
う
し
た
経
済
の
高
度
成
長
は
、
企
業
の
設
備
投
資
、
雇
用
の
拡
大
、
生
産
の

増
大
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
か
げ
で
は
昭
和
二
五
年
(
一
九
五
〇
)
に
総
就

業
人
口
の
四
八
%
、
一
七
二
〇
万
人
も
い
た
第
一
次
産
業
に
従
事
し
て
い
た
人
々
が
、

八
四
六

過
疎
化
と
機
械
化
は
「
三
ち
ゃ
ん
農
業
」
と
か
、
「
機
械
化
貧
乏
」
と
い
う
こ
と
ば
を

作
り
出
し
た
。

こ
と
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
政
府
は
も
と
よ
り
、
各
町
村
に
お
い
て
も
種
々
活
性
化

の
方
策
を
試
み
て
き
た
。
社
会
体
育
の
振
興
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

昭
和
三
二
年
(
一
九
五
七
)
四
月
、
文
部
省
は

「
地
方
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
」

と
い
う
通
達
を
出
し
、
「
社
会
体
育
指
導
委
員
」
の
設
置
を
要
請
し
て
き
た
。
こ
れ
に

は
太
平
洋
戦
争
に
よ
っ
て
中
止
と
な
っ
た

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

を
誘
致
し
ょ
う

と
い
う
意
図
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
に
、
三
四
年
(
一
九
五
九
)
に
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
決
定
し
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
さ
て
お
き
、
こ
の
社

会
体
育
指
導
委
員
は
、
県
と
市
町
村
が
同
時
に
委
嘱
状
を
出
し
て
委
嘱
す
る
制
度
で
、

久
万
町
で
も
一
〇
月
一
日
付
で
五
名
の
委
員
を
委
嘱
し
た
。
こ
の
指
導
員
の
協
力
の

愛媛体育祭松山大会入場行進

昭
和
三
五
年
に
は
三
三
%
の
一
四
二

四
万
人
、
昭
和
四
五
年
に
は
一
九
%

の
一
〇
〇
七
万
人
と
激
減
し
て
い
っ

た
。都

市
の
過
密
化
、
農
村
の
過
疎
化

は
こ
の
高
度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
三

五
年
に
は
専
業
農
家
は
一
〇
%
を
割

り
込
む
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で

の
農
業
の
生
産
性
の
向
上
は
、
化
学

肥
料
と
農
薬
の
大
量
投
入
、
機
械
化

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
。
農
村
の

東京オリンピック出場 片山美佐子壮行会

も
と
、
徐
々
に
町
民
の
間
に
ス
ポ
ー

ツ
熱
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
三
六
年
(
一
九
六
一
)
六
月
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
社
会
体
育
指

導
員
の
制
度
が
変
わ
っ
た
。
県
か
ら

の
委
嘱
は
廃
止
さ
れ
、
市
町
村
が
委

嘱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

久
万
町
で
も
三
七
年
四
月
に

「
社
会

体
育
指
導
員
に
関
す
る
規
則
」
が
定

め
ら
れ
、
社
会
体
育
指
導
員
の
身
分

・
職
務
内
容
等
が
明
確
に
な
っ
た
。



っ
ま
り
、
市
町
村
の
教
育
委
員
会
に
属
し
、
非
常
勤
で
、
各
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
一
翼
を
に
な
う
こ
と
と
な
っ
た
二
二
八
年
(
一
九
六
三
)
に
は
、
女
性
の
指
導
員
も

加
わ
り
、
六
名
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
熱
は
急
速
に
高
ま
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
愛
好
者
も
増
え

て
い
っ
た
。

一
方
、
過
疎
化
し
さ
び
れ
て
行
く
久
万
町
を
三
八
豪
雪
が
襲
っ
た
。
町
民
は
一
様

に
う
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
な
か
で
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
郷
土
か
ら
、

日
本
の
代
表
選
手
が
参
加
す
る
。
わ
れ
わ
れ
も
行
政
に
ば
か
り
頼
ら
な
い
で
、
な
ん

と
か
活
力
を
出
そ
う
』
と
、
愛
媛
駅
伝
(
昭
和
二
六
年
に
始
ま
る
)
第
一
三
回
大
会
に
、

二
名
青
年
団
が
参
加
し
た
。
成
績
は
全
参
加
チ
ー
ム
の
中
で
中
の
上
位
だ
っ
た
。
こ

れ
を
手
は
じ
め
と
し
て
、
三
九
年
に
は
「
父
二
峰
青
年
団
」
が
参
加
し
た
。
四
〇
年

か
ら
は
「
久
万
町
青
年
団
」
と
し
て
出
場
、
五
一
年
か
ら
は
「
久
万
体
協
」
(
久
万
町

体
育
協
会
)
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

聖火リレー
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昭
和
三
九
年
(
一
九
六
四
)
、
い
よ
い
よ
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
年

を
迎
え
た
。
郷
土
出
身
の
片
山
美
佐
子
選
手
が
出
場
す
る
と
あ
っ
て
、
町
民
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ
熱
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
正
月

あ
け
早
々
に
、
久
万
町
は
「
町
民
体
操
」
を
創
作
、
発
表
し
た
。
こ
の
体
操
は
、
町

民
の
だ
れ
で
も
が
、
ど
こ
で
も
手
軽
る
に
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

農
家
の
人
は
畑
で
、
田
ん
ぼ
で
、
家
庭
の
主
婦
は
家
の
中
で
、
職
場
に
あ
る
人
は
職

場
で
と
、
気
易
く
取
り
組
め
る
よ
う
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
指
導
は
、
父
二
峰

中
学
校
教
諭
の
菊
池
淳
が
、
作
曲
は
森
永
妙
子
が
担
当
し
た
。
ソ
ノ
シ
ー
ト
を
町
内

の
各
職
場
に
配
布
す
る
と
共
に
、
有
線
放
送
で
午
後
三
時
に
は
町
内
へ
流
す
こ
と
に

し
た
。
手
軽
る
さ
と
気
易
さ
が
う
け
て
、
県
下
で
も
話
題
に
な
っ
た
。

一
〇
月
一
〇
日
、
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
幕
。
そ
れ
に
先
だ
ち
、
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
燃
え
続
け
る
聖
火
、
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ

ン
ピ
ア
で
太
陽
か
ら
採
火
さ
れ
た
聖
火
が
久
万
町
を
通
過
す
る
。
そ
の
聖
火
リ
レ
ー

に
、
町
民
の
中
学
生
以
上
が
多
数
参
加
す
る
。
し
か
も
中
学
時
代
放
送
陸
上
競
技
大

会
で
、
女
子
砲
丸
投
げ
に
優
勝
し
た
経
歴
の
持
ち
主
で
あ
る
片
山
美
佐
子
が
槍
投
げ

で
出
場
す
る
。
久
万
町
民
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
寄
せ
る
関
心
は
、
い
や
が
う
え
に
も

盛
り
上
が
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
四
〇
年
(
一
九
六
五
)
に
な
る
と
、
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
卓
球
な
ど
愛
好
者
が
、
種
目
別
で
大
会
を
開
く
ま
で
に
な
っ
た
。
青
年
や
婦
人

の
団
体
も
、
定
期
的
に
競
技
会
を
開
催
す
る
ま
で
に
体
制
が
整
っ
て
き
た
。

そ
ん
な
と
き
、
文
部
省
か
ら
二
か
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
モ
デ
ル
町
村
と
し
て
指
定
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
を
町
民
が
楽
し
め
る
よ
う
、

体
育
備
品
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
町
内
の
各
学
校
の
体
育
施
設
を
社
会
体
育
の

八
四
七
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た
め
に
開
放
す
る
な
ど
条
件
整
備
も
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
町
村
合
併
後
初
め
て

町
民
運
動
会
を
開
催
し
、
町
ぐ
る
み
の
体
力
づ
く
り
運
動
へ
の
大
躍
進
を
遂
げ
る
足

が
か
り
を
作
っ
た
。

昭
和
四
二
年
(
一
九
六
七
)
に
は
、
各
地
域
公
民
館
単
位
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
活
発

に
な
り
、
種
目
ご
と
の
公
民
館
対
抗
競
技
会
が
開
け
る
ま
で
に
な
っ
た
。
旧
久
万
地

区
で
は
、
明
神
、
久
万
上
・
中
・
下
、
野
尻
の
五
つ
の
組
に
分
け
て
、
早
朝
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
N
H
K
の
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会

も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

昭
和
四
三
年
(
一
九
六
八
)
に
は
、
『
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
』
と
い
う
積
極

的
な
保
健
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
「
体
力
つ
く
り
の
町
」
を
宣
言
し
、
「
体
力
つ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
結
成
し
た
。
「
体
力
つ
く
り
の
町
」

の
宣
言
文
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

宣

言

文

幸
福
な
生
活
の
基
本
的
条
件
が
、
健
康
な
心
身
に
あ
る
こ
と
は
、
万
人
の
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
久
万
町
で
は
、
町
民
の
総
意
に
よ
り
「
体
力
つ
く
り
の
町
久
万
町
」
を

宣
言
し
、
町
民
一
致
協
力
し
て
、
健
康
を
守
る
た
め
保
健
栄
養
改
善
、
社
会
体
育
振
興
に

協
力
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

右
、
宣
言
す
る
。

昭
和
四
三
年
七
月
二
二
日

久
万
町
体
力
つ
く
り
推
進
協
議
会

こ
の

「
体
力
つ
く
り
の
町
」

の
宣
言
は
、
久
万
町
議
会
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
来
、
町
内
の
関
係
諸
機
関
、
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
、
保
健
・
栄
養
・
体
育
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
三
つ
の
柱
の
も
と
に
、
町
民
総
参
加
で

「
体
力
つ
く
り
活
動
」

を
強
力
に
推
進
し
て
い
る
。

八
四
人

昭
和
四
五
年
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会
が
誕
生
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
種
目
が
徐
々

に
増
し
て
い
っ
た
。
一
〇
月
二
五
日
、
全
町
民
が
一
致
協
力
し
て
体
力
つ
く
り
に
邁

進
し
た
積
年
の
努
力
が
認
め
ら
れ
、
全
国
組
織
で
あ
る

「
体
力
つ
く
り
国
民
会
議
」

か
ら
議
長
賞
を
受
賞
し
た
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
学
校
施
設
を
体
力
つ
く
り
に
開

放
し
た
た
め
に
、
室
内
競
技
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
。
種
目
も
着
実
に
増
し
、
愛
好

者
も
ふ
え
た
。

一
方
で
は
、
屋
外
種
目
愛
好
者
か
ら

「
グ
ラ
ン
ド
確
保
」

と

「
夜
間
利
用
」

の
声

が
次
第
に
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
社
会
体
育
専
用
の
グ
ラ
ン
ド
が
確
保
で
き
れ

ば
理
想
的
だ
け
れ
ど
も
、
い
き
な
り
そ
れ
も
で
き
ず
、
当
面
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
利

用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
検
討
を
加
え
つ
つ
、
学
校
当
局
と
協
議
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
試
み
と
し
て
久
万
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
夜
間
照
明
施
設
を
設
け
た
。

学
校
行
事
や
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
関
係
か
ら
、
使
用
許
可
、
不
許
可
は
、

教
育
委
員
会
事
務
局
が
学
校
と
連
絡
を
と
っ
た
う
え
で
す
る
。
そ
の
他
こ
れ
に
関
わ

る
事
務
的
な
こ
と
も
す
べ
て
教
育
委
員
会
事
務
局
が
行
う
と
い
う
こ
と
に
し
た
。

社
会
体
育
の
指
導
員
も
一
〇
名
に
増
員
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
が
急
激
に
ふ
え

た
こ
と
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
て
底
辺
を
広
げ
る
と
共
に
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。

昭
和
四
八
、
九
年
に
は
、
夜
間
照
明
施
設
を
各
地
域
に
設
置
し
て
い
っ
た
。
明
神

小
学
校
、
久
万
小
学
校
、
二
名
小
学
校
と
、
二
年
間
に
三
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
夜
間
照

明
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
こ
に
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
開
催
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
う
え
は
、
一
日
も
早
い
専
用
グ
ラ
ン
ド
の
確
保
を
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
八

月
に
は
N
H
K
の
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
が
久
万
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
開
か
れ
る
ま

で
に
、
体
力
つ
く
り
熱
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。



更
に
、
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
四
日
、
そ
の
活
動
の
成
果
が
認
め
ら
れ
て
、
「
体
力
つ

く
り
日
本
一
」

の
町
と
し
て

「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
た
。
四
五
年
の
受
賞

以
来
、
五
年
目
に
し
て
最
高
の
賞
を
受
け
た
こ
と
が
、
よ
り
大
き
な
励
み
と
な
っ
て
、

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
体
力
つ
く
り
活
動
は
よ
り
広
ま
り
、
深
く
浸
透
し
て
い
っ

た
。
五
一
年
一
月
二
六
日
に
は
、
町
民
待
望
の

「
体
育
協
会
」

が
発
足
し
た
。
夜
間

照
明
施
設
も
畑
野
川
小
学
校
、
直
瀬
中
学
校
、
父
二
峰
中
学
校
に
設
置
さ
れ
、
こ
れ

で
町
内
の
全
域
が
整
っ
た
。
各
地
で
夜
間
に
野
球
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
む
姿
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
町
民
総
参
加
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
も
開
催
で
き
た
。

こ
の
年
か
ら
社
会
体
育
指
導
員
が
一
名
増
員
さ
れ
二
一
名
と
な
っ
た
。
体
育
協
会
に

加
盟
し
て
い
る
一
二
団
体
、
一
二
種
目
の
競
技
に
、
最
低
一
名
の
指
導
員
が
付
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

キ
ー
等
、
多
種
多
様
な
大
会
が
開
か
れ
た
。
こ
と
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
社
会
体

育
指
導
員
制
度
が
で
き
て
か
ら
、
わ
ず
か
な
人
数
で
町
内
各
地
へ
出
向
い
て
、
献
身

的
に
講
習
会
を
開
い
て
指
導
し
、
技
能
の
習
熟
と
ル
ー
ル
に
精
通
さ
せ
る
努
力
が

あ
っ
た
こ
と
を
兄
の
が
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
が
て
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
、

社
会
体
育
専
用
の
グ
ラ
ン
ド
確
保
へ
情
熱
と
な
っ
て
燃
え
上
が
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
五
二
年
に
な
る
と
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
熱
は
以
前
に
も
増
し
て
盛
り
上
が
り
、

毎
月
一
〇
日
を
「
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
と
定
め
た
。
一
方
、
菅
生
の
東
国
に
、
「
久
万
運

動
公
園
」

を
造
る
こ
と
が
本
決
ま
り
と
な
っ
た
。

運
動
公
園
は
、
町
民
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
総
合
的
な
も
の
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
数
年
か
け
て
候
補
地
を
さ
が
し
て
い
た
。
幸
い
、
上
浮
穴
総

合
開
発
公
社
が
、
「
久
万
町
森
林
組
合
木
材
加
工
場
」

用
地
と
並
ん
で
確
保
し
て
い

久万町商店街駅伝

昭
和
五
一
年
は
、
久
万
体
協
主
催

に
よ
る
種
目
別
の
競
技
会
が
、
第

一
回
大
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
年

で
も
あ
る
。
小
・
中
学
生
か
ら
高
齢

者
ま
で
含
め
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
や
、

小
・
中
・
高
校
生
や
青
年
に
よ
る
駅

伝
競
走
、
地
域
公
民
館
対
抗
の
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
等
、
愛

好
者
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
庭
球
、

ゴ
ル
フ
、
野
球
、
幼
児
か
ら
一
般
ま

で
を
対
象
と
し
た
柔
・
剣
道
、
ス

雪の中での愛媛駅伝

第
二
章

社
会
教
育

た
土
地
が
あ
り
、
そ
れ
を
譲
り
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
を
造
成
し
、

数
年
が
か
り
で
整
備
充
実
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
た
。
用
地
は
山
林
で
な

だ
ら
か
な
傾
斜
地
で
あ
っ
た
。
植
林

さ
れ
て
お
り
一
〇
年
生
の
杉
の
幼
齢

林
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
自
衛
隊
に
頼

ん
で
第
一
期
の
用
地
造
成
を
し
て
も

ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
起
工
式
は
九

月
二
二
日
に
行
わ
れ
た
。
総
面
積
五

万
九
六
六
三
平
方
メ
ー
ト
ル
を
三
期

に
分
け
て
造
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

八
四
九



第
六
編

教

育

久万公園 自衛隊による土地造成

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
も
年
次
を

お
っ
て
整
備
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。
な
お
完
成
年
度
を
六
〇
年
度
と

し
た
。

昭
和
五
三
年
度
は
、
久
万
町
合
併

二
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
っ

た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
合
わ
せ

る
よ
う
に
、
県
民
体
育
祭
松
山
大
会

が
久
万
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
造
成
後
日
も
浅
く
十
分
に

整
備
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
久
万

運
動
公
園
を
中
心
に
、
一
〇
月
二
九

日
、
熱
戦
が
く
り
広
げ
ら
れ
た
。
社
会
体
育
指
導
員
を
中
心
に
各
種
目
の
選
手
強
化

を
図
り
、
懸
命
に
頑
張
っ
て
、
各
種
目
に
健
闘
し
、
久
万
の
面
目
躍
如
た
る
も
の
が

あ
っ
た
。
な
か
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
と
テ
ニ
ス
の
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
優
勝
は
、

特
筆
大
書
す
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
バ
ド
、
、
、
ン
ト
ン
男
子
は
、
五
四

年
に
も
優
勝
し
、
二
年
連
続
優
勝
を
果
た
し
た
。

五
六
年
に
は
、
子
供
か
ら
高
齢
者
に
至
る
ま
で
の
全
町
民
の
体
力
つ
く
り
の
拠
点

で
あ
る
久
万
公
園
が
完
成
し
た
。
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
に
全
天
候
型
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

自
然
を
そ
の
ま
ま
に
取
り
入
れ
た
遊
歩
道
と
そ
れ
を
活
用
し
た
ト
リ
ム
コ
ー
ス
で
あ

る
。
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
に
は
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
観
覧
席
に
は
芝
生
が
植
え
ら

れ
周
辺
に
は
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
庭
木
も
植
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
周
囲

が
フ
ェ
ン
ス
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
全
天
候
型
だ
か
ら
雨
が
や
む
と
、
し
ば
ら
く
す
れ

八
五
〇

は
使
え
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
が
手
に
入
り
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
で
き
た
。
次
は
体
育
館
が
欲
し
い
。
今

の
よ
う
に
各
学
校
の
体
育
館
だ
け
で
は
手
ぜ
ま
で
あ
る
。
な
ど
各
チ
ー
ム
か
ら
不
満

が
出
は
じ
め
た
。
な
ん
と
か
、
体
育
館
が
欲
し
い
と
い
う
話
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

上
が
っ
て
き
た
。
折
も
折
、
九
州
の
由
布
院
で
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
が

あ
り
、
町
長
が
出
席
し
た
。
そ
こ
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
が
あ
っ
た
。
県
や
関

係
機
関
か
ら
、
B
&
G
財
団
の
援
助
で
体
育
館
が
建
つ
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
た
。

が
、
海
に
全
く
関
係
の
な
い
久
万
で
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
な
ど
建
て
て
も
ら

え
る
は
ず
が
な
い
と
あ
き
ら
め
て
い
た
が
、
由
布
院
の
町
の
中
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
の

体
育
館
が
あ
っ
た
の
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
町
長
の
帰
町
後
活
動
が
始
ま
っ
た
。
町

を
上
げ
て
の
誘
致
運
動
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

昭
和
五
七
年
に
入
る
と
B
&
G
財
団
の
海
洋
セ
ン
タ
ー
誘
致
へ
向
け
て
の
運
動
が

一
層
活
発
に
な
っ
た
。
体
育
活
動
の
方
も
、
剣
道
が
よ
り
大
き
な
飛
躍
を
遂
げ
た
。

今
ま
で
県
下
の
い
ろ
い
ろ
な
大
会
で
、
ま
た
四
国
大
会
で
、
あ
る
い
は
全
国
大
会
で

優
勝
、
な
い
し
は
三
位
以
内
入
賞
と
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
て
き
た
。
そ
こ
で
、
民

間
活
力
の
導
入
に
よ
っ
て
、
近
県
少
年
剣
道
大
会
を

「
久
万
少
年
剣
道
優
勝
大
会
」

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
下
か
ら
、
ま
た
県
外
か
ら
も
、
腕
に
お
ぼ
え

の
あ
る
強
剛
が
集
ま
っ
て
来
た
。
明
神
、
久
万
小
・
中
の
剣
道
父
母
の
会
と
、
久
万

剣
道
会
が
中
核
と
な
り
、
成
功
裏
に
第
一
回
大
会
を
終
え
た
。

年
が
改
ま
り
、
五
八
年
に
は
、
い
よ
い
よ
B
&
G
財
団
に
よ
る
海
洋
セ
ン
タ
ー
建

設
が
本
格
化
し
、
久
万
公
園
の
グ
ラ
ン
ド
に
隣
接
し
た
山
林
を
買
収
し
て
敷
地
造
成
、

続
い
て
建
築
が
始
ま
っ
た
。
用
地
買
収
や
造
成
等
で
町
も
相
応
の
負
担
は
あ
っ
た
が
、

建
物
を
は
じ
め
設
備
一
式
の
費
用
を
B
&
G
財
団
が
負
担
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、



秋
に
着
工
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

五
九
年
五
月
三
〇
日
に
は
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
落
成
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

冷
涼
の
地
と
い
わ
れ
て
い
る
久
万
町
で
、
ビ
ニ
ー
ル
で
覆
っ
た
プ
ー
ル
の
建
設
の
お

か
げ
で
、
三
月
末
に
は
水
泳
が
可
能
と
な
っ
た
。
一
〇
月
で
も
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
る

と
あ
っ
て
、
大
変
な
人
気
で
あ
る
。
体
育
館
は
、
バ
レ
ー
コ
ー
ト
が
二
面
と
れ
、
そ

れ
に
柔
剣
道
場
も
あ
る
。
六
月
一
日
か
ら
開
館
し
た
が
、
早
く
も
使
用
許
可
願
が
殺

到
し
、
体
育
館
を
お
互
い
が
譲
り
合
っ
て
使
う
と
い
う
こ
と
で
、
チ
ー
ム
間
の
調
整

に
汗
だ
く
だ
っ
た
。
プ
ー
ル
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
町
外
の
人
も
多
く
利
用
し
て
い

る
。
体
育
館
は
、
夜
間
は
町
内
の
チ
ー
ム
が
使
用
し
て
い
る
が
、
夏
季
休
業
中
な
ど

の
場
合
は
、
昼
間
、
町
外
の
チ
ー
ム
が
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

同
じ
年
、
久
万
町
ス
ポ
ー
ツ
顕
彰
規
定
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
定
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
貢
献
し
、
功
労
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
、
ま
た
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
も
の
を
、
長
く
顕
彰
し
ょ
う
と
い
う
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

社
会
体
育
専
用
の
体
育
館
が
落
成
し
た
記
念
す
べ
き
年
、
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た

県
民
体
育
祭
松
山
大
会
で
、
男
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
初
め
て
優
勝
し
た
。

昭
和
六
〇
年
の
一
〇
月
に
は
、
県
民
体
育
祭
松
山
大
会
が
、
五
三
年
に
次
い
で
久

万
町
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
回
と
違
っ
て
、
グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館
が
整
備

さ
れ
て
い
る
の
で
、
久
万
公
園
を
中
心
に
し
て
行
っ
た
。
こ
の
年
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

が
初
優
勝
し
た
。
他
の
種
目
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
。

昭
和
六
一
年
は
、
久
万
町
に
体
育
協
会
が
結
成
さ
れ
て
一
〇
周
年
の
記
念
す
べ
き

年
で
あ
る
。
過
去
を
顧
み
、
未
来
へ
の
飛
躍
を
目
ざ
し
て
、
「
体
協
一
〇
周
年
の
あ
ゆ

み
」

を
編
集
し
た
。
一
〇
月
の
県
民
体
育
祭
松
山
大
会
で
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
二

年
連
続
優
勝
を
果
た
し
、
花
を
添
え
た
。
ま
た
、
久
万
公
園
に
約
二
〇
〇
〇
人
の
町

第
二
章

社
会
教
育

民
が
参
加
し
て
、
町
民
体
育
大
会
を
開
き
、
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
も
で
き
た
。

苦
節
一
〇
年
と
い
う
が
、
本
当
に
よ
く
こ
こ
ま
で
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
社
会

体
育
指
導
員
の
活
躍
と
町
民
の
協
力
の
成
果
で
あ
る
。
同
時
に
、
町
民
の
パ
ワ
ー
の

す
ぼ
ら
し
さ
を
改
め
て
見
直
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

昭
和
六
二
年
の
第
四
二
回
沖
縄
秋
季
国
体
に
、
久
万
町
出
身
の
宮
脇
昭
彦
が
ラ
グ

ビ
ー
に
(
数
年
連
続
出
場
)
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
井
上
美
紀
、
恭
子
の
姉
妹
、
新
体

操
に
淀
恵
の
四
名
が
、
愛
媛
県
の
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
た
。
宮
脇
、
淀
の
両
選

手
は
高
校
で
身
に
つ
け
た
技
量
で
あ
り
、
井
上
姉
妹
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
基
礎
技
能

は
、
中
学
時
代
に
培
わ
れ
、
高
校
、
大
学
で
磨
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
久
万
町
に

と
っ
て
大
変
名
誉
な
年
で
あ
っ
た
。

昭
和
六
三
年
、
第
二
一
回
県
民
体
育
祭
松
山
大
会
で
は
、
女
子
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

が
初
優
勝
し
た
。
高
齢
者
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
一
般
の
部
も
準
優
勝
に
輝
き
、
年
々
、
各

種
目
で
の
好
成
績
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
記
録
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、

ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

イ

体
育
協
会

久
万
町
で
は
、
昭
和
五
〇
年
、
積
年
に
わ
た
る
町
民
総
参
加
の
体
力
つ
く
り
活
動

が
認
め
ら
れ
総
理
大
臣
表
彰
の
栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ひ
と
え
に
指
導

者
と
町
民
の
積
極
的
な
協
力
の
賜
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
受
賞
は
、
町
民
の
体

力
つ
く
り
活
動
を
よ
り
広
く
よ
り
深
く
推
進
し
、
全
町
民
の
健
康
と
幸
せ
を
築
き
上

げ
る
た
め
の
今
後
の
指
針
で
あ
り
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
町
内
有

志
指
導
者
を
結
集
し
、
久
万
町
の
体
力
つ
く
り
活
動
を
飛
躍
発
展
さ
せ
る
た
め
に

「
体
育
協
会
」

を
結
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昭
和
五
一
年
一
月
一
六
日
、
各
種
目
の
中
心
的
指
導
者
を
発
起
人
と
し
て
準
備
会

八
五
一



第
六
編

教

育

を
開
催
。
同
年
一
月
二
〇
日
、
町
全
般
に
お
け
る
体
育
諸
事
業
を
効
果
的
に
展
開
す

る
た
め
に
、
企
画
と
役
割
を
分
担
す
る
機
関
と
し
て
体
力
つ
く
り
企
画
委
員
会
を
開

催
。
一
月
二
六
日
、
各
種
目
の
代
表
者
及
び
久
万
町
体
力
つ
く
り
推
進
協
議
会
よ
り

推
薦
さ
れ
た
学
識
経
験
者
を
も
っ
て
理
事
会
を
構
成
し
、
待
望
の

「
体
育
協
会
」
が

八
五
二

結
成
さ
れ
た
。

協
会
の
目
的
及
び
事
業
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

目

的

本
会
は
久
万
町
体
力
つ
く
り
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
全
町
民
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

(昭和63年4月1日現在)

体育協会役員

役 名 氏 名 住 所 備 考 

会 長 河 野 修 上 野 尻 久万町長 

副 会 長 大 野 章 久 万 町 

II 日 野 嘉 彦 菅 生 久万町教育委員会教育長 

理 事 長 上 岡 義 幸 上 野 尻 

事務局長 佐 伯 泰 上畑野川 教育委員会 

監 事 宮 脇 弘 久 万 町 

II 真 木 孝 志 上 野 尻 

理 事 

理事種別 氏 名 住 所 氏 名 住 所 

学 識 経 験 者 

西森勧 関井義弘 小田絹子 菅生 二名 上野尻 

野 球 協 会 上 岡 義 幸 上野尻 河 野 勝 利 霧 降 

ソフトボール協会 丸 山 淳 菅 生 中 里 史 朗 上野尻 

バレーボール協会 西 田 満 文 霧 降 光 田 健 直 瀬 

テ ニ ス 協 会 佐 伯 誠 一 久万町 小 倉 澄 夫 菅 生 

卓 球 協 会 安 藤 正 孝 II 近 森 芳 数 久万町 

サ ッ カ ー協会 山 本 寛 治 上野尻 加 藤 博 副 東明神 

ス キ ー 協 会 冨 岡 久 男 久万町 西 田 守 上野尻 

剣 道 協 会 矢 野 計 雄 II 水 谷 宏 之 久万町 

柔 道 協 会 木 村 孟 上野尻 渡 部 裕 二 久万町 

陸上競技協会 坂 本 好 直 東明神 西 村 俊 勝 西 明神 

バドミントン協会 井 上 徳 義 菅 生 渡 部 敏 彦 上畑野川 

ゴ ル フ 協 会 渡 部 登 久万町 高 市 彰 雄 久万町 

スポーツ少年団 日 野 嘉 彦 菅 生 

を
図
る
と
と
も
に
体
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

事

業

一
、
全
町
民
の
体
育
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
関
す

る
こ
と
。

二
、
各
種
大
会
、
講
習
会
に
関
す
る
行
事
の

実
施
。

三
、
各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
強
化
発
展
と
連

絡
融
和
。

四
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ
思
想
の
普
及
啓
蒙
。

五
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
必
要
な
こ

と
。

組

織

本
会
は
町
内
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所

属
す
る
者
及
び
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
町
民

を
も
っ
て
組
織
す
る
。

本
会
に
次
の
種
目
協
会
を
置
く
。

野
球
協
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
・
テ
ニ
ス
協
会
・
卓
球
協
会
・
陸

上
競
技
協
会
・
サ
ッ
カ
ー
協
会
・
ス
キ
1
協

会
・
剣
道
協
会
・
バ
ド
、
、
、
ン
ト
ン
協
会
・
ゴ
ル

フ
協
会
・
柔
道
協
会



体
育
協
会
の
結
成
に
よ
っ
て
、
各
種
目
別
大
会
は
各
協
会
の
役
員
に
よ
り
企
画
・

運
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
更
に
町
の
協
力
機
関
と
し
て
の
体
制
も
強
化
さ
れ
、

町
民
総
参
加
の
体
力
つ
く
り
活
動
は
大
き
く
一
歩
前
進
し
た
。

り

久

万
公
園

久
万
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す
べ

く
、
昭
和
五
二
年
都
市
計
画
事
業
の
一
環
と
し
て
運
動
施
設
を
主
体
と
し
、
し
か
も

修
景
施
設
を
重
視
し
た
都
市
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。

0
施
設
の
概
要

○
敷
地
面
積

○
多
目
的
グ
ラ
ン
ド

五
九
、
六
六
三
坪
席
ト
ル

一
四
、
四
一
五
席
ト
ル

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
、
観
覧
席
、
夜
間
照
明
、
便
所

○
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

全
天
候
型
四
面
、
練
習
ボ
ー
ド
付
コ
ー
ト
一
面
、
夜
間
照
明

久万公園、テニスコート

○
児
童
広
場

○
管
理
棟

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド

一
八
九
㍍
ト
ル

事
務
室
、
更
衣
室
、
便
所

臼
年
度
別
工
事
費
及
び
工
事
内
容

昭
和
五
二
年
度

工
事
費

九
、
五
一
五
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

陸
上
自
衛
隊
に
よ
り
三
、
八
七
五
㍍
ト
ル
を
整
地

昭
和
五
三
年
度

工
事
費

四
八
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

公
園
用
地

三
九
、
九
〇
〇
坪
南
下
ル
購
入

昭
和
五
四
年
度

工
事
費

七
七
、
三
一
二
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

陸
上
自
衛
隊
に
よ
り
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
及
び
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
の
三
二
、
二
〇
〇
坤
南
下
ル
を
整
地
、
水
路

第
二
車

社
会
教
育

ワンバクランドで遊ぶ子どもたち
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昭
和
五
五
年
度

工
事
費

六
二
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

路
面
石
採
取
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
一
四
、
四
一
五

㍍
ト
ル
を
整
地

昭
和
五
六
年
度

工
事
費

五
二
、
四
七
六
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
の
内
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
、
芝
生
観
覧
席
、
外
周
フ
ェ
ン
ス

昭
和
五
七
年
度

工
事
費

五
五
、
二
二
〇
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

休
憩
施
設

(
管
理
棟
)
、
駐
車
場
、
便
所
、
砂
場

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
夜
間
照
明

昭
和
五
九
年
度

工
事
費

五
六
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

多
目
的
グ
ラ
ン
ド
夜
間
照
明

昭
和
六
〇
年
度

工
事
費

一
五
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

工
事
内
容

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド

工

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

海
洋
セ
ン
タ
ー
は
、
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
実

践
活
動
に
よ
っ
て
、
青
少
年
を
は
じ
め
と
す
る
住
民
の
体
力
向
上
と
、
豊
か
な
人
間

性
つ
く
り
を
目
指
し
、
ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団
に
よ
り
、

四
億
八
〇
〇
万
円
で
建
設
さ
れ
た
体
育
施
設
で
あ
る
。
施
設
の
概
要
は
次
表
の
と
お

り
で
あ
る
。

建
設
の
条
件
は
、
三
年
間
を
経
過
し
て
、
そ
の
管
理
運
営
や
利
用
状
況
が
優
秀
で

あ
れ
ば
、
無
償
で
譲
渡
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
久
万
町
が
管
理
運
営
に
あ
た
り
、
各
種
の
体
育
活
動
を
推
進
し

て
き
た
。

B&G海洋センター

八
五
四

上
浮
穴
郡
社
会
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
や
B
&
G
会
長
杯
中
学
女
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
町
内
卓
球
大
会
、

町
内
縄
と
び
大
会
等
を
は
じ
め
、
バ

ド
、
、
、
ン
ト
ン
教
室
や
卓
球
教
室
、
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
、
空
手
教
室
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
、
年
齢
層
に
応
じ
た
水
泳
教
室

等
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
体

育
活
動
は
、
体
育
協
会
や
体
力
つ
く

り
推
進
協
議
会
が
提
携
し
て
推
進
し

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
予
期
以
上
の

成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
B
&
G
財
団
主
催
の
各
種
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
大
き
な
成
果
を

あ
げ
て
い
る
。

「
少
年
の
船
」

で
は
、
毎
年
小
学
生
が
三
名
程
度
沖
縄
へ
、
中
学
生
が
二
名
程
度

グ
ア
ム
島
へ
海
洋
訓
練
を
受
け
に
出
か
け
て
い
る
。
「
若
人
の
船
」
に
は
、
毎
年
三
名

程
度
町
内
の
青
年
が
参
加
し
て
い
る
。
「
若
人
の
船
」

は
年
に
よ
っ
て
行
き
先
が
違

う
。
あ
る
年
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
あ
る
年
は
中
国
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
や
カ
ナ
ダ
へ

行
く
年
も
も
ろ
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
小
学
校
高
学
年
で
行
っ
て
い
る

『
海
洋
ク

ラ
ブ
員
交
流
会
』

は
、
県
下
互
か
所
の
町
村
か
ら
集
ま
る
が
、
こ
れ
に
も
多
数
参
加

し
て
い
る
。

五
九
年
か
ら
の
参
加
で
あ
る
が
、
参
加
し
た
者
は

『
全
国
か
ら
参
加
し
て
い
た
人



た
ち
と
親
交
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
集
団
訓
練
や
海
洋
体
験
は
、
人
生
で

の
い
い
勉
強
に
な
っ
た
』
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
評
価
は
高
い
。

海
洋
セ
ン
タ
1
の
育
成
士
も
、
セ
ン
タ
1
育
成
士
(
海
洋
セ
ン
タ
ー
全
体
の
管
理
に

あ
た
る
資
格
者
)
一
名
、
特
殊
育
成
士
(
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
管
理
に
あ
た
る
資
格

者
)
一
名
、
二
級
育
成
士
(
海
洋
セ
ン
タ
ー
育
成
士
の
補
助
的
な
役
割
を
す
る
資
格
者
)
一

三
名
の
多
く
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
氏
名
は
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

所
長
及
び
育
成
士
名
簿

日 

所 長 

野 
嘉 
彦 

木 育セ 
下 

成; 勝 
也 士I 

菅 
特 殊 

隆 
育 成 

則 二王 

西正佐石森 
村岡藤丸永 
哲健理勝 
也司昭利進 

級 佐和上板 
伯 団居崎 王事 

雅和鳴 

日 成 士 

泰志博海 

重河玉稿 
川野泉本 
利勝 広 
彦利豊綱 

B &G施設の概要

施 設 名 面 積 

敷 地 面 積 13,300壷 

体 育 館 705壷 

バスケットなら 1面 

バレーボールなら 2面 

バドミントンなら 4面 

第 二 体 育 館 456.3誼 

上 屋 付 プ ー ル 875誼 

一般プール(水深1.2m) 25mX6コース 

幼児用プール(水深0.6m) 50誼 

その他 

会 議 室 58H雪 

事 務 室 31壷 

そ の 他 460壷 

駐 車 場 80台収容 
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